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第二十三章「凄すご腕うでの二人と対決」







　さぁ、闇やみギルドの屋や敷しき内ないに潜せん入にゆうだ。小さい階段を慎しん重ちように上がる。

　木製の扉とびらへ指を当て、慎重に扉を押おし開ひらいた。

　部屋の右辺で夕食の準備作業をしている給きゆう仕じたちは大理石の調理台の上で粉を捏こねていたり、まな板の上で野菜を切ったりしている。彼かの女じよたちは調理作業に夢中だ。

　俺おれに気付いていない。この状じよう況きようを利用して某ぼうゲームのように、ダンボールを使って隠かくれて進みたい。ま、そんな便利なアイテムはないけど。

　背をかがめて家具下の死角を利用して隠れながら……廊ろう下かへ進むことができた。

　魔ま素その反応は廊下の先。右みぎ隅すみに開いている扉が見えた。

　音を立てないように、その扉の端はしに身を寄せてから中の様子を窺うかがうが、ここからじゃ、部屋の左さ壁へきを飾かざる絵しか見えない。部屋の中の連中に見つかるかもしれないが、素す早ばやく開いている空間を走り左ひだり端はしへ移動。再び壁かべ際ぎわに肩かたをつけて中の様子を窺った。

　中は会議室のような大部屋。縦長の黒机が右みぎ奥おくへと続いている。端の上座の位置に小太りな男が座すわっているのが見えた。偉えらそうな態度だ。位置的にコイツがボスだろう。

　小太りなボスの隣となりには姿勢のいい上背の人物が立っている。

　たぶん、副官か参さん謀ぼうかな？　その妙みようにいい姿勢の副官は、ボスへ頭を下げつつ何か報告している獅し子し種族と人族のことを、厳しい視線で見つめていた。副官の腰こしには二本のレイピア系の細剣が差してある。この集団が【茨いばらの尻尾しつぽ】のメンバーたちか。彼かれらを攻こう撃げきするにしても、もうこの部屋の中に隠れる場所はない。だから、潜入ごっこはここで終しゆう了りようだ。

　いっそ分かりやすく姿を晒さらしちゃおう。黒くろ槍やりを肩に担かついでから〈隠身ハイド〉を解除。堂々と胸を張りながら大部屋の中へ足を踏ふみ入いれた。長机の表面を左手の指で触さわりながら、憂ゆう慮りよの翳かげを浮うかべているボス男の下へ悠ゆう々ゆうとした態度で近付いていく。

　まだ気付かない。いや違ちがった。一人、俺に気付いた。

　大きい窓ガラスの端柱。カーテンが収まる箇か所しよに背を預けながら、腕うでを組みゆったりとした体勢で、俺のことを鋭するどい視線で睨にらむ男が存在した。

　この男だけが、いち早く俺に気付いたらしい。掌しよう握あく察さつでの反応で、魔ま力りよくを薄うすく保っていた者だろう。手て練だれかもしれない。要注意だ。

「ですから店の中はもう――」

　報告しているのは、さっきクナの店を荒あらしていた者たちか？

「他ほかの闇ギルドの仕し業わざだと？　だいたい、そのクナを殺した槍使いとは……ん？」

　そこで、やっと太ったボス風の男が、俺という闖ちん入にゆう者しやの存在に気付く。

「あっ、いえっ――えっ？」

　ボスの視線を確かく認にんした大おお柄がらの獅子種族が、振ふり向むく。

　少し遅おくれてから一いつ斉せいに視線を向けてきた。彼らは、肩に預けた黒槍にも注目してくる。

「おいっ、お前は誰だれだ！」

　ボスが叫さけぶと、続いて長身の男が二本の武器レイピアを抜ぬき、唇くちびるを動かした。

「……何者だ？」

　その問いに頷うなずき、口を開く。

「何者というかさ。お前らの部下に襲しゆう撃げきを受けた男だよ。で、お前らが【茨の尻尾】か？」

「まさにその通りだが、その槍といい、お前が報告にあった槍使いか？」

「どの槍使いのことを言ってるのかわからないが、ま、確かに、俺は槍を使うな？」

　多少、おどけて話してやった。

「なにぃぃ、背こそ高いが、まだまだ小こ童わつぱ、若造ではないかっ！　堂々と現れよって……報告通りならば、クナが帰らないのは、こいつのせいなのか？　ガヌ、ドンパ、コヤツを仕留めろっ！　ライザ、わしを守れ、カリィ、値段分は働いてもらうぞ？」

　椅い子すに座るボスは全員へ命令を下す。

「はいっ」「はっ」

　獅し子し獣じゆう人じんガヌと人族のドンパは立ち上がり、それぞれの武器を抜く。同時に、副官のような位置に立つライザは一本の剣を素早く鞘さやに戻もどし、胸にぶら下げていた笛を手に持つ。

「ドミンゲス会長、お任せを、ピィィィ――」

　直後、笛を吹ふき鳴ならす。チッ、あれで仲間を呼ぶ気か。

　笛の音が響ひびくと共に、俺は自然と床ゆかを蹴けり前へ駆かけていた――先手必勝。

　長引かせる前に叩たたく。ガヌとドンパの下へ魔ま脚きやくで一気に間合いを詰つめた。

　走る勢いを加算させた黒槍を、右から左へ宙に扇おうぎの線を作るように真横から振るう。

　まずは細男。続けて、ガヌの横っ腹へと黒槍の刃はを喰くらわせてやった。ずにゅりと音を立てながら、二つの胴どう体たいを一気に真横から分断――血ち飛沫しぶきが舞まう。

　ガヌの太い胴体だった肉につ塊かいは激しく回転しつつ左へ吹き飛とび、中央の長机と激しく衝しよう突とつ。衝しよう撃げきで長机がひっくり返った。切断された腹部位は、内臓が押し潰つぶれる形で長机と融ゆう合ごうを果たしていた。そして下半身からは両足が、見事な角度で宙へと伸のびている。

　まさに「犬神家」よろしく、といった具合だ。これには皆みなが驚きよう愕がく。その隙すきに、無防備に座る肥えたボス男の喉のど元もとへ黒槍の穂ほ先さきを伸ばす――だが、金属音が響く。ライザというらしい長身男が、ボスを庇かばうように姿勢を低く構えながら、二本の細剣をクロスさせ俺の突とつ槍やりを防いでいた。ライザは細目で俺を睨みつけながら、二本の細剣で黒槍の穂先を持ち上げるように上方へ弾はじき、吶とつ喊かんしてくる――。

「――ハァッ！」

　ライザの気合いの声が響くと、左右の手がユラァッとぶれる――同時に何筋もの銀色の剣けん閃せんが生まれた――首へ左突づき――腕に迫せまる右払はらい――脇わき腹ばらを引ひっ掛かけようとする払い、左回転しながらの下段斬ぎり。その連撃は鬼き気き迫せまるものだ。さすがに、速く鋭い。

　斬ざん撃げきを紙かみ一ひと重えで躱かわしながら、黒槍も使い、剣閃を弾きつつ後退した。

　後退した直後、短たん剣けんが飛んできた――それをとっさに仰のけ反ぞって避さける。

　後方宙返りを連続で行い、続けざまに迫るナイフや短剣を、避け続けた。

「――ヘェ、大柄なのに器用だねぇ。スゴイなぁ。サーカスみたいだ」

　短剣を投げた男が呟つぶやく。なんか、少し甲かん高だかくて気色悪い声だ。

「カリィ、素す晴ばらしい。さすがは、元帝国ラドフオードの旅団員特陸戦出身なだけはある」

　椅子に座る肥えたボスが一連の動きを褒ほめた。

「五月蝿うるさイヨ――」

　カリィは、なぜか雇やとい主ぬしであるボス男の声に冷れい徹てつな反応を返す。

「え？　……」

　カリィの冷たい声に、椅子に座っていたボス男は脅おびえたように、黙だまってしまった。

「おぃ、カリィ、ここで裏切りか？」

　仲間割れか？　参さん謀ぼう格かくらしいライザが、カリィと呼ぶ男に咎とがめるような声を放つ。

　長身の細男であるライザは、怒いかりを抑おさえた口調だった。

　俺に向けていた二本の細剣の内、片方の剣をカリィと呼んだ男へ向けている。

「イヤイヤ。裏切らないヨ。おいしそうな獲え物ものが増えて、チョット感情が昂たかぶってねぇ」

　獲物が増えての言葉が気になる。

　なんだか、このカリィは不思議な雰ふん囲い気きを持つ。

　それに、魔ま闘とう術じゆつもかなりのレベルと見た。彼はさっきまでとは違い、今は全身から溢あふれるほどの魔力を発している。そして、目にも魔力の一部を留とどめていた。

　あれは、彼が俺の魔力の動きをわかっているということだ。

「なら、契けい約やく通りに動いてもらおうか。あの槍使いを生きて帰すな――」

　ライザが地面を蹴って、俺に近寄って来る。

「ハイハイ――」

　その気の抜けたような言葉と共に、カリィも走り出だし間合いを詰めてくる。

　さっきの剣筋といい――このライザも中々やる。

　剣けん突とつの速さといい魔闘術のレベルは段だん違ちがいだ。後ろのカリィには剣の速度で負けているが――凄腕レベルなのは変わらない。長短あるが凄腕の剣けん術じゆつ家かの二人。

　しかも、二対一は初だ。こりゃ、頑がん張ばるしかなさそうだ。

　胸むな元もとに迫る細剣を弾いた流れで、返し突きをライザに向けるが、彼は細剣の腹で弧こを描えがくように俺の槍やり穂ほ先さきを回し弾く。そして、細剣らしい剣術の突き返しリポストで反はん撃げきしてきた。すぐに避けるが、カリィも嫌いやらしく要所要所に二本の小剣を振るってくる。

　何秒間か、二人の攻撃を躱し避けながら、突つき技わざを繰くり出し、それぞれの武器で弾く動作を繰り返す。だが、均きん衡こうはここまでだ――死角を利用させてもらう。

　ライザのリポストを強めに弾いたところで、槍の石いし突づきで反撃のポーズを取り、わざとカリィのフォローを誘さそう。案の定。カリィは俺の右みぎ脇わきを狙ねらって小剣を差し向けてきた。

　――よしっ、釣つれた。その剣突を避ける為ために、俺はライザの左横合いへ側転。

　カリィはライザが邪じや魔まで追攻撃に入れない。狙い通り、側転中のコンマ何秒の間にライザが反応。彼は細剣を握にぎる右手ごと俺の胸をぶち抜こうと細剣を伸ばしてくる。

　鋭い剣突だ。しかし、それを逆手に取った。視界が逆さまの最中に、黒槍を宙に円を幾つも作るように螺ら旋せん回転させ、身に迫るライザの突剣の先せん端たんに穂先を当てた。そのまま黒槍の螺旋運動にライザの剣突を絡からませ巻き込んでいく。これは黒くろ蛇へびが剣に絡むようにも見える動き、師し匠しよう直伝の技術だ。

　ライザは表情を歪ゆがめて「グッ」と、くぐもった声を漏もらす。

　そう、彼は細剣だけなく、その細剣を握っていた手の内側から、腕ごと捻ひねられたのだ。

　その瞬しゆん刻こく――捻れていた細剣が圧力に負けて反発。細剣は反動に金属音を立て、ライザの手から離はなれると、彼の頭部へと向かっていた。彼は急ぎ頭を反らし、撥はね飛んでくる細剣を避ける。ライザはぎりぎりの距きよ離りで剣けん刃はを躱すことに成功していたが、右耳の一部を掠かすめられて血が舞っていた。飛んだ細剣は天てん井じように深く突き刺ささり不気味な振しん動どう音おんを立てぶらぶらと揺ゆれ動うごいている。そのコンマ何秒の間に――側転は終了。

　そのまま魔脚を使い、着地際ぎわの制動をなくすように立つ。イメージはガゼル。

　下半身をしならせるように素早く立ち上がり、勢いよく怯ひるんでいるライザの頭へ向けて左ひだり腕うでの拳こぶしを振り抜いた。拳だけじゃない！　オマケ付きで、同時に〈鎖くさり〉を射出――鈍にぶい音が鳴りライザの顔を鎖が貫つらぬく。彼の脳のう漿しようと頭ず蓋がいの一部、血ち霧ぎりが部屋に撒まき散ちらされた。

　さらに俺の手首から伸びている鎖は、そんな血霧なんて関係なく直進――隣のカリィの右上じよう腕わん部をくりぬき、衣服の一部を破りながら横壁に突き刺さっていた。

　左フックからの〈鎖〉の連れん携けいが至近距離で決まる。鎖は一直線に張はり詰めたピアノ線のようになり、鎖にねっとりと付着した血液が床ゆか板いたに滴したたり落おちていた。

　――間を空けずにいく。俺は夥おびただしい血を全身に浴びながらも、瞬しゆん時じに血が滴る鎖を消失させていた。同時に、傷を負ったカリィの胴体へ向けて黒槍を内側へ捻る〈刺し突とつ〉を撃うち放つ。しかし、金属の感かん触しよくと共に甲高い金属音が耳に届く。カリィは横壁に背を預けながらも、俺の〈刺突〉を防ぐ。やるねぇ……カリィは表情を歪めているが傷ついた腕を使い、胸前に両りよう腕うでをＸ字のようにクロスさせる。その手に構えた二本の小剣で、〈刺突〉された銀を帯びた黒槍の穂先を見事に防いでいた。だが、技の衝撃のせいか、カリィの衣服が破れ落ち上半身が露あらわとなる。右みぎ肩かたに入いれ墨ずみがある、黒こく翼よくのモチーフだ。右胸の鎖さ骨こつから右肩を覆おおうように広がっている黒翼の印。

　カリィは表情を歪めて、斜ななめ後うしろに跳ちよう躍やく――後退し、俺から距離を取った。

「いやはや……参った。コウサンだヨ」

　カリィは傷を負った腕をダラリと下げ小剣を床に捨てた。だが、床に落ちた小剣は刺さらず、不規則に跳はねる。

「おい、何が降参だ！　お前はわしが大金を出して雇やとい入れた――」

　脂あぶら汗あせを撒き散らすボスの剣けん幕まくにカリィは苛いらついたのか、落ちて跳ねていた小剣を蹴る？

「――五月蝿イヨ、豚ぶたは死ね」

　カリィが辛しん辣らつな言葉と共に蹴った小剣は、ボス男の眉み間けんに突き刺さる。彼は仮にも自分を雇ったボスを殺しておいて、平然としていた。そのまま、怪あやしい粘ねばり気けのある視線を向けてくる。そんな視線には応こたえず、彼の肩から胸に広がっている黒翼の入れ墨と頬ほおの入れ墨を凝ぎよう視し。ハートにナイフが刺さった特とく徴ちよう的てきな入れ墨。少し前に接せつ触しよくしてきたクリドススの姿を思い出した。

「……ウ～～ン、キミはボクを殺したい、カイ？」

　肥えたボスをあっさり殺したカリィは、当面の方針を変えたらしい。目がすわり、顔に薄うすら笑わらいじみた翳がにじむ。どこか狡こう猾かつな表情だ。こいつ、ワケわからん。傷を負っているくせに、嗤わらうだけで表情を崩くずさない。

「……俺はどっちでもいいが」

「ソウなんだ――ボクはもう我が慢まんできないヨッ」

　薄ら笑いから不気味な悪態笑顔カーススマイルへ彼が表情を変化させた瞬しゆん間かん――背筋がゾワっとした。まだ何かある――そう思った時、魔察眼がカリィの能力を捉とらえる。

　カリィの足元からゆらりと影かげ法ぼう師しのような導どう魔ま術じゆつが発動していた。

　そのカリィが放った魔線が、地面に転がる小剣と繋つながる。導魔術……。

　一いつ瞬しゆん、師匠の小剣四本を扱あつかう鬼き畜ちくな遠えん隔かく攻こう撃げきを思い出す……カリィは片頬を上げてニヤつくと、小剣を宙に漂ただよわせながら、死んでいる肥えたボス男に近付いていた。

　死んだボスの頭部に刺さった小剣を無傷な左手で引き抜くと、その血ち濡ぬれた刃を舌で綺き麗れいに舐なめ取ってから突とつ進しんしてくる。途と中ちゆうで跳とぶような軌き道どうを見せた。

　そして、魔線に繋がれた小剣も同時に、俺に向かってくる。

　今さっき死んだボス会長と言葉が被かぶるが……コイツ、何が、コウサンだよっ。

　宙に浮いた小剣は俺の周囲をぐるぐる回りながら、急所を狙ってきた。

　蜂はちのように宙を回っている導魔の小剣を、黒槍で弾く。

　カリィ自身が俺の首を狙う小剣の刃を、黒槍の上部で滑すべらせるようにずらし、お返しの石突きをカリィの胴体へ向ける。だが、カリィは余よ裕ゆうめいた表情を浮かべた状態で、身体の左半身をずらして俺の石突きを躱してきた。

　そのまま、くるりとダンサーのように身体を回転させながら、わざわざ自らのバランスを崩し、左手で正せい拳けん突づきを行うが如く小剣の突き技を伸ばしてくる。

　あえて少し踏み込む――カリィの鋭い剣突をスリッピングアウェーのように紙一重で避けながら床を蹴り側面へ移動。その移動した力を乗せた黒槍の薙なぎ払いをカリィの胴体へ向けて繰り出してやった。しかし、カリィも片足で床を蹴り、キュッとした音を足あし下もとから立てると、素早く逆の側面に回り込んで黒槍の横薙ぎを避けてくる。

　カリィの妙な動きはバランスが崩れているようで崩れていない。続いて、左から回り込んでいたカリィは反撃してくる。袈け裟さ斬ぎりの軌道で俺の肩かた口ぐちを狙ってきた。と、思いきや――背後からも小剣が飛んできた。俺は右足のつま先を軸じくとした回転運動をとりながら、半身体勢をずらして、背中側の小剣を視界に捉えると、半月を描くように動かしていた黒槍の後部でその小剣を弾き――肩口にきたカリィの斬撃も身体の回転を維い持じしながら、ぎりぎりの距離で避けることができた。

　その避け続けた回転運動の余勢を両手に握る黒槍に乗せて、左へ移動しているカリィの脇腹を、ダルマ落としのごとくぶち抜いてやろうとした。だが、彼は左手で扱う小剣の腹を器用に動かす防ぼう御ぎよ剣けん術じゆつで、俺の石突きは斜め上うえに誘ゆう導どうされ防がれる。やはり往いなすか。その動きを見み越こして足あし払ばらいを狙う。カリィは跳躍し、俺の蹴りを華か麗れいに避けてきた。その姿は、まるで体操選手が、開かい脚きやくツイストの技を繰り出すかのような動き。

　両足が左右へ百八十度伸のびた状態だ。さらに導魔術で宙に浮かせた小剣を、俺の蹴り途中の足首へ差し向けてくると同時に、左手に握った小剣で俺の胸を狙ってくる。急きゆう遽きよ、連続した蹴り技を止めた。俺は受けに回り黒槍の長さを利用。カリィの同時攻撃に対処した。黒槍を手前で回転させて胸に迫った剣突を黒槍の上部で受け止める。次いで、ほぼ同時に足を攻撃してきた導魔術による小剣の斬撃を、黒槍の下部で受け流した。

「――ヒヒヒッ、ハハッ」

　カリィは跳躍からの連続攻撃が失敗しても動どう揺ようがない。変な魔ま物ものにでも取とり憑つかれたような笑い声をあげている。着地後の隙も滑なめらかな半身の体勢で、制動を殺しながら体たい躯くを躍やく動どうさせていた。

　特別な剣けん技ぎと体術を感じさせる。何かの流派らしい流れの筋があった。それに導魔で操あやつる小剣の動きは質が高い。きっと彼は小剣が得意なのだろう。

　次から次へと、死角に回り込んでくる小剣――カリィ自身もその宙に浮かんだ小剣と連携し、同時に速い斬り込みを仕し掛かけてきやがる。本人は笑いっぱなしで、本当に楽しそうだ。

　また、笑えみを浮かべて小剣を振るってきた――そんな表情と小剣を扱う技はまったく相あい容いれない。鋭い小剣の斬撃を避け、躱し、弾く最中でも、俺はその動きを冷静に分ぶん析せきしていた。カリィの息は若じやつ干かん上がっているので、このまま粘れば俺の勝ちだろう。

　でも、そんなつまらないことはしない。そこで、普通に戦うのはやめた。

　まずは、この邪魔くさい、漂う小剣からだな。そんなコンマ何秒の思考の後。

　俺の左手首のマークから〈鎖〉を突とつ出しゆつさせる――。

「とっ――」

　カリィへ向けて〈鎖〉を突出させたように見せかけた。

　ただ、突出させた訳ではなく、鎖は弧を描くように小剣へ向かう。

　鎖は恒こう久きゆうスキル〈鎖の念導〉により自由自在だ。鎖の軌道をぐるぐると回し螺ら旋せん状じように変化させて、カリィが導魔術で操っていた小剣を巻き込む。結果、小剣を封ふうじることに成功した。カリィは小剣を失うと、表情を一転させ、逃にげるように後退。俺と距離を取った。

　魔力消費も重なったせいなのか、才能の全すべてを燃ねん焼しようさせたように肩で息をしながら顔色を蒼そう白はくに変えている。カリィは頬を引きつらせながらも唇を動かした。

「……はぁはぁはぁ、そ、それは反則だヨ。ボクのとっておきの技〈導魔術〉が効かないとはね。こうなったら本当にボクの負けだ」

　やはり〈導魔術〉だったか。興味がある。アキレス師匠の〈導魔術〉と同じなのか？

「どこでそれを？」

「タンダールだヨ」

　タンダール……確かアキレス師匠が前に暮らしていたと語っていた。「だれに習った？」と問うと、カリィは片方の目をピクリと反応させる。

「そんなに気になるのかい？　ミランダという名前のお師匠だ。もう死んじゃったけど」

　嘘うそは言ってない感じ。

「追つい撃げきはなし？　見み逃のがしてくれるのかな？　だったら、ボクは退散させてもらう」

　本当に逃げたいらしい。先ほどまでの澱よどんだような殺気が薄まっている。

「いいのか？　お前は戦せん闘とう狂きように見えたが……」

「ハハハ、戦闘狂か。確かにその通りだね。でも、任務外で君と戦ったのは、完全にボクの我わが儘ままだったりして」

「どういうことだ？」と問うと、カリィは薄い唇に指を置き、また薄ら笑いを見せる。

「……ボクの本来の目的はねぇ、この闇ギルドに潜入して【茨の尻尾】を内側から潰すことだったのサ。でも、君が倒たおしてくれた暗黒のクナと二剣のライザが、邪魔でさァ、中々……任務を遂すい行こうできなかったんだよ。本当なら今回はお礼を言わなきゃいけないところだったりするんだ。でもツイツイ……君の強さを見ていたら我慢できなくてねぇ……ボクのアソコもビンビンだッ、結局、ボク自身が痛い目に遭あっちゃったけど……」

　うへ、キモスギル。ウィンクしながら、不思議ポーズで股こ間かんをアピールするな。

　しかも、フル勃ぼつ起きシテヤガル。それにあの口調、何か毒気に当てられた気分だ。

「それじゃ、凄腕の槍使いさァン、またどこかでね♪」

　気持ち悪い一言を放つと、カリィは背後の窓へ体当たりするように跳躍。

　ガラスを派手に突き破やぶり、外へ脱だつ出しゆつして走り去っていく。

　すると、屋や敷しきの周りから「あの黒翼の刺青いれずみ男を追いかけろっ」「会長ぉぉぉ」「笛の音がぁ」とか、切せつ羽ぱ詰つまる声が聞こえてきた。俺も逃げるか。と思いながらも、椅子にぐったりと項うな垂だれるように死んでいる会長の姿を視界に入れた。その死体から流れている血液を少し拝借してから、カリィと同じく脱出。人はいなかった。というか、カリィの奴やつは正面から堂々と逃げているらしい。追手は向こうに集中しているようだ。好都合。

　スキル〈隠身ハイド〉を作動させ裏庭へ直行する。俺を待っていた黒猫ロロは心配していたようだ。凄すごい勢いで肩へ飛び乗ってくると、俺の頬をぺろぺろと夢中で舐めてきた。やがて黒猫ロロは一通り舐めて満足したのか、背中の黒くろ頭ず巾きんの中に入っていく。さて、退散だ。最初に入ってきた天幕会場へ素早く戻る。

　坂を下り、モンスターたちの牢ろうがある場所に戻ってきた。このモンスターたち、どうなるんだろう。そうだ。逃げるついでに全部解放してやる。追手も混乱するだろう。檻おりを開けてモンスターたちを次々に逃がしていく。大量に居たゴブリンたちはギャギャーと喚わめき俺に向かってくる。その内の一匹ぴきを黒槍で頭から一刀両断して殺すと、またギャギャーと騒さわぎながら、今度は反対方向へ逃げていった。俺に近付くのは危険と察したのか、他のモンスターたちも坂を上がり、途中で転がるモンスターもいたが大半が逃げていく。

　そのモンスターたちの様子を少し見学してから、地下通路を走りクナの家に戻ることができた。気になる転移陣じんもあるが無視。扉を潜くぐり、散乱している部屋に入る。

　ふぅ……これで一段落かな。しかし、体に付着した血の汚よごれが目立つ。身体を洗うか……視線を泳がせると、部屋の隅すみにあった水みず瓶がめを発見。その水瓶を利用して飲みながら、生活魔ま法ほうの水も使い血の汚れを洗い流す。それから皮服を絞しぼり、手に持ったそれを強ごう引いんに振り回まわしては、水分を飛ばして乾かわかした。

　ん～まだ臭におう。血の臭いが僅わずかに残っているけど、今はこれでいいや。

　まだ湿しめっている皮服を着てから、逃げてきた地下道と迷めい宮きゆうの内部に通じているだろう転移陣がある部屋の扉を閉めてから、鍵かぎをかける。それから外へ通じる頑がん丈じような内うち扉とびらの鍵かぎ穴あなへクナの鍵を差し込んで回した――カチャッと気持ちよい音が響く。イエスッ、開いた。

　扉の先はクナの店だったが、前に、俺が商品を選んだ店内ではなくなっている。

　棚たなは壊こわれ、商品は殆ほとんどなくなっている状態。

　少しやるせない思いを感じながら、振り向き、鍵を掛け直してから、荒れている店内を走はしり抜けて外へ脱出した。雑ざつ踏とうの中へ紛まぎれ込こんでいく。







第二十四章「魔界セブドラの神かみ絵え巻まき」







　何時間も狭せまい路地に続く下町の界かい隈わいを走り抜けていた。

　そろそろ大だい丈じよう夫ぶかな。大通りが視界に映ったところで、足を止める。

　路地の隙すき間まから通りの行き交う様子を確認。黒頭巾を深めにかぶる。

　そこに談だん笑しようしながら通とおり掛かった集団が目に入る。あの中に紛れよう。集団の最さい後こう尾びに紛れて、俺は大通りを歩いていった。黒猫ロロも俺の足にくっつくようについてくる。

　もう夕ゆう闇やみの時間か……オレンジ色の夕ゆう陽ひが作る人ひと影かげを踏みしめながらさっき戦った相手を思い出していく。カリィの導魔術、歩法、中々に洗練されていた。傷を負った片手の状態で、あれだけの小剣、短剣術を使いこなすのだから凄すさまじい腕うで前まえだ。技ぎ巧こう派はの飛剣流、または、その流れを汲くむ未知の異流派かもしれない。そこで、腹の虫が鳴った。

「腹が減ってきた……」

「にゃにゃぁん」

　ロロも同様らしい。今日は色々ありすぎた。そりゃ腹も減る。こないだの酒を飲んだ通り沿いで、店を探すとしますか。

　宿屋近くにある、食事処どころが集まる横丁通りへ向かった。

　横丁通りに入ると、キッシュとチェリとえっち三ざん昧まいを繰り返した酒場が見える。

　座る席がないぐらいに客が入って繁はん盛じようしていた。ソバカス顔の酌しやく婦ふチェリも、可愛かわいらしい笑顔を客へ振り撒き商売している……忙いそがしそうだな。

　少し、挨あい拶さつでも……いや、今日は違う店にしよ。今は腹が減って肉系を食いたい気分。だから酒場には行かない。そのまま、通りを歩いていく。今の時間帯は食事を求める人が多いようだ。渋しぶ谷やの駅前や年末のアメ横のように混雑している。行き交う人たちに混ざり、美味うまそうな料理を出す店はないかと、両りよう脇わきに並ぶ飲食店の外観をチェックしていく。入り口に料理の見本があったらわかりやすいのに……。

　通りを行き交う人たちを見ていると、俺と同じように、美味い店を探しているように見えてくる。そこに、なんともいえない肉の香こうばしく焼けた匂においが漂ってきた。

　いいねぇ、あぁ、たまらん。匂いに釣られて、自然とそちらに足が運ばれていく。

　匂いの元に近付くと、食通の神が、「これを食べるのじゃシュウヤ・カガリ」とでも囁ささやいたかのように（まあそんな声は聞こえないが）、香ばしい匂いが、鼻び孔こうから肺に伝わり腹に染しみてきた。思わず、ごくっと、生なま唾つばを飲み込む。

　自然と口の中から唾つばが溢れてきた。食欲がそそられる。肉、肉だ。焼き肉ぅ。頭巾からロロも顔を出す。この店に決めた。

　檜ひのきの木材が渋しぶい店の外観は立派だ。「ルンガ肉専科店～焼き肉ルンガルンガ」と看板に彫ほられていた。木造家屋で渋い店構えだ。茶色の扉を横へ動かし店内へ入ると、焼いた肉と酒の匂いが合わさった煙けむたい空気の壁に飲み込まれる。一瞬、匂いに圧あつ倒とうされる。戸口で止まるが、目の前にあるカウンター席に移動。背もたれのない古いストール椅子に座った。むっつり顔の店主へメニュー札にあった肉と酒を注文。

　ロロの分もちゃんと注文してやった。暫しばらくすると、肉と野菜が来た。

　肉は、四角いサイコロ肉。その上に掛かった透とう明めいの油タレが、芸術的な尊さすら感じさせる。タレが鉄板の上でジュウジュウと気き泡ほうを立てて、混ざり合った肉にく汁じゆうとタレが焼け溶とける音が、また食欲をそそる。美味おいしそう。テンション上がるぅ。黒猫ロロにいたっては椅子から上半身をぬくっと前に出して、両前足を机につき、クンクンと鼻を小刻みに動かしていた。『早く肉を頂ちよう戴だいニャー』と、いわんばかりな顔つきだ。

　興奮しているようで、紅と黒の瞳どう孔こうが若干、散大していた。

「ロロ、小さく切り分けてやるから待っとけ」

「にゃぁぁ」
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　小皿に切り分けた肉を皿に盛り目の前に出してやると、鳴き声の途中からガルゥッと短く唸うなりながら食べていた。

「はは、そんながっついて食わんでも、肉は逃げないぞ」

　と、俺もこんがり焼けたサイコロ肉を口へ運ぶ――最初の一噛かみ目は、確かな肉の厚みを感じさせた。歯は応ごたえもある。だが、その肉は二噛み、三噛みすると、すぐに口の中で溶けるようになくなっていた。くぅあぁ、うめぇぇ。柔やわらかいし、肉が溶けてタレと合わさると、また違うな。肉とタレのハーモニーが舌の上で奏かなでられて、脳のう汁じるがドヴァッと出る。

　幸せを感じる美味おいしさ――このタレと肉の相あい性しようは抜ばつ群ぐんだ。なんなんだ。このタレ、透明っぽい油汁だが……塩ダレの味ではない。レモンでもない。少しの甘あまさに、見た目と違う濃のう厚こうな味わい。最後に来るピリ辛からの風味が、また肉を口へ運びたくなる。異世界なだけあって、未知なる香こう辛しん料りように違いない……きんぴらゴボウのような根菜とレタス系の野菜もがつがつと黒猫ロロのように食う。辛めの果実酒も肉をより美味しく感じさせて、あっという間に鉄板の上にあったサイコロ肉と野菜はなくなった。鉄板上にある残りタレも木製のスプーンで掬すくい、口へ運ぶ。そんな肉料理を最後まで堪たん能のうした。師匠やラグレンが食べさせてくれた野性味溢れたルンガとはまた違う。異世界の定食屋、侮あなどりがたし。さすがはルンガ専科の店だ。

　食った食った。と、残りの酒を口に含ふくんで飲んでいると、同じように食い終わった冒ぼう険けん者しやたちの声が聞こえてきた。

「聞いたか？　ヴァライダス蠱こ宮きゆうの上域にワイバーンの群れが出現して大だい惨さん事じだと」

「ああ、今日はずっとその話で持ちきりだったさ。ワイバーンが蟻あり以外に冒険者たちも喰いまくったとか」

　物ぶつ騒そうな話題だな……大声だから、ついつい聞き耳を立ててしまう。

　酒をちびちびと飲み続け、耳をピクピク動かしていく。

「俺も聞いた。蠱宮の一部が崩れ落ち、下にいた冒険者たちが巻き込まれたそうだ」

「ワイバーンとインペリアルアントの戦いも壮そう絶ぜつだったとか」

　冒険者らの口調に畏い怖ふの色がにじむ。

「ワイバーンの群れと巨きよ大だい蟻ありの群れの戦いか、見たかったような見たくないような……」

「ぷ、何を言ってんだか、高ランク冒険者の台詞せりふならいざ知らず、ぺーぺーのお前なんかが言えることじゃないだろう？」

「そういうお前だって、見たら驚おどろいて、舌を噛み切きっちまうだろうよ」

「がははは、そりゃ確かに」

「その戦いのせいで、例の緊きん急きゆう依い頼らい発生だろ？」

　俺が魔ま迷めい宮きゆうにいた頃ころに、そんなことがあったのか。あ、そういや……今日のギルドはやけに忙しそうだったし、内部がだいぶゴタゴタしていたな。

「そうらしい。もう何組かのクランは緊急依頼に向かったらしいな」

「にしても、あの竜りゆうたちが纏まとまって他の種を襲おそうとは珍めずらしい。個々になら日にち常じよう茶さ飯はん事じだが」

　ワイバーンか。竜種が蟻をねぇ……魔ま竜りゆう王おうバルドークと関係があったりするんだろうか。

「バルドーク山の魔竜王がまた暴れているとか、それの余波かもな」

　やはりそうか。

「だな。一番可能性が高い。山間を含め未み探たん索さく地域の周辺も被ひ害がいが大きいらしい。近きん隣りんの村や町が焼け野原だからな」

　焼け野原……。

「その内、この城じよう塞さい都市にもドラゴンたちを引き連れた魔竜王が襲しゆう来らいとか」

「おぃおぃ、冗じよう談だんでも聞きたくないな。だけど、もう大丈夫だろ」

「おっ？　またほら吹きか？　ククク」

　髭ひげを蓄たくわえている冒険者は仲間を馬ば鹿かにするように笑う。

「いやいや、そうじゃなくてだな。ここの侯こう爵しやく様が先手を打つらしいぞ。ギルドに侯爵様がいたからな。んで、その侯爵様が「わたしが魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつを行うわ」と高らかに宣言していた。近日中に南の戦神ヴァイスの広場で大々的に兵を募つのるとか。国からも青鉄騎き士し団だんだけでなく竜りゆう魔ま騎き兵へい団だんの一部を駆り出すらしい。威い勢せいのいい声を張り上げていたよ」

　魔竜王討伐……。

「ほぅ、そいつは初耳だ。竜魔騎兵団かよ。竜りゆう騎き士し隊たいかグリフォン隊のどっちが来るんだろう。でも、本当に来たらすげぇな」

　そんな部隊があるのか。

「あぁ、確かに」

「しかし、あの永らく未探索地域だった山間部に国が派兵を決めるとはな？　【オセベリア】はルルザック交戦で勝利したとはいえ、五十年も帝国と戦争を続けている状態なのに余裕があるのかねぇ」

「穀物地帯は平和そのものだからな。西部戦線は余裕があるんだろうよ。守護聖せい獣じゆう、竜魔騎兵団、ホワイトナインの竜騎士たちも存在している。だから平気なんじゃねぇか？」

　守護聖獣？　ホワイトナイン？　竜騎士かぁ、いつか間近で見てみたい。

「そして、軍の一部を動かすんだ。侯爵家が本ほん腰ごし入れるなら報ほう酬しゆうもそれなりに期待できる」

「そりゃそうだろ？　たぶん、報酬は魔竜王のドラゴン素材その物……」

　髭ひげ面づらの冒険者はたくさんの報酬を想像しているのか、夢見るように、呆ほうけた表情で語る。

「なるほど。もし古竜を倒せれば大金持ちか。夢がある。ワイバーンやドレイクとは違い、鱗うろこ、爪つめ、角、骨、肉、内臓、全部の素材が宝だ。迷宮に入り浸びたっているＳとＡの高ランク冒険者たちもそれなりに集まるかもな」

「ペルネーテと不ふ窟くつ獅子の塔とうからも、報酬目当てに出張してくる冒険者が多くなるってことか」

　高ランク冒険者たちか。どんな強者たちなんだろう。興味が出てきた。

「優ゆう秀しゆうな冒険者でも、相手はあの巨きよ大だい古代竜と竜種の群れ。死傷者がどれ程ほどでるか……」

「それはしょうがないだろ。俺やお前が参加すれば、その死傷者の列に加わることは確実だろうけどな。ガッハハハ」

「違いねぇ、アハハハ」

「だがよぉ、手て柄がらを立てたら金だけじゃなく国からスカウトされる可能性も……」

「はっ、何、さっきから夢見てんだか……そんなスカウトが来るのはＢランク以上の強者だけだっての……」

「お、おれ、その竜退治に参加して報酬を得たら、レミちゃんと結けつ婚こんするんだ……」

「ハハッ、って、おぃおぃ、お前本当に参加する気だったのかよ」

　何か、一人だけ死亡フラグを立てているが気にしないでおこう。それにしても、魔竜王討伐か。奴を恨うらんでたキッシュも参加するんだろうな。報酬も良さそうだし、俺おれも、そのドラゴン退治とやらを頑張っちゃうかなぁ。

　そんなことを考えながら、旨うまかった肉料理の代金を払い、その店を後にした。

　……食った食ったと、健けん啖たん家か気分で夜の居酒屋通りの雑踏を歩きだすと、突とつ如じよ、警けい戒かいを促うながすような鐘かねの音が遠くから響いてくる。なんだ？

「――火事だぁぁぁぁ」

　男が叫んで、走り去っていく。一瞬。酒場での会話していた内容が頭を過よぎった。もしや、竜たちの襲撃!?

「歓かん楽らく街がいで火事だぁぁ」

　火事だけか？　逃げてきた人を捕つかまえ、聞いてみた。

「火事って、何があったんだ？」

「――んあ？　闇やみギルド同士の抗こう争そうだよ。急に血だらけのドワーフが店内に駆け込んで来たと思ったら……火球魔法も店内に飛んで来やがった。それも何個も同時にな。俺はちょうど鈴すず鳴なり亭ていの店内で仲間と共にラッシュで仕事してた時でな、しかも、勝ちが多くなってきたって時に限って、はぁ……」

　ラッシュって何だろ、賭かけ事ごとの一種か？　疑問には思ったが、ここは違ちがうことを聞いた。

「……そりゃ災難だったな。抗争か」

「まあな。賭け場がある場所は闇ギルドの縄なわ張ばり。あいつらにとっても旨うま味みがあるから抗争は絶えないんだよ。今回は【白はく鯨げいの血長耳】と【宵よい闇やみの鈴すず】の抗争だそうだ。賭と博ばく客の俺らが言えたことじゃないが、派手に争あらそわないで欲ほしいもんだ」

　逃げてきた男は残念そうに口を尖とがらすと、「じゃあな」と片手を振り去っていった。

　鈴鳴り亭って確か……酌婦のチェリが近づいてはダメな店だと語っていた。

　気になるが今は抗争中だよな。止やめとこ。火事は放っておいて宿屋へ戻る。

　宿屋の愛いとしき狭き部屋に戻ってきた。黒猫ロロは早さつ速そく、固い寝しん台だいへジャンプ。枕まくら元もとを占せん領りようして丸くなっている。そんな黒猫ロロを微笑ほほえましく見ながら、黒くろ槍やりを寝台近くの壁かべに立て掛けた。腰こしから太ももに繋がる帯を緩ゆるめる。背はい嚢のうも寝台の下隅に置いた。

　風ふ呂ろに入るか……ジャケットと皮服を脱ぬぎ、大きな湯ゆ浴あみ桶おけがいっぱいになるまで湯を注ぐ。桶に丁ちよう度どいいぐらいの湯を溜ためたところで、その桶おけ風ぶ呂ろにぼちゃんと浸つかる。

　体に残っていた血の臭いを消し、黒猫ロロも綺麗にしてやってから、そそくさと風呂からあがった。

　よーし、さっぱりと汗あせを流せた。濡れた髪かみを皮布でふきふきしながら寝台上に座すわり、そこで、改めてアイテムボックスである腕うで輪わを見る。さてさて、このクナが持っていたアイテムボックスをチェックしますか。

　秘蔵っぽいアイテム類だと思うが。その前にアイテムボックスを操作。格納アイコンを押おす。前まえ掛かけベルトのポケットに入れて置いた鍵束とトラペゾヘドロンの球体をアイテムボックスの中へ格納しておく。そして――「オープン」

　◆：人型マーク：格納






　アイテムインベントリ 35／85

　中級回復薬ポーション×１５４

　中級魔ま力りよく回復薬ポーション×１１０

　高級回復薬ポーション×43

　高級魔力回復薬ポーション×44

　金貨×39

　銀貨×３１０

　大銅貨×２４０

　月げつ霊れい樹じゆの大おお杖づえ×１

　祭司のネックレス×１

　魔ま力りよく増ぞう幅ふく薬やくポーション×３

　闇言語魔法闇壁ダークウオール×１

　暗あん冥めいのドレス×１

　帰りの石玉×11

　紅べに鮫さめ革がわのハイブーツ×１

　雷かみなり魔まの肘ひじ掛かけ×１

　宵闇の指輪×１

　古王プレモスの手記×１

　ペーター・ゼンの断章×１

　ヴァルーダのソックス×５

　魔界セブドラの神絵巻×１

　暁あかつきの古文石×３

　闇やみ紋もん章しよう魔ま法ほう闇枷グラバインド×１

　ロントの写本×１

　十天邪じや像ぞうシテアトテップ×１

　パレデス・一の鏡×１

　影かげ読よみの指輪×１

　火獣石の指輪×１

　ルビー×１

　翡ひ翠すい×１

　風の魔宝石×１

　火の魔宝石×１

　魔ま剣けんビートゥ×１

　鍵束×１

　トラペゾヘドロン×１

　第一級奴ど隷れい商人免めん許きよ状じよう×１






　気になっているアイテムを出していこう。

　古王プレモスの手記、魔界ゼブドラの神絵巻、ペーター・ゼンの断章、暁の古文石、ロントの写本、闇言語魔法闇壁ダークウオールと、闇紋章魔法闇枷グラバインドの魔法書、最後に十天邪像シテアトテップ。寝台上に無造作に置く。最後のは……なんだこれ。形が非常に気になるが……。まずは、古王プレモスの手記を手に取る。

　一枚の古い紙し片へんで所々の字が抜ぬけ落ちている手記だった。
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　我はプレ……ス。古いにしえから……赤……弓と青の髪……一族

　……剣けんがここに書……弓……大いなる湖……遥はるか……地




[image: ]




　たった、これだけだった。この大いなる湖ってとこに、弓や剣があるってことか？

　わからない……次に絵巻を手に取った。この本、魔力が渦うずを巻いて宿っている。表紙の紙質も羊皮紙ではない。見たことのない何かの硬かたい厚皮だ。四よ隅すみは黒い額がく縁ぶち風の金属質物体で、しっかりと装そう丁ていしてある。グリモワール的な魔ま術じゆつ書しよのようにも見えた。全体に黒で統一した暗い色調。タイトルが白く滲にじんだ文字。「魔界ゼブドラの神絵巻」と記してある。

　早速、わくわくしながら絵巻の頁ページを捲めくった。

　最初は薄うすい油取り紙のような透明な白紙。次の頁を捲ると、子供が油絵の具で黒色に塗ぬり潰つぶしたような黒こく煙えんが描びよう写しやされており、その黒煙の上方に「闇神リヴォグラフ」と、鮮あざやかな色調の紫むらさき色いろ文字で神の名前が書いてある。黒煙絵の中心部には、赤黒い長ちよう剣けんがリアルに描えがかれ、背景には巨きよ大だいな一いつ対ついの赤い双そう眸ぼうがこちらを睨にらんでいる。

　この絵を見る者へ恐きよう怖ふを抱いだかせるほどの強い視線。精神が削けずられていくような感覚を受けるので、普通の人が見たら発はつ狂きようしてしまうのかもしれない。

　目の他ほかの絵え柄がらは雑なため絵本のようにも見えるのが不思議だ。全部の頁がそうなのかと、気軽に次の頁を捲るが、違っていた。

　次は微び細さいな筆で描いたような美しい絵だった。まず目に飛び込んでくるのは、血を流す真っ白な双眸。白黒の布を頭に被る綺麗な女性のシルエット。朱しゆ色いろの涙なみだだけ色がついている。余白を使った繊せん細さいな淡あわいタッチで描かれて水すい墨ぼく画がの作品に近い。下に「死神ベイカラ」と和風テイストな墨すみ文字で書かき綴つづられている。

　この神様が、あのユイの瞳ひとみに宿る力の源かな？　白い双眸だが、雰ふん囲い気きはどこかユイに似ていた。でも、凄い絵だ。さっきとは正反対といっていい。古めかしい画風は、琳りん派ぱや古き日本画家たちが描いた絵にも見えた。博物館に展示されるレベルじゃないか。

　絵の出で来き映ばえに感動しながら頁を捲る。次の絵は打って変わって酷ひどい絵柄。

　アメーバみたいな姿が辛かろうじてわかるだけ。名前は黄色の雑な文字で「悪神デサロビア」と書かれてある。なんじゃこりゃ？　気持ち悪いのでさっさと、頁を移った。

　次は美しい女性の絵画だった。文字は黒色で「宵闇の女王レブラ」と記してある。

　女王と書かれているだけあって、まさにグラビア女王を彷ほう彿ふつとさせた。

　その周りには……金粉が舞まっている？　女王はアラビアン風の長なが椅い子すに座り悩なやましくも尊大な格好でこちらを見つめていた。真っ黒な長ちよう髪はつ。額に六ろく芒ぼう星せいの血印があり、凄せい烈れつな美び貌ぼうとともに、妖よう艶えんな笑みを浮うかべている。眼がん窩かに覗のぞく瞳の内部にも特とく殊しゆな六芒星と蜘蛛くもの複眼のような図形を宿した魔ま法ほう陣じんが、深しん淵えんの闇と星の煌きらめきが混ざったように、チカチカと現れたり消えたりしている。笑みを湛たたえた顔は動いているようにも――え？　本当に目が動いた？　微び妙みように長髪も風で揺ゆれ靡なびいているようだ。動く絵か……彼かの女じよは細長い腕うでを悩ましく伸のばし、その白い手には大杖が握にぎられ、魔法を放つようなポーズを取っている。大杖の先せん端たんには菱ひし形がたの黒曜石のような綺麗な大ぶりの宝石が見えた。おっぱいからのくびれラインが、いい感じに美しい。もっと、この美しい女め神がみを長く見ていたい気分になるが……。

　絵の出来に感心しながら次に移る。次はうって変わって、黒い派手なランスを右手に持つ胸むな板いた厚い男の絵だった。名前は「暴ぼう虐ぎやくの王ボシアド」。綺麗な絵柄だけど、裸はだかで髭なダンディー男なんてみたくない。男の裸を見て、テンションダウン。だるくなってきたので、頁を捲って次へ。

　今度は鉛えん筆ぴつのような線の薄い筆で描かれた動物型。ケンタウロス風の怪かい物ぶつが描かれてある。頭の左右には巨大ヘラジカ角が生え、その中心の額にはユニコーンのような螺旋状の角が生えていた。長方形の頭部に眼が六つ納まり上半身に腕が四つ、馬型の胴どう体たいには脚あしが八つある。名前の文字は茶色で「狩かり魔まの王ボーフーン」。こんな怪物のような神がいるのか。そんな短い感想を持ち頁を捲った。

　次の神は赤のクレヨンで描かれた蛸たこのような丸っこい形。これ、軟なん体たいのスライムか？　蛸たこ坊ぼう主ずのような独特の絵柄。だが、真ん中には一対の鋭するどい黄色い眼を持つ。名前は「憤ふん怒どのゼア」。その名前通り、まさに怒いかりの化け身しんという感じだ。次を見よう。頁を捲る。

　すると、そこには崩ほう壊かいしかけた山々が油絵調で描かれていた。下はひび割れた真っ暗な世界？　一番下に「破は壊かいの王ラシーンズ・レビオダ」と白色文字で書かれてあった。これだけ？　疑問に感じながら次をチェック。今度の絵は名前が一番上に載のっている。

「十層地じ獄ごくの王トトグディウス」、ザ・悪あく魔まの代表といった感じだ。血色の骨玉座に座り、愉ゆ快かいに嗤ってやがる。基本は人型の男だが、その頭には黒々と丸みを帯びた長い巻角が左右に生はえ揃そろい、凶きよう悪あくそうな白しろ眼めと黒目を持つ。真っ赤な血色の皮ひ膚ふなので、強きよう烈れつで凶悪そうな印象だ。その皮膚と同質色のローブのような物を背中から羽織るように着ている。左手には黄色の長杖を持ち、右手には金色で縁ふち取どられた、血が滴したたる本を持っていた。これも動いている？　動く絵ってリアルだな。ゲームだとラスボスにいそうな魔ま王おうキャラだ。そこで次を捲る。お、今度の絵はカッコいいかも。

　勇ゆう敢かんそうな女性戦士の姿だ。額の所々に刀傷がある金色コーンロウの髪かみ型がたに、赤目と錦にしき目めの色いろ違ちがい、いわゆるオッドアイの目を持つ。どこか凛り々りしさがある。

　綺麗な鋼色の甲かつ冑ちゆうに四本の長腕を持ち、その腕には綺麗な赤色の宝石がちりばめられた、ギザギザ刃はが目立つ長剣を構え持っていた。魔闘術が得意そうな雰囲気。

　名前は「闇遊の姫ひめ魔ま鬼きメファーラ」。よく見たら、狂きよう暴ぼうそうな顔だ。

　次の頁に移る。今度も女型だ、女神か。名前は「魔命を司つかさどるメリアディ」。黒くろ髪かみロングの髪型。目が三つもある。双眸の他、中央額に一つ。額にある目は赤く充じゆう血けつし血の涙が頬ほおを伝う。優やさしい女神というか、寛かん大だいそうな雰囲気を醸かもし出だしていたが、何処どこか、冷然とした空気感もあるので不思議だ。右手には血濡れた長杖を持って誰だれかの治ち療りようをしているような感じに描かれてある。この神様は、ゾルの日記に少し記述があった。

　頁を捲る。次は樹木だ。名前は「知ち記き憶おくの王樹キュルハ」。これは名前から玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たまとか、俺が探す物に関係があったりするのだろうか？　中心に描かれた巨大樹。リアルな油絵で印象派が描いたような感じだけど、所々に欠損の跡あとかクレヨンで塗り潰したように、ぼやけて見える箇か所しよがあった。なんか中ちゆう途と半はん端ぱな絵だなぁ、と頁を捲る。

　次の絵は……薄うす暗ぐらい緑の靄もやに包まれた中に、黒と濃のう緑りよく色しよくが混ざった巨きよ大だい薔薇ばらを背景に立っている美女？　綺き麗れいだけど、両りよう肩かたから首に巻き付いた大だい蛇じやが存在感を示している。そして、よく見ると頭の毛の全てが灰色の蛇へびだった。まるで、メドゥーサ。双眸も瞳が縦に割れて、錦色の色しき彩さい。爬は虫ちゆう類るいのような怖こわさがある。怖さもあるが上品でもあった。上半身に着ている、半ば透すけていて薄うす黒ぐろい天鵞絨ビロードのような服が似合う。透けた服の下はビキニアーマーのような巨乳を目立たせる鎧よろいを着込んでいる。臍へそも見えていて……くびれたウエストに青白い肌はだを持つ美しい女神の絵。股間は肌にピッタリとフィットしている蛇と蝙蝠こうもり型のパンツか貞てい操そう帯たいのような防具を装着していた。そして、最初は気付かなかったが、背中からうっすらと透明に近い蜘蛛足か蠍さそり足あしのような物も生えている。

　この美しい女神の名前は「魔毒の女神ミセア」、スタイルのよさに感動しながら頁を捲る。

　……今度も正反対だ。でっぷりと太った怪かい獣じゆうの絵。顔も大きく、眼めも大きい。太った蛙かえる型が仁に王おう立だち。名前は「欲望の王ザンスイン」。気色悪いので、次だ。

　おぉ、これは、いかにも神を感じさせる壮そう観かんな絵画。名前は「狂きよう気きの王シャキダオス」だ。頭とう髪はつは蜂はち蜜みつ色。長い毛先が小さい蛇のようにくねり合っている。狂気という名前通りの赤い光線を放つような、真っ赤な双眸で眼下を見下ろして睨んでいる。大おお柄がらで人型の男だが、背中には無数の黒こく翼よくがあり、ゆっくりとその翼つばさが動いていた。羽織っている外がい套とうが下から風を受けて、布が捲れ舞い上あがっていた。胸の辺りから風に揺れ動うごく、外套から伸びた長い腕。しかも六つもある。

　その六つの手の内、四つの掌てのひらには不気味な目が存在した。その掌からは、血の涙が流れている。何か意味があるのかな？　血を流す目は、とある方角を見つめていた。二つの掌は目が無く血に染まった状態だ。下半身はイエスキリストが十じゆう字じ架かに磔はりつけにされた時の足のように、両足が一つに重なるように伸びている。その重なった両足には、水に溶けたように薄い色合いのグリーブを装着していた。さらに、その狂気の王シャキダオスの下には、空に浮いている彼かれを見ながら、複数の種族たちが、野原でテーブルを並べ食事を取っている場面が描かれてある。これ、凄いな。絵的には、レベルが一番高い。

　かの天才発明家でもあった有名画家レオナルド・ダ・ヴィンチが描いたような、素す晴ばらしい出来映えだ。神秘的で「最後の晩ばん餐さん」の絵にどこか似ている。美術館で名画を見学した気分になった。次はどんな絵だろうと、わくわく期待して頁を捲る。

　え、こいつの名前は「悪夢の女王ヴァーミナ」。女性が大きい背せ凭もたれ付きの黒い椅い子すに縛しばられている構図だ。目め隠かくしされ手足を椅子に括くくり付つけられた貴族風の女性。うはっ、よく見たら首が半分ちょんぎれて、傷口から血が流れて、ネックレスの飾かざりにある三つ玉に血が集まっている……怖い。ホラー系だ。

　次の頁を見る。スキンヘッドの、長身と思われる人の姿。名前は「恐王ノクター」。目がくり貫ぬかれたのか？　灰色の布で頭部が覆おおわれ、ちょうど双眸の位置で、眼窩の中に布が沈しずみ込んでいた。窪くぼんだ眼窩だとよくわかるが、布に大量の血が染しみ込み、目め尻じりから頬にかけて無数の血筋を作るように血が滴り落おちている。

　そんな悲ひ壮そうを感じさせる頭部だが、顔は笑っていた。神こう々ごうしい黒と金を合わせた重ね礼の鎧スプリントメイルの一式を着込む戦士風の男。その背中からは黒いオーラの渦が発生していた。

　次で最後らしい。覚かく悟ごして頁を捲った。

　あれ、意外に普ふ通つうだ。見た目は人型で黒くろ騎き士しのような格好。名前は「吸血神ルグナド」。口から飛び出した鋭い八や重え歯ばのような牙きばが目立つ。背後に浮かぶ影がゆらめき、霧きりのように消えたり現れたりしていた。その黒霧は不気味に蠢うごめき、その中にいる、眼が光る蝙蝠は、同じく紅あかく眼が光る鴉からすへ姿を変えたりしている。これが、ヴァンパイアたちの神？　そういえば、転生時に説明が出ていたな。まだ頁はあったが、残りは余白ばかりで文字も薄く見えないので絵巻を閉じた。

　これで、かなりの数に及およぶ神々の絵を見てきたわけだが……。この絵巻に描かれてある神々は絵巻のタイトル通りに魔界セブドラの世界に住まう神々だとして、全部で十八神？　もしくは最低、力を持った神クラスが十八神いるということかもしれない。師し匠しようや沸ふつ騎士たちが話していた通り、この世界には違う次元、影えい響きようを与あたえている世界もあるということだろう。

　肝かん心じんの中身の絵だが、幼児が描いたような絵からプロが魂たましいを込めたような絵画にわかれているのは何か意味があるのだろうか。

　中には動いている絵もあった……予想だと、力を持つからこそ、ハッキリとした絵になるとか？　ま、そんな愚ぐ考こうを重ねたところで、何も起こらないしわからない。さっさと次のアイテムに移ろう。







第二十五章「アイテムボックスの機能と様々な出来事」







　次は、このペーター・ゼンの断章を確かく認にんする。

　ふむふむ。どうやら、これは著名な冒険者のメモらしい。何枚か続けて書き綴ってあるようだな。タイトルは「伝説の巨きよ人じんたちと北ほく壁へき」。少し長めだが、読むか。
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　ここは北の最果て。

　ロロリッザ王国冒険者ギルドが定める未探索地域、北方諸国より北の地。人じん跡せき未み踏とうの地と言われていたが、完全に間ま違ちがいだ。見知らぬ長身人族たちの王国。黒き環わがある古代都市。魔軍夜行により滅ほろびた都市。ハイエルフの国。地下ではなく地上にあるダークエルフの帝てい国こく。ゴブリンたちの支配地域。それら無数の国々を無事に突とつ破ぱできたのは偶ぐう然ぜんに発見した古き転移陣が使えたからだ。これは幸運だと、皆みなで喜び笑いあったものだ。だがこの北の最果て、ここに来てしまったことを、わたしは激しく後こう悔かいすることになった。

　それは我々、探検クラン【フォートレス】が崩壊したからだ。

　永らく一いつ緒しよに連つれ添そった仲間たち、その全員が死んでしまった。喰くわれてしまったのだ。あの、忌いまわしい怪かい物ぶつ巨きよ人じんたちによって……。

　巨人たちの地域に進出した当初は順調だったのが、我々の油断を招いたのかも知れない。

　仲間は皆、迷宮都市から来た歴戦の強者たちだ。この者たちは時々、意味不明な言動を取る以外はジャイアントゴブリン、サイクロプスたちといった巨人すら、圧あつ倒とうし殲せん滅めつしていた。安心して戦いを任せられるほどの実力者たちだった……のだ。そのせいもあってか、巨人など、モンスターの一種類でしかないと感じていた。ところが、ある日出会った巨人たちは違っていた。攻こう撃げきは当たる、しかし、回復速度が尋じん常じようではないのだ。数が少なければ、我々だけで圧倒できただろう。しかし新手が増え、攻撃が追いつかなくなり捌さばき切れなくなってくる。

　そして、最後には逃にげるしかなくなった。前もって対巨人の戦術を入念に調べておけば、結果は違っていたかも知れない。だが時ときすでに遅おそし、こうして無類の強さを誇ほこった我ら【フォートレス】が一人、また一人と、順じゆん繰ぐりに巨人たちに捕まり食われて死んでいった。

　一いつ般ぱん的てきには、巨人の大きさは二十メートル以上。最も種類の多い巨人型は一つ目の巨人サイクロプス。次に頭が二つある巨人エティーン、人族の姿に近い巨人デミヒューマン。あまり数は多くないが、一ひと際きわ大きいのは岩巨人マウントジヤイアントだ。因ちなみに一番小さい巨人としては、ジャイアントゴブリンが相当する。この地域はそんな多様な巨人たちが支配する未探索地域だったのだ。巨人共は普通のモンスターとは違う。獰どう猛もうで頭が悪い奴やつばかりだが、中には頭が良い巨人も存在した。ここでは我らのような人族を含めた小型生物は蟻と同じ。常に駆く逐ちくされる存在なのだ。小さき者は巨人たちに狙ねらわれ喰われる餌えさでしかないという世界だった。

　しかし、今、ペンを執とり書いているように、わたしは最終的に一人になりながらも、ある組織に助けられて逃げ延のびることができた。巨人に対たい抗こうする組織。

　名を静かなる狩人サイレントハンターと呼ばれていた。

　助けられた当初は……この静かなる狩人サイレントハンターたちをこの地域における同業者の冒険者クランみたいな存在だと勘かん違ちがいしていた。そして、驚いたことに、魔族と見られる生物たちがこの部隊の中ちゆう核かくメンバーに存在していた。

　人族や亜あ人じんと協力して巨人と戦っているらしい。ここでは魔族も人族も生きる為ために手を組まないと生きてはいけないのだと知る。そんなサイレントハンターたちは正に組織された軍隊だった。士気も高く全員が魔ま法ほうや遠えん距きよ離り武器に近接武器が扱あつかえる。巨大矢バリスタを用いた殲せん滅めつ戦術と広こう範はん囲い魔ま法ほうで追おい詰つめての巨人殺しは見ていて爽そう快かいな気分になったものだ。だが、彼らとて確実に対抗出来ているわけではない。巨人は強い――普通クラスのサイクロプスで、ワイバーンクラスの竜と互ご角かくかそれ以上だろう。それらがワラワラと集団戦術で襲ってくるのだから……確実にこのような地獄の世界が存在するのだ。これを読んだ後世の人々に上手うまく伝わればよいが……その巨きよ人じん狩がりをしているリーダー格の人物にこの辺りの歴史について教わることもできた。

　発ほつ端たんは北の地。その崖がけに挟はさまれた地域に巨人族たちが住まう巨人文明が存在するらしい。その巨人たちの侵しん攻こうを防ぐため遥か昔にわたしと同じ人型の生物たちは【絶望の北壁】と呼ばれる高さ五十メートル超ちようの壁を、山を利用するように崖と崖の間に築き上げて、巨人たちの侵しん入にゆうを防いでいたそうだ。だが、サイクロプスを筆頭に巨人種族の進しん撃げきにより、その壁を撃うち破やぶられてしまう。それからはこの地域の人々は散り散りとなり、巨人から逃げる生活を余よ儀ぎなくされたとか。これは驚くべき情報だった。わたしは故郷を思い出す。

　幸いにも、ここの地域は北の北の最果てと思われる地域。祖国であるロロリッザ王国は遥か南の果て……今、わたしがいるここの地域は、巨人たちにより壊かい滅めつ状態だが、祖国は遠く何十何百と国を越こえた先にある地。幾いくら巨人たちが強く数が多くとも及ばないだろう。大地は途と方ほうもなく広い。巨人種族でさえもて余す状態と考えられる。しかし、この情報を故郷に持ち帰ったとしても、巨人族が集団で我らを襲う話など笑われるだろうな。頭が変になったと言われて、相手にもされないと予想できる。
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　ここからは殆ほとんどが愚ぐ痴ちばかりだ。ぺーター・ゼンの断章を読むのを止めた。

　遠い場所でこんな戦いも存在するのか……。

　一つ目巨人、サイクロプス。それが集団で襲い掛かかってくる姿は……巨きよ大だい地じ震しんのように地面が揺れるのだろうな。想像すると恐怖を覚える。

　次に暁あかつきの古文石を手に取った。全部で三つあるが、どれも石板に刻まれた文字なのでちゃんと読める。石板の古代文字を目で追っていく。
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　我ら暁の栄光は闇やみ夜よに赤しやつ光こうを灯ともす。

　栄光の凱がい歌かたる聖歌を奏でるであろう。

　神器を操あやつる器うつわ、神を超こえる法力を齎もたらす。

　暁の魔道技術は二つの神器を産み出す。

　本物と偽にせ物ものあれど神器には変わらず。

　神器たる器の法力は怪物たちを駆逐す。

　地下深くに古いにしえの湖底遺い跡せきあり。

　謎なぞ深き透とう明めいな膜まくに覆われた箱物。

　古の末まつ裔えい神国ゴルディクス司祭も知らず。

　どの御み業わざを用いても、一いつ切さいの法力が通ずることなし。

　それは開かず、幾いく千せん年ねんの時にも明かされぬ未知の壁。

　皇こう帝ていの神器も効かず。叡えい知ちの神セウロスの御業なりしか。
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　三つの古文石には抽ちゆう象しよう的てきな言葉が続いている。槿きん花か一いち日じつの栄えい、という言葉を連想するけど、意味が違うかもしれない。

　次のアイテムをチェックしよ――ロントの写本。ヴォイニッチ手しゆ稿こう的な物と邪じや推すいするが違った。途と中ちゆうで破れているが、比ひ較かく的てき新しい羊皮紙で作製された本。このロントの写本を読んでいく。内容は、愛の女神アリアが羊飼いラーゼの目の前に降臨したところから始まる。女神アリアは小さい女の子の姿で降臨したらしい。

　序じよ盤ばんは、その場で神しん託たくを得た羊飼いラーゼが、女神アリアの信しん仰こうに目覚めて、女神アリアの教えを広めるために世界各地に放ほう浪ろうの旅へ赴おもむく筋書で、中ちゆう盤ばんから、民たみたちに女神アリアの信仰を伝え、預言者、伝道師となって、各地域の権力者に迫はく害がいされながらも聖なる場所コーデリアを見つけ、そこにアリアの神しん殿でんを建設する物語だった。

　途中で紙が破れているので話は途と切ぎれている。中途半端だが、かいつまんで理解すると、聖書に出てくるモーゼの話に似た感じだろう。そこで、ロントの写本を閉じる。次に移ろう。あえて避さけていたアイテムをチェック。

　見た目や名前共にインパクトのある物体。名は十天邪像シテアトップ。

　見た目は瓢ひよう箪たん型の小さな瓶びん、壺つぼ、先端が鍵かぎ？　のようになっている。サイドにリアルな人間の大耳二つと、正面に大目玉の眼球や曲がった長鼻がついた小さい瓢箪型。趣しゆ味みの悪いアクセサリーのようにも見える。妙みようにリアルで繊細な作りは不気味だ。何か、形が……「蝕しよく」とか起きたらシャレにならんぞ。

　まぁ、妄もう想そうが飛ひ躍やくしすぎかも知れない。あ、見た目的に、これが例の「人面瓶」か？　クナの手記にあった。確か、血を欲ほつする謎のアイテム。でも擦さすったら、ランプの魔ま神じんとかが出てきそう。「ハクション大魔王」風味だったら楽しいんだけど。勿もち論ろん、本当に擦ったりはしないが。見た目も強烈で怖いし、何も願わずにアイテムボックスの中へ保管しておこう。

　次は二つの魔法書。魔法を覚えたら一回は試ためしたいが、ここでそうするのは危険だ。誰もいない空き地を探そう、その前に出していたアイテムをボックスの中へ保管。

　槍を手にして宿部屋を後にした。夜の雰囲気を味わいたいので、あえて〈夜目〉を使わずに、指輪から光球を産み出す。夜空を見上げながら路地を適当に進んだ。

　空き地がないか、探し続ける。散策を続けていると、ようやく空きスペースを見つけることができた。周りには、誰もいない。

「にゃっ」

　お？　突とつ然ぜん、黒猫ロロが肩かたから飛び降りた。空き地の中へ走っていく。なんだろ？　俺は黒猫ロロの姿を追いかけた。掌しよう握あく察さつやフェロモンズタッチによる人の反応はなし。だが、魔ま素その反応は複数ある。あ、反応はこいつらか。

　そこには人ではなく野の良ら猫ねこたちが集まっていた。大きい切り株の上に立つ特とく徴ちようある猫ねこたち。その切り株を囲むように座っている野良猫たち。猫たちの集会か？

　夜空は片方の月が満月に近い。光球が要いらないぐらいに明るく、二つの皓こう々こうとした明かりが猫たちの姿を映し出していく。俺と黒猫ロロがその場に来ても、猫たちは動じなかった。

　所々で、猫同士の唸うなり声ごえが聞こえてくるが……猫たちの一対の目が、月明かりで反射。あちらこちらで光るので少し不気味に見える。だが、動かない猫が多いので、『ここに俺とロロがいてもいいよ』と、コミュニケーションのサインとして勝手に受け取り、黙だまって見守ることにした。

　猫たちのもとへ黒猫ロロが近寄っていく。どうやら猫同士の集会に参加したいらしい。黒猫ロロが交ざるとざわめきがぴたりと止やむ。

　静かになった瞬しゆん間かん、切り株に乗っていた一匹ぴきの太い猫が月に向かって「にゃぁあ」と力強く鳴いて切り株から降りてゆく。ありゃ、そのままゆったりとした動作で空き地から去ってしまった。周りにいた猫集団の一部も、その猫の後を追うように離はなれていく。

　続けて、切り株に乗っていたスラッとした若猫も一回鳴いた後、同じように降りて去っていった。一部の猫たちも付いていく。切り株の上で偉えらそうに佇たたずんでいた猫たちは、どうやらリーダー格らしい。最後まで切り株に残っていたのは、老猫というか髭ひげが長い仙せん人にんのような猫だった。仙せん人にん猫ねこも最後まで残っていた猫たちへ挨あい拶さつするように一回鳴くと、切り株から降りてくる。他のリーダー猫と同じようにここから去るのかと思ったら……その仙人猫は黒猫ロロへ挨拶をするように近付いてきた。

　そして、黒猫ロロと仙人猫は頬を擦すり合あわせる。

　猫の挨拶か。可愛かわいいし、面白おもしろい。黒猫ロロはいつぞやも、野生の大おお狼おおかみと頬を擦り合わせていた。仙人猫は黒猫ロロとの挨拶を終えると、プイッと顔を横に背そむけて、何事もなく黒猫ロロの下から離れていく。

　黙って見ていた最後の猫集団も仙人猫の後をついて離れていった。野良猫たちの姿が消える。切り株上で行われていた集会が終わったようだ。

「野良猫たちの集会か。ロロ、仲間に出会えたか？」

「にゃっ、にゃぁん」

　黒猫ロロは二回鳴くと、『どこにも行かにゃい』と言ったように、何回も俺の足へ頭をこすりよせてきた。

「はは、こいつめ」

　そんな可愛い黒猫ロロを抱き上げ、腕に包つつんで抱っこしてやった。

　ふあふあ～なお腹なかに顔を埋うずめる――毛並みが柔やわらかく腹の温ぬくもりが気持ち良い。ふさふさだ。獣けもの独特の匂においも好きだ。ごろごろ音も聞こえるし、黒猫ロロも喜んでいる。

　黒猫ロロはそんな俺の頬へ向けて、触しよく手しゆを伸ばしてきた。

『かゆい』『気持ち良い』『好き』可愛い感情が伝わってきた。
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　俺はたまらずに、肉球マッサージをしながら頭を撫なでてやる。

「……さて。お楽しみはここまでにして、ロロ、少し離れてて、実験をする」

「ンン、にゃ」

　短く返事をした黒猫ロロは俺の後方へ走り離れていく。

　アイテムボックスから、魔法書を取りだす。手元には二冊の魔法書。

　闇言語魔法の闇壁ダークウオール。闇紋章魔法の闇枷グラバインド。

　一冊を地面に置き、言語魔法の書を持つ。魔法書から魔力を感じながら読み進めていく。

　これが……詠えい唱しよう文ぶんか。一通り、読み……理解した。すると、書物は魔力を失い崩くずれ落ちて消えていく。あっさりと終しゆう了りよう。文字は浮かばなかった。

　※言語魔法スキル獲かく得とく※

　よし、簡単に覚えた。紋もん章しよう魔ま法ほうのスキルも取得しているから今いま更さらだな。

　俺の魔力や精神の値あたいは高い方なのだろう。それに、現時点での戦せん闘とう職業である魔ま槍やり闇やみ士しは魔ま法ほう使つかい系を含ふくんだランクアップした職だ。だから魔法関係職の上位職も兼かねている可能性大。早速、試す。

「……闇やみの精せい霊れいベルアードよ。我わが魔力を糧かてに、闇の結束の力を現したまえ、――《闇壁ダークウオール》」

　詠唱を終えた直後。自身の魔力が消費したと感じた瞬間――黒壁が出現。

　漆しつ黒こく色の壁には、うっすら煙けむり状じようの靄が浮き出でていた。人が三人入れるぐらいの横よこ幅はば。高さは俺おれと同じくらい。名前通り、壁、魔ま法ほう障しよう壁へき。詠唱がある分、使いどころは限られるかな？　俺は基本、前衛ポジションだ。後衛ポジションをやることになったら、使うかもしれない……そんな日が本当に来るかはわからないが。壁は消えろと念じると、簡単に消えた。次も覚えよう。地面に置いた魔法書を拾い、頁を読んでいく。

あっという間に魔法書を読み終えた――紋章魔法の闇枷グラバインドを覚えた。

　今度もあっさり終了。さっきと同じ。読んだ魔法書から文字が光り浮かび俺の頭へ文字が突とつ入にゆうっ！……する現象は起きなかった。あれは古代の魔法書だけのようだ。

　読み終わった魔法書は塵ちりのように消きえ失うせる。覚えた魔法はクナが牢ろう獄ごく前で一度見せていた紋章魔法。拘こう束そくする闇の枷かせを作り出す物だ。まずは、俺の足に試す。魔法陣を構築していき、やがて完成させた。《闇枷グラバインド》と念じた途と端たん。

　両足の間に繋つながる黒枷が出現。カチンコチンに硬い枷かせが両足を拘束している。

　ヤバイ――壊こわすか。枷を破壊しようと〈魔闘術〉を発動。

　両足に力を込めて、足をずらすように強ごう引いんに動かす。黒枷は音を立て壊れたが、メキっと足の皮膚が裂さけて肉が千切れ――イテェェェェェェッ！　血がドバドバと噴ふん出しゆつ。傷は再生していくが……痛いもんは痛い。もしかして、この枷……俺の魔力で強化されたのか？

　クナが俺の手首へ設置した魔法の枷も怪我けがをしつつ強引に壊したけど、あの時よりも硬くなっていた印象だ。もう俺自身の体で実験するのは止めとこう。というか〝解除〟とか〝消えろ〟と念じれば消えたのでは……アホだな、わざわざ力ずくで解決しようとするとは、脳筋にも程ほどがある。

　さて、痛い思いもしたけど、これで一通りアイテムボックスに入っていた気になる物は調べた。次はこのアイテムボックス自体を調べよ。メニューにある◆の菱形マークも気になるが、まずは格納の隣となりにある人型マークを押してみよう。

　それを押した瞬間、腕輪表面アイテムボツクスにある円えん盤ばんのオブジェが動き出す。円盤の周りにある小さいギザギザの炎ほのおを象かたどった飾りが、時計回りに円の縁ふちを回りだし、円盤の中心から二つの突とつ起き物ぶつが生えてきた。

　何だ？　突起物の先端から緑光が真上へ照射され緑の光が八角形に変化。これは緑色のウインドーか。緑色のウインドーに触さわると感かん触しよくがある――ウインドーが掴つかめるのだ。おぉ、これ、八角形だと思ったら自由自在か。

　左右の手でウインドーを伸ばすように広げると、ウインドーサイズも大きくなった。

　ウインドーは独立性があるのか、右手首にあるアイテムボックスの腕うで輪わから離しても大だい丈じよう夫ぶのようだ。そのウインドーの中には手形マークが表示されている。

　これに手を合わせろってことか？　認にん証しようシステムか？

　一番最初のキャラクターメイキングを思い出す。

　その手形に両手を合わせた。すると、ウインドーの中に普ふ段だん見ている文字とは違ちがう異世界文字が映る。とりあえず、読めるから読み上げてみる。

「《ナ・パーム・ド・フォド・カリーム》」

　その瞬間、アイテムボックスの円えん盤ばん腕うで輪わから突つき出ている二つの突起物から、俺の頭部に向けて光線が照射されてきた。

　――被ひ験けん体たいの脳波思念波、時空属性確認、音声確かく認にん終しゆう了りよう。

　適合チェック開始――被験体〈フォドシステム〉に適合。新たなナ・パーム統合軍における新カリームと確認。セキュリティを解除します。

　――新たなカリームを登録しますと、今までの増加容量は確保されますが、端たん末まつに納めたエレニウム総量がリセットされて船体及び端末のキーアサイン前回登録者データが抹まつ消しようされます。

　――宜よろしいですか？　Ｙ／Ｎ

　こんなのが出たよ。これ、データが消えるのか？　以前に使っていた登録者がいたということか。ま、登録しないと使えないとなると、データが消えるのは残念だが、ここはイエスを選せん択たく。Ｙをポチっとな。

　――完かん了りよう。新たに、キーアサイン登録完了。

　――今後は本人の声と思考で完全固定されます。

　――《フォド・ワン・カリーム》起動――。

　表示していた文字が消えると、ウインドーの中から真空管が振しん動どうしたようにブゥンと効果音が聞こえ、それが変化した。そして、そのウインドーの中に謎のアバターキャラクターが出現。顔に四つの目を持つ宇宙人、謎キャラの絵だ。額も広く不思議な模様がある。

　この異星人の文明に所属するのが、ナ・パーム統合軍なのか？　このアイテムボックスはカリームという称しよう号ごうを持つ軍人用システムなのかな？　左上には判別できない記号文字が表示されている。わからないが利用できそうだ。そして、そのアバターキャラの右手、左手の位置に＿＿と空くう欄らんぽいスペースがあった。もしかして……と思い、右手の＿＿空欄部分をタッチすると、「魔ま剣けんビートゥ」の名が表示される。左手の＿＿空欄も同様だった。

　この魔剣は、アイテムボックスの中に入っているアイテムだ。両手に武器を登録できる、要するに簡易武器召しよう喚かんシステムかな？　試しに右手に魔剣ビートゥを持たせて確定させる。

　――右手に魔剣ビートゥを装備しますか？　Ｙ／Ｎ

　当然、Ｙを選択。すると、思った通り……。

　実際の俺の右手、その掌に魔剣ビートゥが納まる。しかも柄つかを握った状態。剣は抜ぬき身みだ。アイテムボックスのアバターキャラのグラフィックも右手に剣を握った状態になっている。連動しているようだ。凄すごい。アイテムボックスの中の武器を、両手に登録できる。ゲームのようなショートカット登録機能だ。右手に持つ魔剣を振ふり上げ、振り下ろす。片手半剣である魔剣は普通の剣より長いのに、相変わらず軽い。

　これ、実際に本物だ。しかし、アイテムを戻もどすには格納を押おさなきゃならないのかな。

　もしかして……試しに途中で『ボックスへ戻れ』と右手に握る魔剣ビートゥを意識してから念じると、魔剣は、パッと右手から消えてなくなった。おぉ、やはり成功した。

『魔剣よ来い！』と、また念じてみると、パッと瞬しゆん時じに右手に握られている。

　おぉぉ、これ便利だ。次は黒くろ槍やりで試してみよう。黒槍――タンザの槍をアイテムボックスの中に入れて、キャラ表示させ右手の＿＿の空欄をチェックした。案の定、魔剣ビートゥの下にタンザの槍が追加されている。宇宙人キャラの右手空欄＿＿に今度はタンザの槍を登録してみた。

　――右手にタンザの槍を装備しますか？　Ｙ／Ｎ

　Ｙを選択。で、同じように左手空欄＿＿には魔剣ビートゥを登録。

　――左手に魔剣ビートゥを装備しますか？　Ｙ／Ｎ

　同様にＹを選択。その結果。デフォルメされた宇宙人アバターキャラの右手に槍、左手に剣けんが描かれる。実際の俺の右手にも黒槍が握られ左手にも魔剣ビートゥが握られていた。それら武器を戻れと、念じて一時的に格納。こりゃ楽だ。瞬時に戻る……。

　あ、状じよう況きようによって変わるか試してみよ。実験を開始した。

　ウインドーを消し掌を下へ向け開きっぱなしの状態で、右手に武器よ来いと念じてみる。掌の下に黒槍が出現召しよう喚かんされるが、当然の如く、この星の重力により黒槍は地面へ落ちた。

　さらにそこから「ボックスへと戻れ」や「武器よ来い」と念じても、掌へ戻ることはなく、槍は地面に転がったままの状態だ。そう都合よくはいかないらしい。しかし、指一つでも武器に触ふれて『念じ』ればアイテムボックスの中へ戻ることはわかった。次々に試していく。何も考えず『武器よ来い』だけだと、右手だけに出現。

　少しでも左手を意識しながら『武器よ来い』と念じると左手に出現。

　俺が右みぎ利ききだからか？　『槍よ来い』、『剣よ』、『槍よ』といった簡略化したイメージで試していく。要は、重ねて強く念じるだけで出現するわけか。それが導どう魔ま術じゆつのスキルである〈導どう想そう魔ま手しゆ〉の魔ま力りよくの歪いびつな手でも大丈夫か、試すことにした。無手の状態でシンプルに『武器よ来い』と念じただけだと、普通に右手に槍が召喚される。その召喚された黒槍を消して、また空手に戻す。

　今度は右手のイメージを消して〈導想魔手〉をイメージしながら『武器よ来い』と念じると、〈導想魔手〉を肉体の右みぎ腕うでと認にん識しきしたらしく〈導想魔手〉に黒槍が握られていた。

　次に黒槍を消し〈導想魔手〉に『剣よ』とイメージすると、今度は魔剣が握られている。

　イメージ次し第だいで変わるのか。登録した左手と右手は関係ないようだ。〈導想魔手〉はただの『右腕より』なだけらしい。この結果から推測すると〈導想魔手〉は第三の腕と変わらないことになる。しかも、槍と剣どっちも召喚可能なので臨機応変だ。

　だが、〈導想魔手〉に握らせることができるのは左右の手に登録した武具だけなので〈導想魔手〉と左右の手による、「同時に三つの違う武器を召喚」する行動は無理だった。

　でも、こりゃ革命的だ。嬉うれしくなった俺は笑えみを浮かべ自然と体が動いていく。

　月が、静かな空き地を照らす中で、槍やり演えん武ぶの訓練を行う。

　突つきから〈刺突〉、突き――〈刺突〉。また、突き――の最中に右手に握る武器を意識して『ボックスへ戻れ』と念じた直後、握っていた黒槍は消えた。左手に握った魔剣を横に払はらいながら低い体勢へ移行。くるくると体を横回転させながら前進。

　回転中に『槍よ来い』と念じた瞬間、パッと右手に黒槍が現れる。

　高速移動中でも大丈夫だ。また、ニヤッと笑え顔がおを浮うかべながら、左手に握にぎる魔剣を消す。空いた左手の指先を黒槍に添えて、両手槍へ移行させた。

　同時に回転させていた体をストップさせ、制動の隙すきをなくすように前まえ屈かがみの体勢から急に立ち上がる――片足で体を支えての鶴つるのポーズの如く、上半身と黒槍を斜ななめ前方へ伸のばす。

　ヨガのように一定時間、動きを止める。

　そこから、ダンスを踊おどるように左右の足を交差させ地面を蹴けり前進――召喚した黒槍の金属棒の感触を確かめつつ両りよう腕うで全体と上半身の筋肉を使い、黒槍で円を描えがくように空間を扇おうぎ状じように切り取るイメージで、銀を帯びた穂ほ先さきをも回転させながら動かす。

　歩きながら黒槍を運び、金属棒の握り手の部分をクルクルと弄もてあそぶように回転させた黒槍を、両腕の中で激しく行き交わせていく。動かしておいてなんだが、黒槍が生きた黒蛇のように見えてくる。〝蛇が独りで遊んでいる〟ように。

　しかし、アイテムボックスにこんな機能があるとはな。

　武器を登録しておけば、確実にこの手に『来る』ということだ。

　その思いと重ねるように、黒槍を天の月へ突き上げながら膝ひざを畳たたむ。

　俺は畳んだ姿勢からバネのように足を伸ばし地面を蹴った。空中へ勢いよく飛び上がりながら黒槍を大上段に構え持ち、海老えび反ぞり体勢へ移行する。月光が、空を舞まう俺を照らす最中、重力の加速を得て急降下――だが、体感はゆっくりと感じる。

　地面に俺の影かげができた。その影に向かって――黒槍を叩たたきつける。叩きつけられた衝しよう撃げきで土が抉えぐられ弾はじけ飛とび、土の欠片が周囲に飛んでいった。

　少し手が痺しびれたが、これはこれで何かの技っぽい。武器が違うが、幕末の「人ひと斬きり抜ばつ刀とう斎さい」が使っていた気がする。そんな漫まん画がのイメージを思いだしたところで、訓練は終了。

　まだアイテムボックスを調べたいし。次は◆菱ひし形がたマークをポチッとな。






　◆ここにエレニウムストーンを入れてください。






　左側には◆の巨きよ大だい菱ひし形がたのマークがある。

　ここにエレニウムストーンを入れてくださいと文字が表示されてあった。

　◆：エレニウム総蓄量：０






　必要なエレニウムストーン：50：未み完かん了りよう。

　報ほう酬しゆう：格納庫15＋、記録庫解放。

　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫20＋、カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫25＋、ディメンションスキャン機能搭とう載さい。

　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？






　右側にエレニウム総蓄量とかエレニウムストーン五十個とか百個を求める表が羅ら列れつされていた。未完了は、これはエレニウムストーンとやらを、左側の◆マークに入れて納品しろということかな。エレニウムストーンとやらを集め、この求められる数値を完了させたら、その報酬として格納庫の容量がアップして記録庫も解放されると……報酬にカレウドスコープ解放もあるし、アイテムが報酬の場合もあるようだ。でも、エレニウムストーンとは何だ？　表示されてる菱形マークの形状からするとダイヤモンド的な宝石とか？

　謎だ。今は分からないので、上部のメニューらしき菱形のマークをもう一度、素す早ばやくタップしてエレニウム表示を消す。

　すると、ブゥンッと音がなり、普通のアイテム表記画面に戻った。

　この辺はスマホや、ゲームメニューあたりによくある操作と同じらしい。

　さて……もう夜も遅いし宿に戻るか。
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　同時刻、【城じよう塞さい都市ヘカトレイル】から数キロ南西に離れたとある小屋にて――。

「お待たせ……ラライ」

　肩を落としながら部屋に入ってきた痩そう駆くの男。肩には黒翼の入いれ墨ずみがありスマートな筋肉が目立つが、腕うでに怪我を負っている。その行動を怪け訝げんそうに見つめながら、黄土色ローブを着ているラライと呼ばれた女性は答えた。

「カリィ、お帰り。でも、偉えらくド派手に暴れたわね……」

「ウン。ワケありでね」

「その右腕……カリィほどの使い手が、傷を負ったの？」

　痩駆のカリィは腕を振ろうと僅わずかに動かすが、眉み間けんに皺しわを寄せて痛みを我が慢まんする素そ振ぶりを見せていた。

「――あぁ、やられたヨ。これでも一応、中回復ポーションを飲んだのだけど、思ったより深手だったようだ」

「だからか。高回復ポーションは無いの？」

　カリィは肩を揺ゆらし、薄うすら笑わらいの表情を浮かべながら喋しやべり出だす。

「クク、ナンセンス。ボクが傷を負ったンだよ？　直すぐに治すなんて勿もつ体たいない」

「……相変わらず、ヘンタイね。でも、影の翼つばさのようにひっそりと華か麗れいに仕事を済ませるはずの任務が、バレバレよ？　黒翼の入れ墨をした男が、【茨いばらの尻尾しつぽ】の事務所から派手に逃げていくのを多数の人に見られたようだし」

「あぁ、それはしょうがなイヨ。計算外のことが起きたンだ」

　ラライはカリィが話す「計算外」という聞き慣れない言葉に興味を持ったのか、眉まゆをピクリと動かし反応を示していた。

「計算外？　へぇ、貴方あなたがそんなことをいうなんて、わたしが前に出た方がよかった？」

　ラライは皮肉を込めた笑みを浮かべる。

「イヤァ、どうだろうね。キミにも見せたことのナイ、ボクの技を見せても切り傷さえ付けられなかったのが、相手にいたンだよ？　たとえ千せん雷らいのラライがその場に居ても、変わらなかったと思うけどナァ」

　それを聞いたラライと呼ばれた女は、目を見開く。その双そう眸ぼうにはうっすらと黄色い線らしき紋もん様ようが浮かび上あがった。

「……それは非常に気になるわね。でも、変ね。そんな相手が存在しているなんてアルファードから聞いてない。事前情報にはなかったはず」

「彼かれの能力でも全すべてを見通せるほどじゃ、なかっただけサ」

「ふーん、そのカリィが戦った相手は無事なんでしょ？　戻って来ちゃっていいの？」

「いいんだ。ボクが戦った相手は【茨の尻尾】のメンバーではナカったし。戦いは完全な任務外サ。今回はボクが我慢できず我儘ワガママをした。その結果がこれなんだヨ」

　ラライは、そのカリィの言葉を受けて、首を傾かしげる。

「え？　そうなの？　てっきりわたしはその美味うまそうで強そうな相手が、標的の闇ギルドメンバーにいるのかと思ったわよ」

「いや、少なくとも、ボクが負けた強い相手は【茨の尻尾】ではないね。二剣のライザに暗黒のクナを殺やったのもソイツだし」

　ラライは顔を突き出し驚おどろいた反応を示す。

「えぇぇぇ？　びっくりなことだらけね……」

「ほんとだヨ。まぁお陰かげで、スムーズに【茨の尻尾】を壊滅できたけど。因みにボスであるドミンゲスは、ちゃんとボクが殺ったからね？　だから、仕事は完了サ……」

「そう……強い相手なのね……」

　ラライはカリィの仕事完了の話を聞いていないように、ブツブツと片言を呟つぶやき邪じや悪あくな笑みを浮かべ始めていた。

「ハァ……人の話を聞いてるかイ？　槍使いの妄想を始めちゃってるのかイ？」

「――ん？　その相手は槍使いなのね？　フフ……」

　ラライはその場でふわっと裾すそをめくるように横回転。楽しそうに踊り始めた。

「――アハハハ、わたしも、そのヒトに会いたいなぁ……」

　ラライは嬉しそうに笑え窪くぼがある口角を上げて笑い出す。

　ローブから細い両手を出し、特とく殊しゆな棘とげ付き指ゆび貫ぬきグローブから生えた十本指の一つ一つを、ピアノを弾ひくように動かす。

　その指先からバチバチっと、稲いな妻ずまのような電光を発生させていた。

「ラライ……ソンナ危険な妄想してナイデ、黒翼みんながいる【タンダール】に帰るよ？　団長も待っていると思うし、次はたぶん、ガイガル潰つぶし、その後は迷めい宮きゆう都市で大きな仕事があると思う」

「……裸はだかで……槍の……グフ」カリィの言葉を無視するラライ。

　その顔は恍こう惚こつとした表情へ変へん貌ぼうしていた。双眸には今まで、うっすらとしかなかった紋様が、はっきりと黄色く示され、不気味に光る魔ま法ほう陣じんとして浮かび上がっている。

　彼かの女じよは、指から放電させた稲妻で小さい人型を作り出しては〝独り遊び〟を始めており、完全に妄想の世界へ旅立っていた。カリィはそこでラライを見つめ、目を細めながら、またか……と言わんばかりに溜ため息いきを吐つき、呆あきれ顔がおを浮かべていた。
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　ここは城塞都市ヘカトレイルから南東にあるヒノ村。蟻ありの巣そう窟くつヴァライダス蠱宮と竜りゆうの巣窟バルドーク山の間に挟まれる形の森林地帯。そこに点々とする形で存在する小さい村の一つだ。そして、竜と蟻の縄なわ張ばり争いの余波により、蟻たちがヒノ村に襲しゆう来らいすることが多くなっていた。これはヒノ村だけでなく周辺の村々に共通する悩なやみの一つでもある。

「蟻！」

「レグイン門の方からだ」

「蟻だぁ」

「アッリッ、おれたちの出番だ」

「うん！」

　興奮した表情を浮かべた鱗人カラムニアンの子供たちが叫さけぶ。皆みな、子供の年ねん齢れいだが冒ぼう険けん者しやランクＤである。過か疎そな村ではこれでも一いつ端ぱしの冒険者なのだ。

　そんな子供たちは村の東門から侵入してきた蟻たちの方へ駆かけていく。

「数は二匹！」「タークとエイは右のやつ～」「任せろ」「ぼくが倒たおす」

　鱗人カラムニアンの子供たちが蟻と対たい峙じした。

　子供たちは背せ丈たけに似合う小型の剣シヨート・ソードと円盾バツクラーを装備している。蟻の口くち牙きばを円盾で防ぎ、小型の剣で蟻の胴どう体たいを突き刺さして、蟻たちを見事に倒していた。

「蟻退治成功なり～、倒した～」

　子供らしく喜ぶのは少女のアッリ。彼女は倒した蟻の頭部に小さい足を乗せ、剣を空に掲かかげてポーズを取っていた。ところが、そこに新手の蟻が現れる。今度のは一回り大きく、黒い前まえ脚あしが二つあるタイプだ。

「大変！　兵隊蟻」

「アッリは下がれ、ここは俺が――」

　タークと呼ばれている子供が、新手の兵隊蟻と対峙した。先ほどのように、小さい剣を兵隊蟻の口牙にぶつけるが、兵隊蟻の牙きばは鋭するどく堅かたい。タークは子供ながらに鋭い剣筋を見せて突いて斬きるが、黒くろ脚あしを削けずっただけで、効果は薄い。そして、兵隊蟻は相手が子供だからといって侮あなどりも手加減もしない。

　無機質に長く黒い脚あし爪つめをタークの頭へ向けて振り下げた。タークは円盾を斜めに持ち上げ、黒い脚爪の攻こう撃げきを上手く円盾の中心部で受けきる。が、衝撃は殺せず――後方へ吹ふき飛ばされてしまった。

「あぁータークがっ」

　子供たちの悲鳴が響ひびいた直後、サーメットを頭にかぶった長身の騎き士しが颯さつ爽そうと現れる。

「お前たちは下がっていろ――」

　素早い動きで兵隊蟻との間合いを詰めた騎士は、右手に持った長ちよう剣けんを伸ばし鋭い剣けん突とつを兵隊蟻の首下に滑すべり込ませる。その直後、長剣を横にずらし、数歩前進しながら兵隊蟻の頭を薙なぎ斬っていた。

　たちまち兵隊蟻の頭部は切断され、体液を振りまきつつ飛んでいく。胴体のみとなった兵隊蟻は地面に崩れた。華麗な剣けん捌さばきを魅みせた騎士は、長剣を払はらう所作を行い付着した蟻の体液を振り飛ばしてから、それを腰こしに差さし戻した。

　タイミング、距きよ離り、構え、全ての流れを把は握あくした独自な剣けん術じゆつだ。剣を仕し舞まった騎士はサーメットを脱ぬぐと、綺き麗れいな薄うす緑みどり色の長ちよう髪はつを晒さらす。

「キッシュ！」

「ありがとキッシュ！」

　キッシュは笑顔で子供たちの声に応こたえると、少年に声をかける。

「ターク、大丈夫か？」

　蟻に吹き飛ばされていた少年タークは起き上がる。

「うん。大丈夫」

「そうか、しかし、兵隊蟻に吹き飛ばされるとは、まだまだ訓練が足らないな？」

　と、キッシュはにこやかに、子供たちへ語りかけていた。







第二十六章「緊急依頼」







　今日は冒険者ギルドに来ていた。いつも以上に騒さわがしい。

　冒険者たちの声よりも受うけ付つけ嬢じようの元気な声が響く。

「魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ依い頼らいの方は、右側へ並んでください～」

「個人参加とクラン参加の申し込みは、別記入された木札です。よく確かく認にんしてください～」

　受付前の空間がロープにより、右と左へと仕切られている。

「――魔ま竜りゆう王おう以外の担当はこっちですよ～左側です～！　こちら側の受付は、今まで通りにご依い頼らいを受け付けています～　緊急依頼の件もこちら側ですよ～　魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ以外の依頼を受ける方は、こちらをご利用ください～」

　左側の受付嬢は腕を伸ばして、冒険者たちに説明していた。

　どうやら右側の受付係が魔竜王討伐依頼の担当で、左側の受付係が普段通りの依頼を受け付けているらしい。混雑している理由はこれか。

　魔竜王討伐に参加する冒険者は多いようだ。冒険者たちが順番待ちの列を作りだしている。仕切られてない側で暇ひまそうにしていた受付嬢から話を聞いた。

　受付に冒険者たちが殺さつ到とうしているとかで、急きゆう遽きよロープで区分けして別の普段通りの依頼もちゃんとこなせるようにしたらしい。昨晩、焼肉屋で冒険者たちが話していた通りの内容だった。六日後、南の【戦神ヴァイスの広場】で決起集会が行われ、そのまま【バルドーク山】へ突入とか。受付嬢は説明を続ける。

「バルドーク山は『未み探たん索さく地域エリア』だから合同依い頼らい扱あつかいです。登録したら皆で一いつ斉せいに挑ちよう戦せんなんですよ。ランクはＣ以上が望ましいですが、特に制約はないので、参加をご希望でしたら並ばれてくださいね」

　だったら、俺も参加するだけ参加してみよう。依頼が貼はり出されているボードまで戻り、改めて魔竜王討伐の依頼紙を見た。
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　依い頼らい主ぬし：シャルドネ・フォン・アナハイム侯こう爵しやく

　依頼内容：〝魔竜王バルドーク討とう伐ばつ〟合同依頼

　応おう募ぼ期間：即そく日じつから六日後

　討伐対象：魔竜王バルドーク、竜種各種

　生息地域：バルドーク山腹

　報酬：討伐成功でランク問わず一律金貨二十枚

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：倒せばわかるので、特になし。

　注意事じ項こう：竜が住む、未探索地域エリアなので険しい道のりが待つ。




[image: ]




　魔竜王の討伐が成功さえすれば、金貨二十枚か。

　大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。命を落とすリスクもあるが、あわよくば大金が貰もらえる。そりゃ、混こむわけだ。ま、俺もその混雑に加わるのだけど。ボード下にある金属製の箱から魔竜王討伐の木札を手に取った。木札には記号や番号に「個人参加」と書かれてある。

　その木札を持ちロープで仕切られた冒険者が並ぶ順番待ちの列に加わった。順番を待ってから依頼の木札と冒険者カードを提出。受理はあっさりと終了。六日後だからまだ先だな。ドワーフ兄弟に頼たのんでおいた鎧よろいは間に合いそうでよかった。どんな鎧になるんだろう。楽しみだ。その間に「パレデスの鏡」の先を調べるか。それとも、依頼を探すか。パレデスの鏡＝ゲート魔ま法ほうのことは到とう底てい忘れられない。あの小さい多面球体トラペゾヘドロンの表面にある二十四個の不可思議な記号。

　その記号をなぞることでゲートが発動する。今はもう鏡を宿部屋に置いてあるから、ゲートを潜くぐり何処どこへ飛んでも、あの鏡がある宿部屋へ戻ってこれる。盗ぬすまれる心配もあるが、まぁアイテムボックス持ちの人に盗まれたら素す直なおに諦あきらめよう。

　そんなことを考えながら、ボードを見ていく。ゲート先はまた今度にして、ＤとＣランクの依頼でも探してこなすか……お？　魔ま竜りゆう王おう依い頼らいの隣に、大きい依頼紙を発見。
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　依頼主：ギルドマスター

　依頼内容：緊急依頼、転移陣じんの安全確保。

　応募期間：即日から安全確保まで。

　討伐対象：竜種各種、蟻あり種各種。

　生息地域：ヴァライダス蠱こ宮きゆう上域。

　報酬：金貨三十五枚。

　討伐証拠：なし

　注意事項：これはギルドの緊急依頼です。ランクＣかＢ以上のパーティ奨しよう励れい。依頼を受けたら都市外への外出が禁止されます。強制的にヴァライダス蠱宮に飛んでもらいます。予あらかじめ準備を行われてからギルドに提出を。

　備考：複数のクランが作戦に参加中。
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　ＣかＢ以上のパーティ奨励らしい。この依頼紙は下にまだ長々とした説明文が書かれてあるので、読んでいく。
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　竜たちによりヴァライダス蠱宮の天てん井じようが突き破やぶられた。蠱宮の天井が崩れ半分以上が崩ほう落らくしてしまう。その崩落した瓦が礫れきは冒険者たちを巻き込み蠱宮の一部を突き抜ぬけ、地中深くまでの大穴を作り出してしまったのだ。その縦穴は下域にまで到とう達たつしているらしく……。

　兵隊蟻ソルジヤーアント、手長蟻ロングアント、鎧将蟻オフイサー・アント、だけでなく、女王を守護する近衛大蟻インペリアルアントたちまでもが、その穴から上域に進出してきたのだ。そこに蠱宮を攻撃してきた竜種たちであるワイバーン、ドレイク、ソニックバーンの群れと蟻たちが激げき突とつ。これにより竜と蟻の戦争が始まった。

　竜と蟻の戦線は広がり、転移陣の近くにまで竜と蟻が大量に徘はい徊かいするようになる。

　この破は壊かいされたヴァライダス蠱宮へ向かい転移陣の安全を確保するのが、今回の緊急依頼となる。転移陣の周囲に強固なバリケードを築いて欲ほしい。

　そして、転移陣の周囲に出現するモンスターをできるだけ多く殲せん滅めつして欲しいのだ。

　尚なお、この依頼の成功が確認されしだい、依頼を受理した冒険者すべてに金貨三十五枚を支し払はらうことを、ヘカトレイル冒険者ギルドマスターである「カルバン・ファフナード」が約束するとここに署する。
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　竜と蟻の戦争。魔竜王よりも報酬がいいとか。魔竜王討伐前に竜のモンスターたちの姿を見ときたいし、この依頼を受けておこう。早さつ速そく、依頼木札を取り、受付に持っていく。

　空いている受付嬢は見知った人だった。あのおっぱい受付嬢だ。相変わらず素す晴ばらしい大きさ。一回でいいから埋うもれてみたい。

「……これ、お願いします」

　エロいことを考えながら、カードと木札を提出。

「はい。あっ、シュウヤさんですね」

「にゃあ」

「ふふ、猫ねこちゃんもですね。相変わらず、おめめが紅あかくて可愛かわいいです」

　あんたも、相変わらずイイオッパイだよ……とは思うだけにして、にこやかに接した。

「ロロも挨あい拶さつしているし、君のこと気に入ってるようだ」

「あら、そうなんですか？　嬉しい」

　受付嬢はおっぱいを揺らして黒猫ロロの頭を撫なでている。

「ン、にゃ？　にゃあ」

　ロロは揺れるおっぱいが気になるようだ。

　それよりも、このおっぱいさんはカードと依頼紙を確認しないのだろうか……。

「カードはここに置きましたよ？」

「あ、はい。そうですね。冒険者カードと木札を確認します。すぐに受理しますね～っと、これ、緊急依頼の奴やつじゃないですか、準備はできていますか？」

　てきぱきと仕事しながら聞いてくる。

「準備？」

「はい。緊急依頼ですと、キャンセルはできません、もし依頼を受けてから無断で【ヘカトレイル】から外出して依頼を実行しなかった場合、ギルドから追放処分になります。それにこの依頼、結構大変らしいですよ、それでも受けますか？」

　受付嬢は依頼の木札を見て、心配そうに話してくる。

　追放処分か。そりゃ厳しいな。だけど、依頼を受けたらすぐに向かうから平気だ。

「……大丈夫。報酬もいいし、頑がん張ばっちゃおうかなぁっと」

「そうですか。自信あるんですねぇ。こないだもあっさりとオフィサー倒してくるし……大丈夫そうですね。では、水すい晶しように手を乗せてください……はい、これで受理しました。依頼、頑張ってください。必ず、そこの転移陣から向かってくださいね」

　事務的ではない素す敵てきな笑顔でカードを返された。そして、親しみの感情を見せる受付嬢に『あっちですよ？』と、指で転移陣に入るよう念を押される。

「おう。わかってる。また頼むよ」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロも受付嬢へ向け挨拶するように、猫ねこ足あしをポンッと動かして俺おれの肩かたを叩き一声鳴いていた。右手に黒槍を召喚、出現させる。その黒槍を猫が留とどまる反対の肩に担かつぎ、ヴァライダス蠱宮行きの転移陣へ向かった。
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　転移した直後、咆ほう哮こうに似た地じ響ひびきが耳をつんざく――。

「あれはドレイク!!」

　女の裂れつ帛ぱくの声も響く。転移陣の周りは様変わりしていた。簡易的な板や土ど壌じようを運ぶ冒険者たち。小さい防ぼう護ご壁へきが周りに築かれつつある。その防護壁に囲まれた冒険者たちへ指示を出している魔ま法ほう使つかいの女性がいる。

「左辺にドレイクの群れが出現。【紅べに虎とらの嵐あらし】が残って防衛しています」

「貴方は急いで【紅虎の嵐】に知らせてください。増ぞう援えんを送ると。【天の剣】、【コクダラ】の両クランは、何人か引き連れて左辺へ向かってください」

　今さっきの声はこの女性からだ。

「わかった」「はい」「了りよう解かい」

　素早く、命令に返答した戦士たちが準備に取りかかった。そこに報告が入る。

「――真ん中から右辺に掛かけて、近衛大蟻インペリアルアントの小隊とワイバーンの群れが激突中です。その混乱が広がってきています」

「勿もち論ろん、承知しているわ――皆さん、このまま正面の防護壁作りを急ぎましょう」

「おうよ」「おうッ」「頑張るぞ」

　周りで土ど嚢のうのような袋ふくろを運ぶ冒険者たちは、女性指揮官に向かって一斉に威い勢せいの良い声をあげて返事をした。指示を出している女性は厳いかつい冒険者たちへ向けて小さい頭を縦に振り話を続けていく。

「今のうちに急ぎましょう。Ａランクモンスター同士でぶつかり合っているうちに」

　その声を無視するように、また知らせが届いた。

「――参さん謀ぼう、右から手長蟻ロングアントの群れが現れました。多数向かってきます！」

「見ればわかるっ――すごい数。しょうがないです。【天の剣】に【コクダラ】両クランは左辺に回らないで、ここに残ってください」

　両クランの面子メンツと思われるメンバーたちは、まだ左側に向かってはいなかったので、指示を出している女性のもとに戻ってくる。右往左往して忙いそがしい。

「――仕方ありません。左辺には我慢してもらいます。【紅虎の嵐】は優ゆう秀しゆうなので大だい丈じよう夫ぶでしょう。今は、転移陣の守りを優先します。ここが潰れたら冒険者みんなの損失なんですからっ、転移陣に敵を近寄らせるわけにはいきません！　このまま転移陣を守る主力は、中央部で争い合うＡ級モンスターに注意して右辺に集中しましょう！」

　ポニーテールの女性が右辺へ右手をズバッと伸ばす。指示を出す姿は立派な女指揮官だ。

「おうっ！」「了解」「はいっ」

　冒険者たちは近寄る蟻たちを片かたっ端ぱしから切りつけて対処していた。

　俺もそこで、状況を見み渡わたすように周囲を確認……うへぇ、凄せい惨さんたる現場になっていた。竜と蟻の死し骸がいがあちこちに多数散乱している。天井は半分どころか全部崩くずれているし、幻げん想そう的てきな光景を作っていた天てん蓋がいも消えていた……転移陣の周りにあった茨いばらの壁かべも潰れたり壊こわれたりしていて、広場にあった彫ちよう像ぞうもその大半が崩れて瓦礫となっている。

　派手に崩れてるなぁ……儚はかない、もう迷宮のイメージがしないよ。上空からは何もかもお見通しというように、太陽の光が意地悪く感じるぐらいに燦さん々さんと蠱宮を照らしている。そんな太陽光を遮さえぎるように、翼よく竜りゆうのような生物が空を舞っていた。

「ちょっとそこの貴方っ、さっきからそこに突つっ立たって、何をしているんです？」

　偉えらそうに話はなし掛けてきたのは、さっきの指揮官系魔法使い系の女性。茶色い髪かみを後ろに纏まとめたポニーテールだ。瞳ひとみは可愛らしいが、整えられた細眉が勝ち気な印象を強めている。性格キツそうだが、綺麗な女性であることには変わりない。インテリ才女的なイメージ。

「……聞こえてますか？　貴方は、一人でこの依頼を受けたのかしら？」

　彼女はイラついたのか、声を大きくして聞いてくる。

「はい」

「そ、そうなの、随ずい分ぶんとあっさりと肯こう定ていするのね。貴方、自信があるようだけど、たった一人では……」

「ソロで、こないだ鎧将蟻オフイサー・アントを倒しました」

　女性は俺の言葉に驚いたのか、瞳を僅かに揺らす。細い指で髪を直す仕草をした後。

「……え？　それは凄すごいわ。もしかして、有名なＢランク以上な方ですか？」

　インテリ風の女性は、少しだけ柔やわらかく優やさしい口調に声こわ色いろが変わる。

「いえ、Ｄランク成り立てです」

「……そうなの。がっかりですね。ま、頑張ってください」

　手のひら返し、はや！　勝ち気な女性に早変わり。まぁ、勝手にがっかりしててくれ。

　だが、命令系統的に、彼女の指示は俺も受けた方がいいのだろうか。

「ところで、今さっき皆さんに指示を出されていたようですが、俺もその指示に従わなければいけないんですか？」

「別にそういうわけではないの。だけど、この状じよう況きようです。わたしも冒険者なのですが、立場はギルド寄りでもあって、たまたま、指示する側に回っているだけなんですよ」

「そういうことですか。なまえ――」

　名前でも聞こうとした瞬しゆん間かん、蟻の死骸の一部であろう肉にく片へんが飛んできた。話が途と切ぎれ、俺も思わずそれが飛んできた右側へ視線を移す。そこではまた、新手の手長蟻の群れが冒険者たちと激突していた。

「ということで、ここで悠ゆう長ちように話なんてしてられないわ。生きていたかったら、わたしの指示に従った方がいいですよ？　なるべくここの周りで戦ってくださいね」

　女性は威勢よく話すと、ポニーテールの髪の先を俺の顔へぶつけるようにプイッと首を回して踵きびすを返す。その女性は自分の背中へ手を回して、背に装着している大おお杖づえを取ると、それを両手で器用に回転させながら胸前に持っていく。

　あの大杖、凄そうだ。魔力がとめどなく溢あふれている。大杖の先せん端たんからはガスバーナーの炎ほのおを調節するように炎が出現していた。女性は杖先に大きい炎を纏わせながら蟻たちに向けて近寄っていく。魔法の射しや程てい圏けん内ないに入ると、彼女は立ち止まった。

　そして炎を纏った大杖を蟻の集団へ向けて、大杖を左右に振ふるい出す。

　――おぉ。次々と火球が大杖から撃うち放たれていく。すげぇ。しかも、二度三度と大杖を振るうごとに、火球が宙で弧こを描きながら蟻たちへ向けて追つい尾びを開始した。火球は蟻たちに連続で直ちよく撃げき。最後に彼女が大杖を地面に叩きつけると、蟻たちがひっくりかえるほどの炎の柱が、地面から発生した。ひぇぇ、カッコイイ魔法だ。詠えい唱しようなしで火球から炎柱のコンボかよ。偉そうにするだけはある。

　この女性がいれば、ここらへんは大丈夫のようだ。問題はこっちの正面だな。

　さっきからうるさい轟ごう音おんが響いてくる。竜と蟻が殺やり合っている転移陣の前方、中央部へ視線を向けた。深緑色の大型竜ワイバーンと黒桜色の近衛大蟻インペリアルアントか。その戦いは壮そう絶ぜつだった。どちらも体長が大きいのに、攻撃は素早く当たりが強い。ワイバーンは口にある牙と長い尻尾が主な武器。

　尻尾の先には骨ほね剣けんが隆りゆう起きしており、先端は黒緑の液体で濡ぬれていて、緑色の粒りゆう子しのようなものが光っているのが見えた。あれは確実に毒だ。一見して毒だとわかる嫌いやな色。その毒を備えた尻尾の一いち撃げきが近衛大蟻インペリアルアントの胸上部に当たるが、近衛大蟻インペリアルアントの胸に生えた桃もも色いろの毛が、ボヨヨーンと揺れて強きよう烈れつな一撃をゴムのように難なく弾く。近衛大蟻インペリアルアントの姿は、この前の鎧将蟻オフイサー・アントを一回り大きくしたような感じだ。

　頭部は桃色の樹じゆ脂しで固められたような兜かぶとの形状で、両りよう端たんに触しよつ角かくとは別の二本の尖とがった角がある。首回りから胸の上部も桃色の毛で覆おおわれ、まるでピンクのネクタイにも見えてくる。そこも目立つが、大きい胴体に繋つながる六本の脚、その一つ一つがビルの建設で使われる鋼材のような大きさと太さ。脚先にいくほど尖り先端は鉤かぎ爪つめ、釣つり針ばり風に返しが付いている形状になっていた。

　そんなピンクの大蟻、近衛大蟻インペリアルアントは三匹びきだけで、ワイバーン五匹と激げき闘とうを繰くり広ひろげている。近衛大蟻インペリアルアントの鉤爪もワイバーンの硬かたい鱗うろこに弾かれているので互ご角かくな戦いが続いていた。やはり、あの怪かい獣じゆう決戦は暫しばらく放置だな。さっき味方が増援を送らなかった左側へ向かうか。左へ走り出す。肩にいた黒猫ロロも飛び降りて一いつ緒しよに走っていた。







第二十七章「紅べに虎とらの嵐あらし」







　やがて、咆ほう哮こうを響かせているドレイクの姿が見えてきた……あれがドレイクの姿か。個体差があり、それぞれ体長五メートル以上はありそう。赤鱗と緑鱗を持つ竜たちが五匹。ドラゴンと言われても納なつ得とくする。だが、さっきのワイバーンより、若じやつ干かん小さいか？

　そんな強そうなドレイクと戦っているクランのメンバーたちはやはり優秀らしい。ふと見ると、前方にいるドレイク三匹の動きが止まってる。魔法使いらしき綺麗な女性が放った魔法の効果のようだ。前衛に立つ獣じゆう人じん戦せん士し系の二人が連れん携けいしてドレイクを翻ほん弄ろうしていた。

　やるなぁ。連携が見事だ。ドレイクたちと互角以上に戦っている。その戦いに参加するか迷いながら近付いていくと、声。

「――隊長っ、右で抑おさえている三匹、《光の戒スペクトル・レスト》が残り十秒で解けるわ。次の麻ま痺ひ陣じん魔ま法ほうまで、さらに、詠唱五秒っ」

「――了解、ブッチ！　こっちのはわたしが一人で殺る。向こうでルシェルとべリーズのフォローに回れっ！」

「あいよっ」

　ブッチと呼ばれた斧おのを持った大おお柄がらの獣人戦士がそう気軽に返事をすると、指示を出した女獣人から離はなれて、魔法によって動きが止まったドレイク三匹へ斧で斬きり掛かっていった。

　一方、隊長と呼ばれていた女獣人が一人で二匹のドレイクと相対、戦いを始めている。

「ロロ、あの左の女獣人を助けるぞ」

「にゃお」

　俺は走りながら、ドレイクの片方を選せん択たく。

「助けに来ました。左の一匹は貰います！」

　大声で善戦していた冒険者集団に呼よび掛けた。左のドレイクは鉤爪が目立つ左前脚を振り上げて、女獣人へ攻撃しようとしている。急ぎ、魔ま脚きやくで走りながら振り上げている左前脚の根元へ黒くろ槍やりをぶち当てる。鱗を弾はじき飛とばし緑肉を削そいでから、そのままドレイクの左後方へ走るように回り込む。一歩、右足を強く踏ふみ込みながら腰から腕へ伝でん搬ぱんした力を乗せ、黒槍の〈刺突〉をドレイクの後あと脚あしへ喰くらわせた。

　穿うがたれたドレイクの後脚に風穴が空き、体勢を崩す。俺の奇き襲しゆうに対処できないようだ。

　さらに、その体勢を崩したドレイクの眼球に黒猫ロロが首下から伸のばしていた触しよく手しゆ骨剣が突き刺さる。ドレイクは痛いのか、首を上げて「ギオォォ」と、悲鳴に似た甲かん高だかい咆哮をあげた。首を晒し過ぎだ。隙すきを狙ねらう。

　黒槍を振り上げながら地を軽く蹴けり、跳ちよう躍やく――ドレイクの首を潰すように黒槍を衝しよう突とつさせ、黒こく刃はがめり込むように力を入れた。ずにゅっとした音を立てながら黒刃が侵しん入にゆう、そこから強ごう引いんに真横へ薙ぎ払う。薙ぎ払った方向へ緑色の血ち飛沫しぶきが雨のように降り注いでいく。

　切きり裂さかれたドレイクの首は自身の頭を支えられず、折れ曲がりつつ頭を地面とキスするように項うな垂だれた。倒したか？　と、思ったが違ちがった。

　ドレイクは項垂れた頭で地面を擦こすり反はん撃げきしようとしたのか、歯をカチカチ鳴らし、翼つばさを横へ広げつつ動く――その翼の下から突とつ風ぷうに似た風を巻き起こした。

　黒猫ロロは突風を受けて、後ろへ下がっていく。

　ドレイクはまるで地面を食くらうように、頭や口を何回も動かして呻うめくような唸うなり声ごえをあげた。無事な片かた眼めを見開き、血が垂れた乱らん杭ぐい牙きばを見せつけながら、蒸気のような息い吹ぶきを発していた。タフだな。竜系モンスターの意地を感じる。竜の生命力に尊敬の心を抱だきながら、また地を蹴り跳躍。苦しまず一気に終わらせてやる。

　体を捻ひねり回転をつけ加えた大上段の構えからドレイクの頭へ黒槍を撃ち下ろした。

　師し匠しようが、俺には力強い槍が合うかもしれないと言っていたことを自分で思い出すような豪ごう槍やりの一撃が、項垂れた竜の頭ず蓋がいを大きく円形に窪くぼませる。

　頭ず蓋がい骨こつが一気に沈しずみ込み、脳が破壊された。これで、さすがにどれだけタフでも終わりだろう。はたして脳を圧殺されたドレイクは動かなくなる。

　その光景に一いつ瞬しゆんだが戦場が止まったかのように視線が集まるのを感じた。

　それはその場にいた、もう一匹のドレイクも同じ。二剣を操あやつる女獣人に集中していたドレイクだったが、俺を脅きよう威いに思ったらしく頭をこちらへ向けて、首元を膨ふくらませ始める。

「ブレスが来るぞ！」

　女獣人が警告を発してくれた。えっ？　急遽――魔闘脚を行い回かい避ひ行動を取った。左横へ脳脊魔速は使わずに走り込む。黒猫ロロは既すでに察知していたのか、遠くへ逃にげている。さっきまで俺がいた地面には、紅ぐ蓮れんの炎が満ちていた。

　地面を焦こがし、熱風の海が周囲を飲み込むように広がっていく。

　これが竜のブレス。ドレイクの口から放たれた紅蓮の炎――ひたすらに熱い。無事に避さけられたが、熱せられた空気が何かの膜まくのようにぶあっと顔を覆おおう。しかし、そのドレイクの炎は長続きしなかった。ドレイクが炎を作り出だしていると思われる膨れた喉のど袋ぶくろに数本の矢が突き刺さったのだ。直後、膨れた喉のどが炎を上げて爆ばく発はつ。

　ドレイクは悲鳴をあげることもできず、のたうち回る。そこに隊長と呼ばれていた女獣人の攻撃が始まった。女獣人の両手には反った長剣カトラスが握にぎられている。

　反った長剣カトラスを左から右へ風のように扱あつかい、剣線が微かすかに見える斬ざん撃げきを繰り出していた。ドレイクの右後ろの脚へ反った長剣カトラスを斬り下げると、反対の左手に握る反った長剣カトラスで翼の一部を斬り上げながら、自身の体も斬撃攻撃に合わせるように跳躍を繰り返かえしている。

　凄い。流れるような剣捌き。踊おどっているかのようだ。魔ま闘とう術じゆつと見られる体内魔ま力りよくの移動もスムーズ。今度は右手に握る反った長剣カトラスで、竜の腹底を突き上あげるように斬り引いている。女獣人の首元には朱しゆ色いろのマフラーが巻かれていて、ヒラヒラと宙を舞まう。長い紅髪と朱色のマフラーが実に似合う。紅と朱しゆが混ざり赤色の濃のう淡たんが炎のように煌きらめいて見えていた。

　長い紅髪を靡なびかせ舞まいを踊るようにドレイクを切り刻んでゆく。最後は、ドレイクの左後うしろ脚あしをもう一度斬り下げて剣の舞は止まった。

　ドレイクの両りよう脚きやくは腱けんを切られたようで、力なく胴体が地面へ沈む。

　倒したのかな。と思ったら、まだ続きがあった。女獣人は腕うでをクロスさせながら、地を蹴り跳躍している。クロスさせた斬撃をドレイクの頭部に、ええ!?

　――すご。あの腕と握ってる長剣が、一いつ瞬しゆん膨ふくらんだ？

　ドレイクの頭蓋に大きなＸ字の傷が広がり窪んでいく。口からは大量の緑血と長い舌のような物が飛び出している状態。完全に圧殺。さっきの俺の一撃と同じぐらいは威い力りよくがありそうだ。
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　しかし、一瞬だけど、あの腕、魔力が集中して膨れたように見えたが……。

　攻撃を終えた女獣人は地面へくるくるっと身体を回転して着地。華か麗れいに長い紅髪がふあっと浮うかび、その頭部には可愛らしい茶色のネコミミがあるのが見えた。

　そこで、顔を上げた女獣人と視線が交差する――美人だ。一瞬だが、その綺麗さが目に焼き付いてしまった。顔は完全な人族で、綺麗な肌はだに茶色の瞳。「美人」と「可愛い」が絶ぜつ妙みようにマッチした理想型な顔立ち。その女獣人は一瞬、俺に悩のう殺さつするような笑え顔がおを向ける。

　だが、すぐに仲間が戦っている三匹のドレイクのもとへ向かう。踵を返し、走っていくその後ろ姿が、また、なんとも……。

　思わず視線が吸い込まれてしまう。走っている最中だが、腰こし巻まきの布がひらひらと捲めくれて、女獣人のお尻しりさんがいい感じで見みえ隠かくれしていたのだ。彼女はワンピース系の衣服に腰巻きと皮鎧を着ているようだった。そのお尻さんと太ふと股ももの革防具がガーターベルトと繋がっているせいか、余計にむちむちぷりんのお尻さんが強調されていた。その姿に、ごくんっと生なま唾つばを飲み込む。俺もその後を追うように、走って付いていく。そんなあからさまなエロい視線を向けている俺の隣となりでは、黒猫ロロも走っていた。そこに詠唱の終わりの台詞せりふが聞こえてくる。

「麻ま痺ひの陣と成りて現れよ――《光の戒スペクトル・レスト》」

　魔法が放たれると、瞬しゆん時じにドレイクたちの足あし下もとに巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが敷しかれる。

　魔法陣の上にいたドレイクたちが、魔法陣から伸びる光の筋に囚とらわれ動けなくなっていた。詠唱型の魔法か。間近で見ると圧巻……いや、むしろ珍ちん妙みような姿か？　ドレイクの前足が空中で静止し、太い後ろ脚も完全に動きが止まっている。

「やったぁ、成功」

　そんな声が聞こえる。このグループの魔法使い、なかなか優秀だな。

「また、かかったわ。ルシェルの魔法はさすがねぇ、それからブッチ、誘ゆう導どうナイス。これで、あの三匹、二十秒近くは動けないはず」

　これは、さっきドレイクの喉袋を射い貫ぬいた弓の使い手だ。女エルフらしい。

「あったりめぇだ。足に傷を負わせた奴は残して、無傷な奴を優先するぞ」

「いいから、はやく攻撃しなさいっ――ばかブッチ」

　エルフの綺麗な女性は、ブッチと呼ばれた獣人男を馬ば鹿かにしながら弓をドレイクへ向け、さらに矢で追つい撃げきしている。

「うるせぇ、やってるだろうがっ」

「――わたしも混ざるぞ」

　そこに、反った二剣カトラスを持つネコミミ美人の隊長さんが、喧けん嘩か腰ごしの会話に割り込み、戦せん闘とうの連携に参加。ドレイクに一撃を加えていた。俺も楽しみエロ視線を終えて戦闘参加を決め込む。

「連携しているとこ悪いですが、混ざります」

「にゃぁ」

　俺と黒猫ロロも、同時に傷を負っていないドレイクへ攻撃していた。

「――お前さん、いい腕してんなあぁっ」

　ブッチは大斧を、ドレイクの左前足を折るようにぶち当てながら、俺の攻撃を褒ほめた。

　竜種のタフなモンスターといえど、動きを止められたら、ただの肉の的でしかない。ドレイク数すう匹ひき程度の集団なら致ち命めい的てきだ。その場にいた全員から凄すさまじい連れん携けい攻こう撃げきを受けると、ズダズダに切り裂かれていく。だが、さすがに物もの凄すごい生命力だ。頭が無傷だと、胴どう体たいや足に穴が幾いくつ空こうが平気らしい。最後まで生き残った奴は地面に這はいつくばりつつ、強気な態度を見せるように僅わずかに頭を上げて、血だらけの乱杭牙を見せつけていた。

　南な無む三さん、生きようとする意志に祈いのりを込めながら、気高き竜の左ひだり眼めへ止とどめの〈刺突〉を狙い放った。黒槍の銀を帯びた穂ほ先さきはズバッと竜の眼がん窩かから頭蓋に侵入。刃は大脳に達したのか、竜は完全に息絶えた。

　それにしても、あの麻ま痺ひ魔ま法ほう便利だな――そんなことを考えながら深々と突き刺ささった黒槍を竜の頭蓋から引ひき抜く。その引き抜いた反動を利用。

　銀を帯びた黒槍を横へ振り払はらってこびりついた竜血を飛ばし、麻痺魔法を唱えていた女性に視線を向ける。その女性は手に持った大杖を背に装着していた。

　魔法使いの女性はエレガントな日本人風、東洋の神秘を感じさせる雰ふん囲い気きを持つ。

　クレオパトラのように前まえ髪がみが切り揃そろえられた額にはサークレットと見られる青い綺麗な宝石がチラチラと前髪の間から見え隠れしていた。

　パリコレに登場しそうな薄うすいエジプシャンメイクが決まっている。彼かの女じよにはアジアンビューティという言葉を贈おくりたい。唇くちびるも小さいアヒル口。顔は小さい逆三角形。

　服装もチェック。魔法使い系らしい外がい套とう。しかし胸むな元もとが開けているので、体付きは細身だろうと判断できた。胸元から悩なやましいデコルテ部分が見え隠れし、上着の薄緑色のチュニックが清せい楚そ感かんを出している。下半身は外套を着ているので、あまり判別できないが膝ひざ下したまである白っぽいスカートを覗のぞかせていた。

「――そこの人族の青年っ」

　女魔法使いを凝ぎよう視ししながら観察していると、美人な隊長さんの女獣人に話しかけられた。

「はい？」

「加勢に来てくれて、ありがとう。お陰かげで助かったわ」

　隊長さんの頭のネコミミがピクピクっと動いてる。かわいいなぁ。さっきも見たけど、もう一度チェック。首元を覆う朱色マフラー姿が似合うね。凜りんとしてる。

　切れ切れの腰巻きも細いウエスト回りにピッタリで、太股まであるグリーブ系防具がピタリと足の形を再現。モデルのようにスラリとした足を、さらに長く見せている。

　そのグリーブ系の防具だが……足首で切れており、素す足あしの甲こうが見えていた。靴くつはサンダルのような物を履はいている。足の甲には獣人系らしい、紅色の毛並が生はえ揃っていて、足の指までふさふさしてそうな毛が生えていた。

「……礼には及およびません。俺がいなくても、何とかなったでしょうし」

　鼻息も荒あらく美女を凝視しつつの言葉だ。完全に不ふ審しん者しやだけど、一応丁てい寧ねいに挨拶しとく。

「たとえそうでも、一瞬で勝負がつく世界だからね。素す早ばやく倒たおせるに越こしたことはない。なによりあなたの加勢で、凄く早く片付いたし――」

「にゃぁ」

　そのタイミングで、俺の足元に居た黒猫ロロが、挨拶するように鳴く。

「あら、さっき、活かつ躍やくしてた可愛い使い魔ちゃんね」

「きゃぁ、カワイスギル」

「本当、ちょっと抱きしめて弄いじりたくなっちゃうわ」

　ロロに話しかけてきたのは魔法使いの女性と、弓を扱っていたエルフの女性だ。

　さすがは可愛い黒猫ロロなだけはある。美女からの食い付きが半はん端ぱ無い。

「こいつは、ロロディーヌ。ロロという愛あい称しようです。俺の名前はシュウヤ・カガリ。シュウヤでもカガリでも好きに呼んでください」

「この子、ロロちゃんっていうのね。あ、わたしの名前はサラ、サラ・フロライドよ。【紅虎の嵐】というクランの代表なの。よろしくね。シュウヤ」

　最初に笑顔で自己紹しよう介かいしてくれたのは、やはりリーダーだった猫耳な獣人女性だ。

　名前はサラかぁ。

「はい。よろしくです」

「シュウヤさんにロロちゃんですね。わたしはルシェル・アドキンス。冒ぼう険けん者しやＢランクの魔ま導どう使つかいです。サラ隊長が率いる冒険者＆傭よう兵へいクラン【紅虎の嵐】で、副長をやらせて貰っています。ルシェルと呼んでください」

　こっちは、あの便利な麻痺魔法を唱えていた女の人だ。

「わたしも紅虎のメンバーよ。Ｂランクで弓使い、お色気担当の、べリーズ・マフォン。べリーズでも、マフォンちゃんでもいいからね。よろしく。シュウヤ君」

　女性が多いな。

「はい、よろしく――」

　挨拶の言葉が終わる前に、思わず視線がベリーズの胸へ行ってしまう。

　いわゆる一つの、いや、二つの爆乳だった。まさにタワワな果実。豊満な胸だなぁ、おっぱい万ばん歳ざい。思わず、長らく見つめてしまったのを誤ご魔ま化かすように、はっと視線をあげる。ベリーズは、そんなエロい視線の俺と目を合わせてきた。一瞬、鋭するどい視線で俺を見つめるが……グラマーな彼女は切れ目の青瞳の瞼まぶたを一いつ旦たん閉じてから、改めて開くと……俺を優しく見つめ返してくれた。

　薄うす紅べにの唇が妖よう艶えんな口角を作り、微笑ほほえんでいる。耳が長く特とく徴ちよう的てきなのは言わずもがな、「青い切れ目の綺き麗れいなお姉さんは好きですか？」……勿論好きです！　的な感じだ。

　髪かみ型がたもザ・エルフの黄金こがね色いろで長ちよう髪はつ。右サイドには小さい三つ編が耳元へ伸びていた。

　反対側にある髪かみ留どめが可愛さを象しよう徴ちようしているし……それと、顔の右みぎ頬ほほには小さい虎とらか　豹ひよう？　の特徴的な刺青いれずみがあった。薄紅の唇の近くにはホクロ。

　そして、また、デカ胸に視線が戻もどってしまった……男なら絶対二度見すると思うぐらいのグラマーな胸。さらに、彼女は豊満な胸を強調するように、Ｖ字よりさらに深いプランジング・ネックが特とく徴ちようの赤い革服を身に付けていた。どうしても視線が胸に向いてしまう。

　おっぱい研究会顧こ問もんとしては自然の極ごく意いなのだが、ま、ぶっちゃけ俺は変態だ。

　そこに、ゴツイ男の声がわざとらしく乱入してくる。

「えーと、だな、ちなみに俺も紅虎のメンバーだ。ブッチ・ザマル、斧使いでＢランクだ」

　俺の露ろ骨こつな視線に、機き嫌げんが悪そうな大柄な獣人男。赤髪で短い角かく刈がり風の髪型だ。口横から顎あごにかけて、ふっくらと生えた赤あか髭ひげがワイルドさをアピールしている。

　分厚い革かわ鎧よろいの下の胸筋や上じよう腕わん二頭筋の筋肉が目立つ。まるで、どこかの軍ぐん曹そう。マントヒヒ顔で強そうだ……だけど、サラのように猫耳ときたか。マントヒヒ顔にネコミミとは、シュールすぎるぞブッチ氏。だが、一応、謝あやまっておこう。

「……すまない。その……このクランの女じよ性せい陣じんは、皆みな、綺麗なのですね」

　俺の変態視線は印象悪すぎたか。ブッチさんに、照れ半分に弁解を兼かねてそう言った。

「うーん、そうか？　初対面で随分とはっきり言うのだな」

　それをどう取ったのか、ブッチさんは、仏ぶつ頂ちよう面づらで答えたが……。

「えっ」「わたしが……」

　隊長と呼ばれているサラと、副長のルシェルは、それぞれの容姿を褒められるのに慣れていないようで、そんな言葉を漏もらしていた。

「あら、ふふ」

　一人だけ、当たり前よっと言わんばかりに笑っている、ベリーズさん。

　そのベリーズさんが、ブッチに向けて話す。

「あらぁ？　ブッチ、最初の、その疑問形の言葉はわたしたちが美しくないと、思っているのかしら？」

「そ、そんなことないぞ」

「はは、あの堅かた物ぶつブッチが顔赤くしてる～」

　ルシェルさんは片手を口に当てながら、ブッチを指さしてはしゃいでいた。

「うぐっ、堅物とはなんだっ」

「そういえばあのブッチらしくないわね？」

「げ、団長まで……」と、そこで、なぜか、獣人ブッチ氏に睨にらまれてしまった。俺のせいか？　知らねぇってばよ。サラさんは黒猫ロロのなでなでに満足したのか、俺を見つめながら、

「シュウヤ、さっきの槍やり捌さばき凄かったけど、実は冒険者ランク、Ａ以上だったりするの？」

「いえ、槍は確かに自信がありますが、ランクはＤです」

　サラは納得するように頷うなずいて答えた。

「へぇ、もしかして冒険者登録をしたばっかりとか？」

「その通り。よくわかりますね」

「時々、いるのよ。強さとランクが釣つり合あわない人が。例えば、何処どこかの流派で既に免めん許きよ皆かい伝でんか、王級とか、そういう隠れた〝手て練だれの武芸者〟がね」

「なるほど。サラさんはクランを率いるだけはあって経験豊富なようですね」

「さんは止よして。今は緊きん急きゆう依い頼らいを受けている同士。だから、気軽にサラと呼んで欲しいな」

　サラは茶色の耳と頬を若干に紅く染めながら、片目を瞑つぶりウィンクしている。可愛い、美人すぎる。

「わかった。サラ」

　今の俺は、たぶん目が凄く輝かがやいているかもしれない。

「うん。よろしい。ふふ」

　笑顔も素晴らしい。紅色の髪にネコミミが似合うな。ここで、ルシェルがわざとらしく、呟つぶやいた。

「あらま、ついに隊長に春が……」

　その呟きに、サラは笑いを止めてネコミミをピクピクと動かし、耳を紅く染めた。

「こら、ルシェル、からかう言葉が聞こえたが？」

「えぇ、さすが地じ獄ごく耳みみぃ、でも、よかったじゃないですか。シュウヤさん、あまりここじゃ見かけない平たい顔ですけど、カッコイイですし」

「そ、そんなぁ、団長を呼び捨てだとぉぉ？」

　ブッチさんは、そこでナゼか悲しんでいた……。

「ブッチ？」

　サラはブッチの悲痛な顔を見て、首を傾かしげている。

「そうねぇ、多少、ブッチの気持ちがわかる気がするわ。まさか、あの隊長の耳サインがこんなに早く出るとは……」

「はい、久々ですね」

　ルシェルとベリーズの美人さんコンビは、互たがいに頷いている。

「うん。ま、相手が人族とは言え獣人を超こえる〝強さ〟だからねぇ。顔は平たくて、わたしの好みとは少し違くて残念だけど、整っている顔つきで清潔感を感じる。サーマリア系？」

「比ひ較かく的てき珍めずらしい顔つきですが、イケメンです。ベリーズもそう思いますよね」

　俺は珍めずらしい顔か。日本人系だからな。平たい顔族出身だ。

「珍しくルシェルと意見が合うわ。若い子で背も高い。わたしから見てもかわいい。だから、ありえるか。ブッチには災難だったわね。憧あこがれの隊長が一瞬の間にコロッと落ちちゃって……さらにもう、お互いに呼び捨て合う仲にまで発展だからね」

　ベリーズとルシェルのからかう言葉を真に受けたサラは、頬を少し膨らませると、

「むぅ～、ベリーズまで……」

　恥はずかしいのか歯を覗かせつつ膨れる。でも、まんざらでもないのか。頬から耳まで紅あかく火ほ照てっている。今、俺のこと少し見た。チラッと見てから、優しく微笑んでくれる。俺も気になってしまう……。ここは誤魔化すように――。

「……はは、皆仲がいいな。よい戦友であり、よい仲間なんだな。さっき倒したドレイクも素す晴ばらしい連携で倒していた」

「――そうね。シュウヤ、ありがとう。そうなんだ。皆、最高のメンバーだよ。だよね？」

「そ、そうだぞぉ」

　ブッチ氏は泣きそうな顔を浮かべて返事をしていた。

「はい。副長としてではなく、いち冒険者として、本当に【紅虎】に入れてよかった」

「えぇ、勿論よ」

　――ん？　そこで、そんなほのぼの会話を邪じや魔まするように魔ま素その反応。

　また、ドレイクたちの反応だ。







第二十八章「連携の楽しさ」







「またかっ！　皆、やるぞ！」

「「了解！」」

　紅べに虎とらの面々は、隊長サラの声に元気よくぴしゃりと喋しやべり声ごえを揃えていた。

　皆でドレイクに攻こう撃げきを加えていく。その動きは、言葉だけじゃなく意思統一されていた。さすがはＢランクのクラン【紅虎の嵐あらし】。俺おれと黒猫ロロは連携の動きを見定めて慎しん重ちように行動した。邪魔にならないようにドレイクたちへ攻撃を加えていく。

　連闘に次ぐ連闘。一匹のドレイクを微み塵じん切ぎりにする勢いで倒し、数時間かけてドレイクたちを倒しきった時には、もう日が傾かたむいていた。

　さすがに紅虎のメンバーたちの面々にも疲ひ労ろうの色が見え始めている。

　だが、またそこに魔素の反応があった。しかも、複数。

「またなの？」

　サラは眉み間けんに皺しわを寄せて話す。竜の返り血を浴びた髪が軽く縮れていた。

「そのようです」

　ルシェルが向ける先には手長蟻の群れが現れていた。

　さらに、首が長い頭が二つある小型竜たちも遅おくれて出現。

「蟻に竜たちか。しょうがない。気張るか」

「ブッチ、疲つかれたなら丸薬飲んでいいぞ」

「大丈夫です。団長こそ、疲れたらポーション飲んで体力回復してくださいよ？」

「はは、言うようになったな？」

　長らく戦っていた彼女たちは強気な態度を崩さない。まだまだ平気らしい。

　感心しながらも、肝かん心じんのモンスターへ注意を向けた。蟻は見たことがある手が長いタイプだ。竜は小型タイプで、初めてみる。細長い首から伸びる二つの竜りゆう頭ず。鱗うろこは青白い。

　観察を続けていると、小型竜と蟻の群れが戦いを始めていた。

　犬けん猿えんの仲なのだろうか？　モンスター同士の争いは不思議だ。

　俺たちを放っておいて、蟻と竜の争いは暫しばらく……続いていた。が、やがてそこから漏れた蟻と竜が、次は俺たちを標的にしたのか近付いてくる。数は蟻が五匹に、小竜が二匹。

「きたきた。手長蟻ロングアントが五匹に、小型竜ソニツクバーンの二匹だ」

　サラが反った長剣カトラスの剣けん先さきをモンスターへ向けて説明。

　頭が二つのある小型竜の名前はソニックバーンか。

「それじゃ、わたしから――」

　べリーズは弓を構え、矢を番つがえて射出。ヒュッと風を裂く矢が、次から次へとモンスターたちの急所と見られる蟻の眼球、竜の細首辺りにピンポイントでヒットしていた。

　すげぇ……おっぱいだけじゃねぇな。エルフであるべリーズ・マフォンの弓きゆう術じゆつは相当なレベルだと判断できた。でも、弓矢を放つ時、巨乳のメロンさんが邪魔そう。

　赤革に付いたパーツがおっぱいの部位を押おさえているようだけど……。

「まだ、距きよ離りがあるし、わたしたちの出番ね」

　気軽に話すルシェル。余よ裕ゆうの表れなのか、矢を射ているベリーズへウィンクをしていた。彼女は魔ま法ほう使つかいらしく手に持った大杖を胸前でくるりと回す。大杖を持つ片手を天へ翳かざして、片目を瞑る。反対の手はその大杖を支えるように優しく添そえられていた。魔察眼で確かく認にん。ルシェルは魔力操作を行っている。彼女の両りよう腕うでから大杖へ魔力が伝わるのが分かった。詠唱はしないようだ。

　大杖の先端に嵌はめられてある青い宝石が光を帯び始めると、青宝石を掴つかむようにデザインされていた細かな爪つめ枝えだの木もく片へんたちが、生きているように蠢うごめき縮んでいく。

　突出した格好となった青宝石からは、螺ら旋せん状じように渦うず巻まく青い粒子が発生。

　その粒子が真上へ集まり太い氷刃が形成される。氷の芸術のようにも見える刃だ。

「氷で潰つぶしますっ」

　次から次へ氷刃が生成され続けながら、その氷刃たちは蟻たちの下へ飛ひ翔しようしていく。

　一つ一つが五センチ大はある平べったい氷刃が、群れを成した蝙蝠こうもりのように蟻の腹部へ噛かみ付ついていた。氷刃が腹に刺さった蟻は動きを止める。

　氷魔ま法ほうを食らい続けた蟻は、瞬またたく間まに真っ白い雪氷の彫ちよう像ぞうと化していた。

　残った二匹の蟻たちにも氷刃が直撃し動きが鈍にぶくなっている。

　その鈍くなった手長蟻の頭蓋に弓矢が突つき刺さり、残っていた蟻は動かなくなった。やるな。魔法の杖と弓か。ルシェルの魔法とべリーズの弓だけで手長蟻を殲せん滅めつさせている。しかし、まだ小型の竜が残っている。

「あの竜は耐たい性せいがあるようです」

　ルシェルの言葉通り、小竜ソニックバーンにも氷刃は当たっているが、青白い鱗に氷刃は弾はじかれていた。あの青鱗、氷系は効かないということか。その代わり矢は有効らしい。

「竜は各個撃げき破はだ」

　サラは言葉少なに指示を言い放つ。反った二剣を構え持った前まえ屈かがみの姿勢でソニックバーンへ向けて駆かけていく。

「了りよう解かいッ！」と、紅虎の嵐のメンバーは一糸乱れず、サラの言葉に従った。ブッチは突とつ撃げきしたサラをフォローするように、斧の一撃をソニックバーンの胴体に直撃させている。べリーズも弓矢を射出。ルシェルも同様に大おお杖づえから、氷刃を次々と放出させてゆく。時折、戦士であるブッチの斧おの攻こう撃げきの後をフォローするように氷刃を集中させていた。だが、魔法の氷刃攻こう撃げきは青鱗に効いてない。

　ルシェルは大杖による攻撃を中断。俺も負けじと参加だ。狙いは小さい脚あし。サラとブッチの連携終わりのタイミング、剣と斧のダメージで怯ひるんだソニックバーンの片かた脚あし目め掛がけて、黒槍を伸ばし〈刺突〉を撃ち穿うがつ。

　片かた脚あしが槍で削そがれるとソニックバーンはバランスを崩くずす。

　その瞬しゆん間かん、黒猫ロロの触手骨剣がソニックバーンの小さい頭を突き刺した。

　貫つらぬかれた小さい竜頭の一つは項垂れピクリとも動かなくなる。

　しかし、もう一つあったソニックバーンの竜頭は悲鳴に似た咆ほう哮こうを上げた。

　小さい癖くせにヤケに甲かん高だかい。黒猫ロロは触手を収しゆう斂れん。ソニックバーンの背後へ回り次の攻撃を仕し掛かけようとしていた。だが、バランスを崩したかに思われたソニックバーンは、小さいが故ゆえに片脚が潰されても平気だったようで、残った頭をくるりと回転させながら、素早く小回りを利きかせて体を後方へ回転させる。ソニックバーンは黒猫ロロへ向けて小さい口を広げて咆哮――ブゥゥンッと空気が振しん動どう、衝しよう撃げき波はを撃うち放っていた。

　黒猫ロロは衝撃波をまともに喰らい、反り返るように後ろへ一回転。

　内腹を見せるように転倒していた。

「ロロ！」

　俺は思わず叫さけぶが、大だい丈じよう夫ぶだった。黒猫ロロは転がりながら触手を反対側へ射出し衝しよう撃げきを相そう殺さいしている。ソニックバーンは、またもや口を広げるが、

「わたしに背後を見せるなんてね、サヨナラ――」

　サラの餞別の言葉サヨナラが響ひびいた瞬間。

　腕に魔力が集中――反った長剣カトラスを持つ両腕の表面から紅毛が異常に生え、一瞬で両腕は筋肉が盛り上がり、二にの腕うでが巨きよ大だい化か。毛もふさふさ状態。

　その両腕からスキルの攻撃と見られる四連撃による剣けん撃げきが繰り出されていた。

　小さい竜の頭蓋を一瞬で吹ふき飛ばす。何度見てもすげぇ。間近で確認したが、やはり腕と一緒に、握られている剣が一瞬で巨大化していた。もう元のサイズに戻っているし、剣も特とく殊しゆだ。巨大化した両腕は紅毛に覆われていたが、素早さも跳はね上がっているんだろう。

　腕がぶれるように動いていたし。しかし、反った長剣による四つの剣けん閃せんは、一瞬で四回斬きりつけているのだから、凄まじいの一言。前にドレイクの頭を陥かん没ぼつさせた斬撃も、同じようなスキル系統の一種なのだろう。

　一方、ブッチは最後に残っているソニックバーンの攻撃を一手に引き付けていた。

　二つの頭から交こう互ごに来る噛み付き攻撃を大斧で弾き、ソニックバーンの口から放たれている衝撃波も、大斧を盾たて代わりに防ぎきっている。それをフォローするかのように、べリーズの放った矢がピンポイントに小さい竜の眼球にヒット。頭が二つあるので合計四つの眼を、それぞれミスもなく射抜いていた。

　華麗な弓の腕。矢を喰らった小さい竜は標的が定まらず、ただ闇やみ雲くもに咆哮を続けながら周りへ衝撃波を飛ばすだけとなる。そこに、氷刃ではない、雷かみなり系と見られる魔法が小型竜に炸さく裂れつ。続いて細い黄色い閃せん光こうが二つ、三つとソニックバーンを直ちよく撃げき――。

　ソニックバーンは痺しびれを起こしたようで、ぶるぶる震ふるえているがまだ生きていた。

　だが、動きは確実に鈍くなっている。そんなソニックバーンにブッチは筋肉を生かした強きよう烈れつな大斧の攻撃を楽々と直撃させ、確実に青白い鱗を削けずり取とり肉をえぐっていく。ヒット＆アウェイの動きを完かん璧ぺきにこなしていた。

　あの大斧を使う豪ごう快かいな斧術はラグレンの姿を思い出す。でも、詠えい唱しようが聞こえなかったが、ルシェルの雷らい撃げきは何処から出したんだろう。

　そんな疑問を感じたところで、サラによる三連の斬撃に続き、ブッチの攻撃が始まる。ブッチは跳躍していた――上空から巨斧を叩たたきつけている。兜かぶと割わりのような技わざ。斧スキルの激げき烈れつ打だ撃げきにより、小型竜の細い翼が完全に折れ曲がり、竜の細い翼は千切れ掛かかった。そのブッチが放った大斧の技をフォローするように、間かん髪はつ入いれずにルシェルの雷撃が続く――鱗が削られ肉は焼けて臭においが漂ただよった。

　小型竜はぶるぶると全身を震わせ、完全に痺れを起こしているようだ。

　なるほど。あの雷らい撃げき魔ま法ほうはスクロール系の呪じゆ文もん書しよによるものか。ルシェルの懐ふところ、腰こしベルトには吊つり下さげられた紙束がある。それは装そう丁ていされた分厚い本のように大量に納まっていた。その本から一枚の魔法印紙を剥はがすように取り出し、投とう擲てき。

　宙の位置で、紙し片へんスクロールから雷撃魔法へ変化を遂とげている。

　そして、狙い澄すましたようにべリーズの強ごう弓きゆうから放たれた矢が、青鱗の下から覗かせている焦げた肉部分に二本、三本と連続で突き刺さっていく。最後まで残っていたソニックバーンだが……哀あわれかな、集中攻撃を喰らった。

　ソニックバーンは目が潰れているので、完全に隙だらけ。遅れて、黒猫ロロも小型竜へ向けて、触手骨剣を伸ばす。刺さったままの矢を真っ二つにするように、矢の真上から骨剣により貫かれ抉えぐられていた。俺も攻撃だ。足から腰、腰から腕へ力が伝わるように〈刺突〉を放つ。捻られた銀を帯びた黒槍が小さい竜の胴体を穿ち、深く貫いた。

　さらに、皆の攻撃は続く。小さき竜は逃げられず、悲鳴も上げられず。一瞬にて、細切れの肉にく片へんとなってやられていった。完全なオーバーキル。

　そして、周りの戦い、別の竜と蟻のモンスター同士の戦いも終結していたようで、もう俺たちが戦っていた周りには竜と蟻の気配はなくなっていた。

　初めての団体戦をやり遂げた。こりゃかなり楽できる。

　周りを見る余裕も生まれるし、なにより連れん携けいが楽しい。

　相棒の黒猫ロロとの連携も面白おもしろいが、また違った面白さがあった。

「よっし。もう周りに敵は見えないわね。辺りに湧わいていた蟻と竜種は全部片付けたかしら……死し骸がいの剥ぎ取り素材だけど、後で回収するとして今は放っておきましょう」

「そうですね。隊長の言った通り〝気配〟は、もう左側からはありません。上空ですとワイバーンらしいのが、まだ見えますが……」

　ルシェルは索さく敵てき系スキルか、探たん索さく魔ま法ほうを使えるようだ。

「さすがに、あの距離だと、わたしの弓も届くかわからないわね……」

「斧おのが振ふれれば、俺はどこでもいいぞ、団長の判断に任せる」

「そうねぇ……」

　そこで、俺の意見を待つように、サラは視線を向けてくる。

　彼女と視線を合わせて、一度軽く縦に頷いた。確かに、魔素の気配は上空からしか感じない。フェロモンズタッチでも同様だ。皆の顔を見ると疲労の色が見える。

　なので、少し休きゆう憩けいしたほうがいいかな。提案してみよ。

「……皆の表情を見るに、休憩したらどうだ？」

「そうね。少し休憩しましょう。ルシェルは濃のう度どの高い魔力回復薬リリウムポーションを飲んどいてね。わたしを含ふくめた皆は、体力回復の丸薬やポーションを」

　皆、隊長サラの言葉に黙だまって頷くと、各自の背はい嚢のうや腰ベルトから薬を取り出し、口に含み飲んでいく。俺はポーションは飲まずに、腹が減ったので乾かん燥そう肉にくを食べる。

　ロロにも食べさせてあげた。

「もう、ここら辺にはモンスターはいないし、軽い休憩はここまでにして転移陣じん近くまで戻りましょうか。日も陰ってるし。ワイバーンと近衛大蟻の戦いも気になるわ。どっちもかなりの強敵だしね」

「了解ッ」「うん」「転移陣まで戻りましょ」

　俺も返事、「わかった」と声を出すと「にゃっ」と、黒猫ロロも鳴いていた。

「ふふっ、ロロちゃん、可愛かわいすぎ。わたしに返事をしたの？」

「ン、にゃぁ」

『早く戻るにゃっ』という感じで黒猫ロロは鳴くと、ぽんっと俺の肩かたを叩いていた。

「まぁ、おどろき。カワイイけど、ちゃんと判断しているのね。この子、頭がいい」

「確かに……わたし、使つかい魔まには詳くわしいですが、ロロちゃんみたいな優ゆう秀しゆうで可愛い使い魔は初めてみました」

「そのロロちゃんも、急せかしてるみたいだし。行きましょ」

　こうして、転移陣があるところまで、皆で戻ることになった。

　明るい転移陣が視界に入る。魔法の光源が海面に漂うブイのように浮いて、地面に刻まれている魔法陣をライトアップしている。光が反射して少し眩まぶしい。

　そこで冒険者たちが手長蟻と戦っている様子も確認できた。

　戦いはじき終わりそうだが、中央にあった簡易的な防ぼう護ご壁へきがなくなっている。

　ワイバーンと近衛大蟻インペリアルアントの戦いに巻き込まれたようで跡あと形かたもなく潰れて壊こわれていた。中央は隠れる場所もなく完全にがら空き状態。

　手長蟻たちを倒し終えた冒険者たちが戻ってきた。

「紅虎の嵐だ。戻ったのか」

「ドレイクを倒しきったらしいな」

　冒険者たちはそれぞれに感かん嘆たんの表情を浮かべ呟いている。そこに、指示を飛ばしていた細ほそ眉まゆのポニーテールな女性が大杖を背に戻しながら、近寄ってきた。

「あのドレイクたちを倒しきったのですね？　凄すごい。紅虎の皆さんは、次期Ａランクと称しようされるだけはありますね……ん？　Ｄランクの貴方あなたが、なぜ一いつ緒しよに……」

「ん？　その反応はなんだ。シュウヤが助けてくれたからこそ、ドレイク、ソニックバーン、蟻たちを素早く殲滅できたんだぞ？」

　サラは俺を庇かばうように話してくれた。

「そうよ？　その疑問顔は何かしら？　シュウヤは凄すご腕うでなのに」

　べリーズさんも、目つきを細めて怒おこってくれた。

「確かにな。獣じゆう人じんを超える身体能力は凄かった。なにより驚おどろいたのが、俺たちと何も話していない状態で、連携に加わりそつなくこなしたことだ。隊列や戦術確認もなしでな。中々できることじゃない」

　ブッチさんも、偉えらい勢いで褒めてフォローしてくれた。冒険者として、認めてくれるのは嬉うれしいもんだ。

「ランクで人を判断するのはエリスの悪い癖ですよ。シュウヤさんは【紅虎の嵐】が先に唾つばをつけ、いえ、太たい鼓こ判ばんを押せるほどの人材です。それに黒猫ちゃんも可愛いですし」

「ルシェルまで……そうですか。これは失礼を致いたしました」

　エリスと呼ばれた女性は紅虎の面々からの予想外の言葉に、驚きの顔を浮うかべながらも、素す直なおに俺へ向けて頭を下げていた。

「『シュウヤ』さんというのが、名前なのですね。わたしはエリス・ファフナード。魔導使いでＢランク。冒険者クラン【八や乙おと女め】を率いるリーダーです。父の伝つ手てで冒険者ギルドで参さん謀ぼうの一人をやらせてもらっています。先さき程ほどは失礼いたしました。お詫わびします」

　勝ち気のポニーテール女性の名前はエリスか。ルシェルと知り合いなのかな。

　視線をなんども合わせてるし。まあ、俺は別に怒ってないから丁寧に挨あい拶さつしておく。

「……エリスさんですね。大丈夫です。俺の名はシュウヤ・カガリ。今のようにシュウヤでもカガリでも好きな風に呼んでくれて構わないです」

「……よかった。【紅虎の嵐】の皆さんが認めるということは、シュウヤさんは相当な槍やり使つかいなのですね」

　エリスは俺が握にぎっている黒槍を見つめると、そう語っていた。

「槍だけが取とり柄えですから、自信はあります」

「それなら、今後の戦いもよろしくお願いしますね。残りは中央部の!?」

　奥おくからは蟻たちの足音が響いてきた。魔素の反応も複数ある。

　エリスもこの音に驚いたように右へ振り向むいている。皆、遅れて気付きだした。

「また蟻かっ」

　右辺の奥から兵隊蟻ソルジヤーアントを引き連れた鎧将蟻の大群が現れていた。

「ソルジャーにオフィサーまでいるわ、皆、迎げい撃げき準備――」

　エリスが大声で冒険者たちへ指示を出だす。

「おおうっ！」「きばるかっ」「おうよっ」

　――さすがに指示が早い。指示を受けた冒険者たちは前衛、中衛、後衛、と、各それぞれクランごとに隊列を組み、鎧将蟻と兵隊蟻の群れに対たい峙じしていた。動きが素早く熟練した動きを感じさせる。この冒険者たちはある程てい度どの経験を持つクランのようだ。

「エリスさん、わたしたち紅虎は遊ゆう撃げきをさせてもらう」

「ええ、防護壁もないし、各個撃破でお願いするわ」

　その際にルシェルがエリスの側そばに走りよった。

「エリス、頑がん張ばってね」「ルシェルもね」

　ルシェルとエリスは、お互いの杖を交差させコンッと叩き励はげまし合うと離はなれていった。

　紅虎のメンバーはサラを先頭に蟻たちへ立ち向かっていく。早さつ速そく、近くにいるソルジャーアントに狙ねらいをつけ攻撃を開始していた。さて、この状じよう況きよう――紅虎と一緒に行動しても、しょうがない。一番殲滅速度が低いところ、それか、一番脆もろいところはどこだろう。そう思いながら、戦場を見み渡わたす――あそこに加勢するか。鎧将蟻の二匹ひきが大暴れしている。

　大おお柄がらで甲こう殻かくを持つ特徴を生かすように、ブルドーザー的な突撃を前後に繰くり返かえしては冒険者グループを吹き飛とばしていた。アイコンタクトで黒猫ロロへ合図して走り出す。

　黒猫ロロは姿を黒くろ豹ひようへ変えながら四し肢しを走らせついてくる。二匹の鎧将蟻は冒険者の集団を弾はじき飛ばすと左右へ分かれたので、左に突き抜ぬけていた鎧将蟻から狙った。狙いの鎧将蟻は方向転てん換かんを開始している。

　こないだの要領で、弱点を狙う。脚と脚の境目にある筋肉の筋へ向けて黒槍を突き出し、筋に穴を開け横へ薙なぎ払う。ついでに長い脚を数本、空へ斬きり飛ばす。鎧将蟻は急な横からの衝撃に対処できず、勢いあまってひっくり返ってしまい首根っこを晒さらした。

　その瞬間を狙って待っていたかのように黒猫ロロの触しよく手しゆ骨ほね剣けんが唸うなる。

　鎧将蟻の首付け根に触手骨剣を集中させて突き刺しを連続で行う。

　何回も貫かれた首元は千切れそうになっていた。そして、異音と共に赤黒い液体が吹き出すと、それに押されたように、鎧将蟻の頭は本当に千切れ飛んだ。そのまま大たい砲ほうの弾たまのように飛び、隣となりで突撃していた別の鎧将蟻の甲殻を直撃。ぶつかった衝撃に気付いた鎧将蟻は、ファーのような赤毛が目立つ脚を激しく交差させ、真正面へ振り向く。俺たちを睨にらみ付けてから、死骸となった鎧将蟻を吹き飛ばす勢いで突とつ進しんしてきた。

　黒猫ロロは素早く反応。

　触手骨剣を遠くの地面に刺し、その触手をシュルシュルと音を立てるように収斂させることで伸しん縮しゆく力りよくを移動に活用し、体ごと避ひ難なん。鎧将蟻の突撃を華か麗れいに避さけていた。

　俺は〈脳脊魔速切り札〉を発動――自身の速度を上げ鎧将蟻の横へ移動した。

　その際に、柔やわらかい脚の節々を狙う。目で射殺すように、睨みながら黒槍を突き出し、銀を帯びた穂ほ先さきで斬るイメージで横への薙ぎ払いを実行――。数本の脚を斬り飛ばしてやった。〈脳脊魔速〉が切れるまで、鎧将蟻の脚を刈かり取っていく。

　鎧将蟻は片側の脚が全すべてなくなると自身の吶とつ喊かん速度に耐たえられず、兵隊蟻を巻き込みながら転てん倒とう、ひっくり返り仰あお向むけ状態で身体を痙けい攣れんさせていた。

　チャンスと判断した冒険者たちから集中攻撃を受けていく。あのひっくり返った鎧将蟻、その姿は亀かめに見えてくる。少し可愛く感じてしまったが、放っておいて、あの人たちに任せよう。

　再び、戦場全体を俯瞰するように視線を向けた。紅虎の一団は別の鎧将蟻と戦っている。

　例の足止め魔法で動きを止め、確実に一匹ずつ鎧将蟻を仕留めているようだ。

　――あそこは大丈夫。と、次にエリスを中心とした冒険者集団へ視線を向ける。

　そこでは鎧将蟻の注意を一点に集めて、走りつつ逃にげているエリスの姿が確認できた。

　エリスのクランメンバーは、エリスが囮となって鎧将蟻の注意を引きつけている間に、他ほかの兵隊蟻を始末する作戦らしいが……あのままだと、エリスが危険かもしれない。

　よし、まずは彼かの女じよを追いかけている鎧将蟻を倒そう。美人だし助ける！

　エリスは、さらに自分へ注意を集めるために、鎧将蟻へ向けて魔法の火球を放つ。しかし、鎧将蟻の脚の赤毛が燃えるのみで、効き目はイマイチのようだ。脚の一部が燃えているのを気にもせず、鎧将蟻はまた突進しようと、カサカサと脚を動かし、重そうな胴どう体たいを回転させ方向転換を行っている。

　チャンスだ。俺は、方向転換の最中の鎧将蟻へ魔脚で一気に近付き、その脚を黒槍で削いでやった。よろめく鎧将蟻、さらに無防備となる。

　間を空けることなく、例の如く鎧将蟻の首の根本を狙い――〈刺突〉を撃ち放つ。

　鎧将蟻の首の根本に黒槍が深く突き刺さった、その瞬間、さっきと同様に、傷から噴き出る血の放出圧力に負けた頭部が、ピンポン玉のように飛んでいく。

　飛んだ蟻の頭ず蓋がいは、近くで冒険者たちと戦っている別の兵隊蟻の胸部に突き刺ささっていた。その兵隊蟻は、真新しいゾンビのように身体に食らいついた頭蓋を胸から生やして、そのまま活動を止めている。

　危なかった。ロケット弾のように吹き飛んだ蟻頭が冒険者たちに当たらないでよかった。

　……そんなことを考えてから、不吉な想像はすぐに振り払う。

　やがて、苦戦の原因である鎧将蟻が居なくなったことで、形勢が一気に冒険者側へ傾いた。勢いに乗った冒険者たちは残りの兵隊蟻を順調に仕留めていった。

　まもなくして兵隊蟻も殲滅。新たに湧いてきた蟻の群れは、こうして早々に全ぜん滅めつした。

「おぉぉ」「おおおおぉぉ」「やったなぁ」

　蟻を一いつ掃そうした冒ぼう険けん者しやたち。それぞれに声をあげていく。

「えらく速く倒たおせたなっ、勝ったぞぉぉ、蟻めがぁ」

「――えいえいっ」

「「――おおおぉぉ」」

　あちこちで勝ちどきをあげる冒険者たち。

　黒猫ロロはその轟とどろく声にびっくりしたようで、俺の肩へ素す早ばやく戻る。

「――皆さんっ、喜ぶのはまだ早いです！　犠ぎ牲せい者しやの遺品を集めておくように、それから怪け我が人にんは各自ポーションあるでしょう？　ポーションがなくなった人はリーダーに報告。ヒール系を使える水属性の魔法使いさん、光属性の助祭や司祭持ちの方はポーションが飲めない方に癒しの魔法ヒールをお願いします。わたしも軽めのヒールなら使えますから回復します。喜ぶのはその後ですよ？」

　エリスは指揮官らしい言動だ。リーダーというより、軍隊経験を持っていたり？

　そして、さっきの戦いで重傷を負った人たちへオーロラのような回復魔法のヒールが掛かり癒いやしていく。ここにいる冒険者たちは皆、経験豊富なようだ。犠牲者はたったの二人だけだった。後はポーションを飲んだりかけたりして怪我けがを癒す人が多数いるだけで、重傷者も三人のみ。あっさりと治ち療りようが終わる。治療を終えると、エリスが話しかけてきた。

「さっきはありがとう。わたしたちに向かってきたオフィサーを倒してくれて」

　激しく動いてたせいかポニーテールの髪かみ型がたがズレて変な髪かみ形がたになっていたが、失礼かもしれないので言わなかった。

「エリスさんが、あの鎧将蟻の注意を引き付けていたからこそ狙うのも楽でした」

「そうですか？　あまり自己アピールをしない方なのですね。ふふ、あ――」

　そこで、エリスさんは髪型がズレているのに気付いたらしい。両手を使って直している。

　エリスの恥ずかしそうな表情もいいけど、今、一いつ瞬しゆん見せた笑え顔がおもいいね。インテリ風の勝ち気そうな表情と違って、ギャップがある。

「よっ、シュウヤもオフィサー数すう匹ひき殺ったみたいだな」

　そこにブッチさんの声が響く。紅虎の一団も近付いてきた。

「あの突撃は戦車のようで厄やつ介かいだからな」

　俺がそう答えると、ベリーズが反応。彼女は弓を背中の革かわ紐ひもと金具に連結させている。

　お洒落しやれなバックルだが、取り外しが容易たやすそうな装備品だ。

「シュウヤ君って、見た目が若いのに意外と冷静ね。わたしたちと一緒に蟻やオフィサーを倒すかと思ったけど……」

「ベリーズの言う通りだ。あの乱戦の中を見み極きわめるように動き、脆いところを一人で打開する動きをしていた」

　サラまで。皆みなに褒ほめられると、どうもむず痒がゆい。

「……たまたまだよ。あのオフィサーを潰せば楽になるのは明白だったし」

「……シュウヤさんは謙けん遜そんさんですね」

　ルシェルも大きい瞳ひとみをキラキラと輝かせて、そんなことを言っていた。

「はは、褒ほめ殺ごろしはその辺にしといてくれ。それに、まだ殺ることがあるだろう？」

　と、中央部を見る。あの怪かい獣じゆう決戦はまだ続いている。

「その通りです。あのワイバーンと近衛大蟻インペリアルアントを倒すのは容易なことではないでしょう。まずは作戦会議を行います。ここにいるクランのリーダーたちを集めますので、少々、お待ちください」

　作戦会議か。そりゃ当然だな。と頷いて、

「了解」

　と、俺は返事をした。

「わかったわ」

　サラの言葉にエリスは頷いてから、皆を集めるために散らばっている冒険者たちのところへ走っていった。サラは皆に呼びかけているエリスの姿を見ながら、

「作戦か、もう夜になりそうだし、動くのは朝になってからかな」

　と呟いた。







第二十九章「魅惑のデルタ地帯」







　クランやパーティのリーダーたちが円えん陣じんを組む。

　その真ん中でエリスの声が響く。

「【コクダラ】のキングさん、【天の剣】のキョウさん、【ハイムの守り】のアメリさん、【戦神】のガルナノフさん、【ファイダート連盟】のシセアさん、【紅虎の嵐】のサラさん。そして、私【八乙女】のエリス。各クラン、各パーティのリーダーに集まってもらいました」

　リーダー格の人たち。皆、いい面つら構がまえだ。

　その中で、脛すねを包つつむ緑色のレギンスを履はいたドワーフが、訝いぶかしむ視線で俺を見た。

「それで、その男は？」

　ドワーフはエリスへ向けて疑問形の言葉を投げかける。同時に皆の視線が俺に集まった。

「この方の名はシュウヤさんです。個人参加ですが、さきほどの戦いで活かつ躍やくしていた〝槍使い〟ですよ。かなりの戦力なので、この作戦会議に参加してもらいました」

　ざわざわと周りが騒さわぐ。「あ～あの、槍使いか」「個人参加だったのか」「槍か」

　近くにいた各クランのリーダーたちは品定めでもするように、俺を見つめ、互たがいに頷うなずき合い呟つぶやいていた。

「コホン。では、いいですか？　改めて、ギルドの参謀として、エリス・ファフナードが話を進めますよ？」

　エリスの参謀としての言葉が響くと、騒ぎが一瞬で収まり沈ちん黙もくが流れた。

　少し間が空いてから、

「……では、話を進めます。皆さんのお陰かげで、転移陣の周りに出現していた竜りゆうと蟻はある程度殲せん滅めつできましたが、まだ、残っている敵がいます。ご存知の通り、大型竜ワイバーンと近衛大蟻インペリアルアントです。強敵ですが、排はい除じよします。ですので、これから、あの中央部を押さえに入りたいと思いますが、何か意見はありますか？」

　エリスの言葉にいち早く反応したのは戦士の格好をした人。

「前衛のみで構成された【コクダラ】だが、障害物バリケードが欲ほしいとこだな」

「【天の剣】も前衛組だが、その意見に賛成だ。確かに障害物があれば後衛がやりやすくなると思う。作戦はエリスの指示に従おう」

　次は魔法使い系のローブを着る人が口を開く。

「わたしたち【ファイダート連盟】は魔法使いが殆ほとんど、先程のご意見通り、障害物があれば楽になります。ワイバーンや近衛大蟻インペリアルアントとなると遠えん距きよ離りからの攻撃もあるので、怖こわいですからね……前衛さんを信用していない訳ではないのですが」

「――【戦神】は前衛がメインだ。竜殺しの特効斧を持つわしはワイバーンを狙いたい」

　魔法使いの弱気な発言の終わりに重ね被かぶせてきたのが、この中で一番背が低い種族のドワーフ戦士だった。彼かれは重そうな巨斧を持ち、顔には複数の入いれ墨ずみがある。

　まるで北ほく欧おうのバイキングを思わせた。次は弓使いの女性が一歩前に出ながら話し出す。

「【ハイムの守り】は遠距離型、弓だけじゃなく、回復魔法が使える魔法使いが二人在ざい籍せきしているので、やはり障害物が欲しいとこです」

「わたしたち【紅虎の嵐】は、バランス型と言っていいだろう。障害物が確かにあったほうが良いが、ワイバーンも近衛大蟻インペリアルアントも後方には行かせるつもりはない。動きを止めて各個撃破する」

　最後に紅虎のサラが発言を終える。

「そうですね。やはりＢランク【紅虎の嵐】さんに先せん陣じんを切ってもらい、他のクランやパーティは、それをフォロー。後方から一匹に集中して攻撃。こんな感じでどうですか？」

　エリスは話を纏まとめ始めた。障害物があれば有利か。

　この周りに転がる大きい鎧よろい蟻ありの甲殻を使えばいいのに。言ってみるか……。

「あの～、いいですか？」

「えぇ、どうぞ」

　エリスは笑顔で了りよう承しようしてくれた。俺は頷き、思ったことを口にしていく。

「障害物なんですが、この鎧蟻の甲殻を利用すれば、簡易な防護壁になるんでは？」

「あっ、そうですね。ですが……」

「はは、坊ぼう主ず。いい考えだが、それは重いし人数が掛かる。荷車もない」

　ドワーフのバイキングな中年親父おやじ、戦神クランのリーダーが腕うでを組みながら笑ってそう話していた。

「では、転移陣でギルドに一いつ旦たん戻もどり、人を呼び、荷車を持ってくればいいのでは？」

　他のクランリーダーが、そう発言した。俺は率そつ直ちよくに意見を返し行動に移す。

「その必要はないです。俺が運びます。とりあえず中央部近くまで運べばいいですか？」

　そう言って、腕うで輪わに触さわり格納を押す。

　アイテムボックスの中へ、周りにある鎧蟻の甲殻を入れていく。

　まぁ、手て掴づかみで持って運べるけど、アイテムボックスがあれば楽に運べちゃうからな。

「あれが……」

「へぇ、これで端たん緒しよが開けたな」

「ということは、迷めい宮きゆう都市か、塔とうで活躍している者なのか？」

「さあな、ここでは珍めずらしい」

　皆が唖あ然ぜんとしてる中――周りに散らばる甲殻の全てをボックスの中へ収納した。

「それはアイテムボックスですか？」

　エリスが驚きながら詰つめよってくる。

「そうです」

　俺おれは素直に答えた。

「やはり、予想通り迷宮都市出身なのか？」

「迷宮だとすると、もしや六大トップクランと繋つながりがあるのでは？」

「どうだろう、迷宮都市ならば比ひ較かく的てき手に入れやすいと聞いたが……」

「しかも、あれほどの槍使いだ、八槍神王の何いずれかのもとで修しゆ行ぎようを重ねたに違いない」

「……確かに、八槍神王第五位一槍のアキュレイ・アキレス、八槍神王第七位魔ま槍やりリコ・マドリコスの辺りには門徒が多いと聞いた」

　各リーダーたちがそんなことを言っていた。アキュレイ・アキレスの名は非常に気になる、まさか師し匠しよう繋つながりか？　それと、このエリアだとアイテムボックスは珍しいようだ。

　近くに来たエリスが、小さい声で話してきた。

「シュウヤさんは【迷宮都市】で冒険者をしていたのですね……」

「いえ、これは【迷宮都市】産だとは思いますけど、俺自身はまだ【迷宮都市】に行ったことないですから」

「そうですか。父は持っているんですが、くれないんですよねぇ」

　エリスはそんな愚ぐ痴ちを溢こぼすと、ジトッとした視線で俺の腕輪を見つめている。

　俺はそんな視線と言葉を無視して話していった。

「ここにある甲殻は全部入れました」

「ええ、はい。では、シュウヤさんに甲殻、障害物の件はお任せします。今からでも、中央部から前方にかけての設置をお願いできますか？」

「はい。了解です」

　エリスは俺の言葉に頷いてから、皆に顔を向けた。

「それでは、作戦会議はここまでにして、休憩に入りましょう。今、話をしていた作戦は外が明るくなり次し第だい、決行する予定です。先陣は【紅べに虎とらの嵐あらし】を中心に突撃。ワイバーン、近衛大蟻インペリアルアントの内、その何れか一匹に集中する形で先制攻こう撃げきを行いたいと思います。夜間の見張りはクランの方々独自の判断でお願いしますね。では、解散」

「わかった」「頑張りましょう」「おう」「明日か」

　エリスの言葉を聞いた皆は、一いつ斉せいに頷き、了承の言葉をあげていく。

「しかし、隠かくれた実力を持つとはいえ、あの槍使いに任せて平気なのかね」

「さぁな。とりあえず休憩だ」

　冒険者メンバーたちはそれぞれ勝手なことを言いながら転移陣の周りに集まると休憩を始めていた。さて、俺は指示された通りに甲殻を置いてくるとしますかね。

　移動しようとした時、紅虎のメンバーが近寄ってきた。

「シュウヤ、重い甲殻を障害物に再利用するとは機転が利くな。皆も休憩が取れるし、これで多少は楽にワイバーンや近衛大蟻インペリアルアントと戦うことができそうだ」

「役に立てて光栄だ」

「でも、シュウヤがアイテムボックス持ちとはな」

「俺が持ってちゃダメかい？」

　心外だな、という感じの顔色を表に出して話していたサラはかぶりを振って否定。

「いやいや、そうじゃない。この地域では珍しい物だから」

「サラは持ってないのか？」

「持ってない。迷宮都市や不ふ窟くつ獅し子しの塔にはまだ行ってないからね」

　ここでは手に入りにくいだけで、アイテムボックスは売っているようだ。

「なるほど」

「でも、いいなァ、その腕輪のマジックアイテム。シュウヤさん。わたしもいつかゲットしてみせますからね」

　ルシェルは物もの欲ほしそうに俺の腕輪を見ていた。

「ルシェルが欲しがるの、わかる。迷宮都市ならそれなりに金を出せば買えるだろうけど、この都市じゃ中々、出回らないしねぇ……ってことで、隊長には悪いけど、わたし、シュウヤのこと〝気にいった〟かも」

　ベリーズは妖よう艶えんな笑えみを浮かべて、そんなこと言ってるし……。

「――何っ、ベリーズ。シュウヤとはダメだぞ」

「ふふ、隊長と勝負かな……」

　サラが獣人の耳を紅あかく染めながらベリーズを睨にらむと、エルフのベリーズも微び笑しようを浮かべてサラを見返している。争いが始まっていた。目と目から光線でも出すように互いに視線を衝しよう突とつさせているし、これ、反応に困るな。

「隊長もベリーズも、ダメですよ――」

　二人とは別に、ルシェルも俺の腕を掴つかんでくる。

「シュウヤさんが呆あきれてるじゃないですか～。ねぇ～シュウヤさん♪」

　そう言って、ボディタッチを頻ひん繁ぱんに繰り出してきた。

「ルシェル？　何を触っているっ、それに何が〝ねぇ〟だ」

「あっ、隊長が怒った」

「ルシェルも案外手が早いわね――シュウヤ君～この依い頼らい片付いたら……ね？」

「にゃにゃぁ」

　ベリーズも、俺の反対側の手を掴んで豊満な胸を押おし付つけてくるっ。

　いい匂い、シトラス系の香こう水すいだ。そのまま耳に息を吹き掛けてくるし……。

　ロロも楽しそうにスキンシップに混ざりたいのか、俺の足に頭を擦すりつけてきた……こっこれが、モテキという奴やつか？　ハーレム？　ヤバイヤバイ、依頼中だってのにっ。

「……え～とだな。二人とも感かん触しよくは最高だが離れてくれ。まだやることが残ってるし」

「――あっ」「――ふふっ」

　名残なごり惜おしいが、理性を保ち強ごう引いんに引ひき離した。

「シュウヤのいう通りだ。全くっ、二人とも、こっちに来いっ」

　サラはルシェルとベリーズの頭へ拳こぶしを落とすと、引き摺ずるように離れていった。

「そうだぞっ、お前ら調子に乗りすぎだ。団長が怒っているじゃないかっ！　しかしシュウヤ……お前はまったく」

　ブッチはサラの隣で愚痴を漏もらすように吠ほえていた。

　途と中ちゆうで、俺のことを睨み出している……何も俺は悪いことしてないぞ？　おっぱいの感触は得たが……。

「はは、大変ですね」

　そこに、エリスが笑いながら話しかけてきた。

「すまん。変なとこ見られたな」

「いえいえ、ルシェルやベリーズさんの気持ちはわかりますから……ゴッホン。では、行きましょうか。甲殻を置きに」

　エリスも大きな目が泳ぎ、わざとらしい咳せき……んん、気持ちがわかる？

　ということは、おっぱいを俺に当てたい？　違うか。自意識過か剰じようじゃなきゃ、好意を寄せてくれているのかな？　やはり、ついに俺もモテキ到とう来らいか。

　でも、今は依頼中だ。調子に乗らずに、仕事をしなければ。というか、エリスは甲殻を置きに一緒に来る気か？

「……エリス、休憩するんじゃ？」

「わたしも一緒の方が良いかな……と」

　さすがに一人の方が楽だ。断っとこう。

「いや、一人でやるから、いいよ」

「危険地帯ですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　エリスは顔を傾かしげている。

「うん。それより、休憩と言っても、ここは蟻の巣だ。いつ他の蟻や残っている竜族が襲おそってくるかわからない。だから指揮官は残っていた方がいい」

「確かに……そうです、ね。わかりました。障害物作り、気を付けてください」

「大丈夫。転移陣の前方に置いてくるだけだ。危険地帯のワイバーンと近衛大蟻インペリアルアントが争あらそっている現場では隠れながら上手にやってやるさ」

「はい。期待しています」

「おう」

「ンン、にゃぉ」

　黒猫ロロも『任せろニャ』風に鳴いてから、俺の肩へと跳ちよう躍やく。

　そうして、黒猫ロロを肩に乗せたままワイバーンと近衛大蟻インペリアルアントの激しい戦いが起きている現場へ向かう。巻き込まれないように要所要所で、〈隠身ハイド〉を発動させてから、ボックスから甲殻を取り出し、配置していく。

　甲殻の配置は意外に簡単に終わり、転移陣の前まで戻もどることができた。

　冒険者たちは転移陣の周りを囲うように休憩している。俺もその中で空いてるスペースに座すわろうとしたら、エリスが、俺に気付いたようで話しかけてきた。

「シュウヤさんっ、よかった……」

　無事でよかった的なニュアンスだ。心配してくれていたのか。笑顔で答えよう。

「ただいま。全部置いてきたよ。あのワイバーンと近衛大蟻インペリアルアントたちは自分たちの戦いに夢中で、俺には反応を示さなかったから楽だった」

「そうですか。さすがですね。ご苦労様です」

　俺とエリスが話していると、サラが休憩場所である焚たき火びの側そばから離れて、急ぎ近寄ってくるのが見えた。

「……シュウヤ。お帰り、一緒に休憩しないか？」

　サラに誘さそわれた。お邪じや魔まするかな。

「そうさせてもらう。それじゃ、また明日にエリスさん」

「……はい」

　エリスは残念そうな表情をみせていた。済まんね。

「にゃ」

　黒猫ロロも肩に乗りながら、小さい声で鳴く。

　そのままサラに連れられ、紅虎の面々が休んでいる焚き火に案内された。

「よっ、もうあの大きい甲殻、障害物として置き終わったのか」

　俺が焚き火の側に座ると、ブッチさんが話しかけてくれた。

「うん。一応隠身ハイド持ちなんでね、だが、隠身ハイドがなくても平気だったかも、俺のことなんか眼中になかったし、あの竜と蟻は」

「ひゅ～、つうことは斥せつ候こう持ち？」

　口笛を吹ふく、ブッチさん。斥候？　偵てい察さつ専門のスキルか、戦せん闘とう職業のことかな……。

「……いや、そこまでじゃないよ」

「そかそか。まぁ飲めよ」

　ブッチさんは顔が少し赤くなっている。酔よっているぽい。

「はぁ、じゃあ少し……」

「ははは、遠えん慮りよするな」

　木のコップごと貰もらった。中に入っていた液体を少し口に含む。

　やっぱ酒か。ついでに、ポケットから乾燥肉を取り出そ。

「こら、ばかブッチ。休憩なんだから本格的に酔うなよ？」

　べリーズはそう言って、パンみたいなのを食べている。

「なんだとぉ、まだ少量しか飲んでないぞ」

　ブッチは腕を曲げて、上じよう腕わん二頭筋のりっぱな力ちから瘤こぶがある筋肉をアピールしながら、酒の入っているゴブレット風のコップを見せた。

「ブッチ、今日はそのコップに入った酒のみだぞ」

「えええ、そんな団長……」

　ブッチは酒が大好きのようだ。

「ブッチ、隊長が決めたことは絶対ですよ？　というかここがどういう場所かわかってるでしょうに、ま、酔ったブッチも強いですが……あ、シュウヤさんも飲み過ぎないように注意してくださいね」

　ルシェルは体育座りをしながらエジプシャンメイクの綺き麗れいな笑顔を見せる。

　だが、しかし、重大な懸け念ねんが発生していた。ローブの下、悩なやましい太ふと腿ももの間から黒パンツが少し見えていた。そう、所謂いわゆる、絶対領域、絶対空域の秘部に存在すべきものが……。

「……あぁ、これだけにするよ」

　一瞬、凝ぎよう視し。えぇ、パンツ食い込み委員会と理性を戦わせましたとも、俺はごく自然に視線を違う方向へ向けて、乾かん燥そう肉にくを口に運ぶ。脳内裁判を起こさず、理性が勝ったよ。

「ンンン、にゃ」

　と、内心どや顔をしていたら――ロロが鳴きながら肩かたから飛んで俺の食べかけ乾燥肉を奪うばっていきやがった。あぁ、素早いっ、たっくもう。腹が減ってたのか、しょうがない。

「ロロ、もっといるか？」

　黒猫ロロは尻尾しつぽをぽんっと反対側へ動かした。

「ロロちゃん。尻尾で返事してます」

「そうらしい……」

「はは、ロロちゃんは腹が減ってたらしいな。ところでシュウヤ。真ま面じ目めに聞くが……」

　サラは小さいネコミミをピクッと動かすと、近寄ってくる。その目は真しん剣けんな眼まな差ざしだ。

　明日の作戦についてか？

「なんだ？」

「突とつ然ぜんだが、わたしたちのクランに入らないか？」

　違った、お誘いか。

「……また唐とう突とつだな」

　クランか。ん～。

「あらま、隊長が直接誘ってる。めったにないですよ。シュウヤさんを相当に気に入ったようです」

「まぁ、団長が気にかけるのはわかる。槍使いとしての腕は確かだ。俺たち獣人の戦士タイプは純じゆん粋すいな力に惹ひかれるし」

　ブッチ氏もそう褒めてくれた。

「わたしも、紅虎ここに入ってくれるなら嬉うれしいわ。いつでも狙えるし……」

　ベリーズの台詞せりふと笑顔が怖い。妖艶な感じだ……狙われてみたい。おっぱいで叩たたかれてみたい。

「ベリーズ、狙うって、その目が怖い～」

「あら？　ルシェルだって、変な笑顔になっていたわよ？」

「えぇ？　ブッチ、わたし変顔してた？」

「いや、そんな顔してないぞ？　パンツはさっきから見えているが」

　ルシェルは慌あわてて臀でん部ぶをローブで隠す。

「あぁっ、ブッチ！　エロブッチだ」

「ちっ、ちげぇぇぇ」

　いや、エロブッチ先生……俺は決して責めたりはしないよ。

「――はは、というか、おまえたちうるさいぞ！　シュウヤの返事が聞けないだろう」

　ん～、今はな……。

「……そうだな。仲良くして貰って悪いが……断る」

「えぇ？」「断るの？」

　ルシェルとベリーズは驚おどろいた反応を示す。サラも俺が断るとは思わなかったようだ。

「そうか……理由を聞かせてくれないか？」

「単純だ。俺にはやるべきことがある。それと、今は気ままに過ごしていたい」

「……そうか。残念だ」

　サラは言葉通り、耳を凹へこませ顔を沈しずめてしまった。俺としては、こんな美人たちとしばらく仲良く過ごすのもいいかなと思っている。だが、正直いうと、美女の笑顔が少し怖い。この病名はクナショック。アナ、もとい、クナフィラキシーショック。

　まぁこれは冗じよう談だん半分だけど、第一の目的である黒猫ロロとの約束もある上に、ゲート先を一個一個と確実に調べるのには、軽く年単位の時間が掛かかると思われる。クランに入ったら自由が利きかない。何より俺の場合は、居場所は自ら作った方がいいだろう。

「……団長の誘いを断るとは」

　ブッチさんもそう呟いていた。

「――本当にガッカリだけど」

　ベリーズさんはおっぱいを揺ゆらして立ち上がった。ニヤっと笑顔を見せる。

　彼女の瞳はどこか潤うるんで見えた。俺に素早く近寄ってくると、隣にすとんっと座り腕を絡からめてくる。

「クランに入らないのは残念だけど……今日は傍そばにいて――」

「コラッ」「何してるのっ」怒ど声せいはサラとルシェルだった。

「オィッ、な～にが、そばにいてだ」

「そうですよー。全く、油断も隙すきも無い……」

　蓮はすっ葉ぱ口調のサラとルシェルのご両人。頬ほおを膨ふくらませた二人はいつの間にかベリーズの背後にまわっていた。そのままベリーズの両りよう腕うでを掴み、引き摺るように焚き火の側から離はなれていく。

「あはは、済まんな。ベリーズは一度気に入ると積極的だからなぁ」

　ブッチ氏はほろ酔い気分らしい。怒おこらずに笑っていた。

「はは……」

　こうして、ある種、男おとこ冥みよう利りに尽つきる緊きん張ちよう感かんに包まれて夜を過ごしていく。

　――だが、ここは蟻の巣。深夜すぎに蟻が湧わくのは当たり前。

　なので、そんな馬ば鹿かげた緊張感はすぐになくなり、俺と黒猫ロロと紅虎のメンバーは近寄ってくる蟻や手長蟻を狩かり続けていた。

　そのうち、休きゆう憩けいがてら別のところに隠れていたはずのエリスまでが近寄ってくる。

「シュウヤさん、槍やり使つかいとして素す晴ばらしい実力です。そして、素す敵てきな目を持っているのですね……」

　彼女は頬が赤く、俺の顔を凝視、いや瞳を見つめて離さないといった雰ふん囲い気きで近寄ってくると、腕に抱だき着ついてきた。

「どうした、エリス、少しは寝ねたほうが……」

「ここでは寝ません、シュウヤさんとなら……」

　エリスは魅み了りようされた顔を浮うかべている。

「魅み力りよく的てきな誘いだが、それはまた今度だな」

「……そんな……」

　あまりに寂さびし気げな表情を浮かべるので、頬にキスをしてあげてから、俺は離れた。







第三十章「ワイバーン戦」







　朝日が昇のぼると、エリスは大きな声を出だした。

「朝ですよ～。皆さん。準備はいいですかぁ」

　深夜見せていた妖艶な女の顔とはまったく違ちがう。

　高い声が響ひびく。冒険者たちはまだ眠ねむいだろうに、不平不満もなく素早く集合してきた。

「――皆さん。最後の蟻と竜を倒しますよ。作戦は昨日話した通り。戦闘中の判断は各おの々おのの才覚に、指示は各リーダーにお任せします。後は、一々指示は要いらないですね？」

「いらんぞっ」「おう」「了りよう解かい」「やりましょう」

　冒険者のリーダーたちは気合いの入った声で返す。

「はいっ、では、いきましょうっ」

　後衛の魔ま法ほう使つかいや弓使いが先に障害物の背後の位置へついていく。

　前衛たちの先頭にはサラとブッチの姿が見える。素早い動きで障害物をすり抜ぬけ駆かけていた。標的は近衛大蟻インペリアルアントではなく、手前のワイバーンのようだ。

　少し遅おくれてルシェル、ベリーズの姿も確かく認にんできた。予あらかじめ話していたように、先陣を切ったのは紅虎の嵐だ。

　サラとブッチの攻撃がワイバーンへ当たる瞬しゆん間かん――ルシェルが放った麻ま痺ひ魔ま法ほうが地面から発動。魔ま法ほう陣じんから発せられた光の筋がワイバーンの足や胴どう体たいを捕とらえる。

　残りのワイバーンたちは仲間が冒険者に攻撃されたのがわかると、一斉に動きを止めた。しかし、ワイバーンと戦っていた近衛大蟻インペリアルアントの激しい攻撃は止やまない。動きが封ふうじられ冒険者たちに攻撃を受けているワイバーンは近衛大蟻インペリアルアントに無視され取り残される。近衛大蟻インペリアルアントたちは他ほかのワイバーンたちへの攻撃を激化させていった。俺たちは近衛大蟻インペリアルアントの動きから漁夫の利を得て、ワイバーン一匹ぴきだけを引き剥はがすことに成功。

　そこにベリーズが放った矢が魔ま法ほうによって動きを止めているワイバーンの胴体に突つき刺ささる。硬かたそうな鱗うろこによく刺さるもんだ。あの矢は特製？　ベリーズが射た矢に興味を持った俺が見ているうち、他のクランの前衛担当らが一斉にワイバーンに斬きり掛かっていた。見てないで、俺たちも混ざらないとな。

　黒猫ロロへ視線を飛ばし頷くアイコンタクト。俺と黒猫ロロは冒険者たちの突とつ撃げきに交ざり攻撃を開始した。剣けん、鎚つち、斧おの、槍、矢、魔法、複数の攻撃が入り乱れて飛とび交かう。冒ぼう険けん者しやたちの激しい攻撃によりワイバーンの硬い深緑鱗がこんにゃくのように簡単に潰つぶれ、緑の肉にく片へんが周囲に飛び散っていた。

　鱗が剥がれ、緑血が迸ほとばしっている部位へ狙ねらいを定め、捻ひねりを意識した〈刺突〉からの連続突づきを撃うち込んでやった。黒槍が緑の血肉の中へ深く食い込み、先せん端たんの黒こく刃はが筋肉を越え足骨に到とう達たつしたことが、感触からわかる。

　黒猫ロロもワイバーンの傷ついた脚あしへ噛かみつきを行い、両りよう爪つめで肉を掻かき出し緑肉にかぶりついている。むしゃむしゃと肉を食べながら、逃にげるように距きよ離りを取ると、傷が目立つ敵の脚や腹へ触しよく手しゆ骨剣を伸のばしていた。そこで、距離を取った黒豹型黒猫ロロデイーヌが大だい胆たんな行動を取る。触手をいつものように直進させずに上向かせ弧こを描えがくようにくねらせると、相手の翼よく皮ひ膜まくへ直接に触手骨剣を突き刺したのだ。そのまま触手をブルッと震ふるわせながら一気に収しゆう斂れんさせ、自身の体を竜の翼皮膜へ運んでいく。

　おおぉ、凄すごいじゃないか。大型竜ワイバーンの翼つばさに飛び乗ることに成功していた。

　黒豹型黒猫ロロデイーヌは竜の翼皮膜へ噛みつき、四し肢しの鉤かぎ爪つめを突き立たてつつ背中側へ進んでいく。あの皮ひ膜まくは柔やわらかいのかも。黒豹ロロはワイバーンの背中鱗の隙すき間まへ触手骨剣を突き刺し、自身の動きを安定化させる。続いて、翼から背中へ複数の裂れつ傷しようを負わせながら背中の上を駆け抜けていく。ワイバーンは為なす術すべがない。

　相変わらず、やることが神しん獣じゆうだな。一方、下の方でも動きがあった。

　ワイバーンの背後で、顔に刺青いれずみが目立つドワーフ戦士が尻尾へ向けて鈍にぶい音を響かせる巨きよ刃ば斧おのの連撃を喰くらわせている。鱗が削けずられ、肉を潰す。

　――長い尻尾はどんどん削られていく。おっ、最後は何かのスキルらしい動きだ。

　ドワーフは自身の体を縦回転させ巨刃斧を振ふり下おろしている。

　巨刃斧の一いち撃げきにより、骨が切断され太く長い尻尾が地面に落ちた。その切り口からは緑の鮮せん血けつが迸って、血流がドワーフの顔を叩いた。小さいドワーフが転ぶほどの出血量だ。斬られた尻尾は蜥蜴とかげの尻尾と同じで、緑の骨針が不気味に震えつつ飛び出し、毒か血か判別できない緑色の体液が、泡あわのように溢あふれ出でている。

　そのタイミングで、サラの手足と握にぎられたカトラスが巨きよ大だい化か。手足から生えた長い紅毛がふさふさと伸び靡なびいて見えるが、筋肉量も膨れ上あがっていた。その巨大化させた手足と巨剣を使い、前ぜん傾けい姿勢の状態で、尋じん常じようではない速度で巨剣を振り抜き――太い剣閃を二つ産み出していた。銀線が空間を斬るようにも見える。

　二本の太い剣閃は傷ついていたワイバーンの足をあっさりと切断。威い力りよくが凄い……。こないだのとは威力が段だん違ちがいだ、サラの必ひつ殺さつ技わざか？　あの紅毛変化といい巨大化といいドレイクを殺やった時にも見ていたが、これが〝紅虎〟というクランの意味か。ワイバーンは片足だけとなった。

　しかし、ルシェルの魔法が途と切ぎれたようで、ワイバーンが動き出す――。

　ワイバーンは片足だけになっても片翼を広げバランスを取ろうとしたのか、そのまま傷ついていない片方の翼を使い、軽い衝しよう撃げき波はを周囲に発生させた。左辺にいた冒険者たちは風で吹き飛ばされる。同時にワイバーンは、首を瞬しゆん時じにくねらせると、その左辺の怯ひるんだ冒険者へ噛みつきを行った。正面で盾たてを構えようとした戦士が、なす術すべなく頭から飲み込まれるように噛みつかれる。上半身が一いつ瞬しゆんでなくなってしまう。肉がむしりとられるような音が響く――側そばにいた仲間の女性らしい悲鳴が響いた。しかし、そこでワイバーンは広げていた翼が地面を突き、体勢を崩くずす。ワイバーンの唐突な反はん撃げきはそこで終わった。

　さすがに片足と傷ついた翼ではどうしようもなかったらしい――チャンス。そんなワイバーンの頭を狙う。魔闘術を全身に纏わせて、地を強く蹴けり、体を捻って跳躍を行う。視界にワイバーンの頭が入る。三つの眼の内、一つの眼が俺の姿を捉とらえるが、遅おそい。

　身体を回転させヴァンパイア系種族ルシヴアルとしての身体能力と魔闘術の力を全すべて乗せた渾こん身しんの黒槍を打ち下ろした。

　激げき烈れつな黒槍の一撃が敵の頭ず蓋がいに衝突した、瞬間、周りに軽い衝撃波が発生。ワイバーンの頭蓋は陥かん没ぼつ、銀を帯びた刃を持つ黒槍が、脳を突き抜けたと握り手の感触から伝わる。ワイバーンの眼球と頭ず蓋がい鱗うろこが弾はじけ飛び、俺の頬を鱗がかすめて一筋の血が頬から流れるが、気にはしない。傷はすぐに再生していくからな。

　この致ち命めい的てきな打だ撃げきが一いつ斉せい攻こう撃げきの口火になったようで、皆冒険者のそれぞれ得意な攻撃がワイバーンを直ちよく撃げきした。ワイバーンはもう死んでいるが……。突き刺し、斬撃、打撃、潰し、火か炎えん、火炎、完全にオーバーキル状態となった。集中攻撃を喰らったワイバーンは、ただの竜肉と化す。

　しかし、近衛大蟻インペリアルアントと戦っていた残り四匹のワイバーンたちは仲間が倒たおされると、即そく座ざに反応。近衛大蟻インペリアルアントを無視して、一斉に俺たち冒険者へ巨きよ大だいな竜りゆう頭ずを向け、乱らん杭ぐい牙きばを見せつけてから、口を広げた。

「グオォォォォォッ」

　竜らしい咆ほう哮こうを轟とどろかせる。ワイバーンたちは怒ったらしい。

　えっ――その竜の口から、緑色の泡水!?　ブレスだ。見た目は台所洗せん剤ざいの色合いだが、やばそうな感じ。あまりに予備動作のない自然な咆哮からの遠えん距きよ離り攻こう撃げきなので、俺を含ふくめて冒険者たちは不意を突かれた。俺は急ぎ背後へ〈鎖くさり〉を射出。

　背後にあった障害物近くの地面へ鎖を打ち込み食い込ませる。

　――飛ぶっ。瞬時に左手へ鎖を収斂させ自身の体を障害物バリケード付近まで、走はしり幅はば跳とびの選手を超こえる動きで、空中を翔かけるように移動。転ぶようにその背後へ隠れた。

　黒猫ロロも触手骨剣を遠くの地面へ突き刺し、自らの触手を掃そう除じ機きの電源プラグの要領で収斂。黒くろ豹ひよう猫ねこの体がスパイラル回転しながら触手を引き込む。その姿は、空中を飛ぶムササビのようでもある。少し可愛かわいくて面白おもしろいが、今はそんな状じよう況きようじゃない。

「皆――障害物の後ろへ退いてくださいっ！」

「撤てつ退たい――障害物の後ろへ！」

「障――」

　エリスが叫さけび、各クランのリーダーたちが倣ならうが、反応が遅れたクランメンバーは毒ブレスをもろに浴びていた。その威力はすさまじい。浴びた者たちは顔肉が溶とけ、骨が見え、腕が溶けて胸に穴が空く――阿あ鼻び叫きよう喚かんの図が出来ていた。しかし、退たい却きやくせずに前衛に留とどまる手て練だれの冒険者たちも多数存在。紅虎の面子は勿もち論ろんのこと、複数の冒険者たちはブレスの攻こう撃げき範はん囲いからギリギリの範はん囲いに脱だつしていた。直すぐさま、後方から回復魔法と見られるオーロラを感じさせる美しい波動が、火傷やけどのような怪我けがを負った冒険者たちの頭上から降ふり注いでいく。冒険者たちはなんとか戦える態勢になっていたが、いまだ混乱状態といえた。

　しかし、ワイバーンの追つい撃げきはない。どうしたんだ？　と思ったらワイバーンたちは近衛大蟻インペリアルアントたちから急きゆう襲しゆうを受けていた。ワイバーンの群れは近衛大蟻インペリアルアントの激しい攻撃により押し込まれていく。近衛大蟻インペリアルアントのこの力、さすがはＡ＋ランク。大蟻たちは六本の太い脚を巧たくみに使い、ワイバーンの一匹一匹を各個、吹き飛ばしていく。ワイバーンたちは転がり、毒液を撒まき散ちらしながら後退。一匹のワイバーンが吹き飛ばされずに残っていたが、近衛大蟻インペリアルアントの数は三匹。それらから集中攻撃を受け、残されたワイバーンは、翼を押さえられ首根っこと脚に噛みつかれる。近衛大蟻インペリアルアントの合計十八本の鉤爪がワイバーンの鱗を削り、肉を引き裂さいていた。

　吹き飛ばされていたワイバーンたちが仲間を助けに戻ってくるが……一ひと度たび崩くずれた均きん衡こうはもう元には戻らない。近衛大蟻インペリアルアントの独どく擅せん場じようとなる。

　大蟻たちは首元にある桜色の毛を撒き散らしながらワイバーンを潰していく。

　最終的に残り一匹になったワイバーンは逃げようとするが、生き残りを逃がさないように、大蟻たちが、ピンク色の糸のような物を口から放出。一匹がワイバーンを糸で絡からめとった。その後、絡めとったワイバーンを太い蟻あり脚あしで引っ掻き、口くち牙きばで噛みつきを行っていく。ワイバーンは最後の抵てい抗こうをしようとするが、糸が余計に絡まり僅わずかに脚が動くだけとなっていた。まさにがんじがらめとなったワイバーンは、そのまま糸に引き摺られている――圧巻の一言。

　熟練の冒険者たちも、俺も、ただ、その竜りゆうと大蟻の戦いを見つめていることしかできなかった。そこに女性の甲かん高だかい声が、エリスの声が響く――。

「皆さんっ、次は近衛大蟻インペリアルアント戦に備えますよ！　ですが、一いつ旦たん、転移陣じん近くまで後退します――」

「了解」「はい」「うん」「おうっ」

　皆、それぞれ返事をしては行動に移していた。

「エリスっ、わたしたちは最後まで残るわ。殿しんがりをする」

「はい、紅虎の皆さん頼たのみます――」

　俺も残ろう。

「ンンン」

　黒猫ロロが、俺の肩から喉のど声ごえを鳴らす。

　頭を傾げ、冒険者たちと戻らないのか？　的な顔を見せる。

「ほら、紅虎が残ってるし、俺らも最後まで残った方がいいかなってね」

「にゃあ」

　触手を俺の頬へ伸ばしてきた。

　頬に肉球のような感触を残すと、ロロは気持ちを伝えてきた。

『待つ』『狩り』『楽しい』『遊ぶ』

「はは、楽しいか」

　俺も遊ぶように狩りを楽しむか。端たん麗れいな女性たちが多いクランとは思えない、殿を引き受けるほどの胆たん力りよくが据すわった紅虎のメンバーたち。彼かの女じよらが集まっているとこへ歩み寄っていく。ところが、近衛大蟻インペリアルアントの三匹は俺を含めたそんな冒険者たちの行動に、まるで興味がないようだ。そのままワイバーンの一匹を引きずりながら地下の穴へ戻っていった。

　ありゃ、あっけない。あの近衛大蟻インペリアルアントは竜の群れを退治したので用が済んだらしい。

「少し覚かく悟ごしたけど、退却したわね。竜の気配もしないし……」

　サラは左右を見回しながら話していた。

「はい。空を舞まっていたワイバーンも消えていますね」

　ルシェルは大おお杖づえを背中に装着させながら、空を見上げ確認している。

「団長、これで依頼は完かん了りよう？」

　ブッチ氏は筋肉質な胴体に似合わない猫ねこ耳みみをピクピク動かしながら、大斧を背中に装着していた。

「そうなるわね」

「よかった。あのピンクの大蟻と戦わずに済んだみたいね。実はとっておきの金こん剛ごう矢やも残り少なかったし、よかったよかった」

　ベリーズも大弓を背中へ戻すと、手に持っていた橙だいだい色いろの鋭するどそうな鏃やじりの矢を装着用の矢筒に嵌はめて仕し舞まっていく。俺おれもそれを見て、黒槍をアイテムボックスへと収納して消した。

「さて、それじゃ戻りますか」

「うん。エリスのとこに行きましょう」

　サラは冒険者が撤退していった方向へ向かう。紅虎の面々も少し遅れてついていった。

　俺も黒猫ロロを肩に乗せて、エリスと話そうとしているサラに近寄っていく。

「エリスさん、近衛大蟻インペリアルアントは退却したわ。竜たちの姿も消えたようだし」

「そのようですね。それでは、一旦ギルドに戻り荷車を持ってきましょうか。蟻や竜の死し骸がいをさっさと回収しちゃいましょう。これだけの量です。魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ前ですから、素材の値段も上じよう昇しようしているでしょう。たっぷり上乗せが期待できますよぉ」

　エリスは人さし指と親指で金マーク的ジェスチャーを作り、笑みを浮かべている。あのマークは万ばん国こく共通らしい。

「おおぉぉ」

「頑がん張ばったかいがある」

「やったな、意外に早く終わった」

「おう、今夜は宴えん会かいだな」

　依頼を成功させた喜びが冒険者たちの叫さけび声ごえに表れていた。中には仲間を失ったことで落らく胆たんを感じているのか、喜びを表していないグループもあったが……。




　こうして、緊きん急きゆう依い頼らいは無事に成功。

　全ての死骸からきっちり素材が取られ、それは買い取られて報ほう酬しゆうの上乗せ分となる。受うけ付つけ嬢じようから渡わたされた報ほう酬しゆう袋ぶくろには、金貨三十五枚にボーナスとして十枚がプラスされ、合計四枚の白金貨と五枚の金貨が入っていた。

「それじゃ」

　そう簡潔に受付嬢に挨あい拶さつして離れると、金貨袋をアイテムボックスの中へ放ほうり込む。

　ギルドを後にしようと、出口へ歩いていった。

「――シュウヤッ」

「ん？」

「水くさいじゃない。一人でさっさと出ていくなんて」

　声の主は、サラだった。

　紅虎の嵐のメンバーたちも近寄ってくる。

「隊長の言うとおりですよ」

「そうねぇ」

「シュウヤ、こうなったら止められないからな……」

「ブッチさん……」

　ブッチ氏は何か困った顔をしている。

「シュウヤ、もう、さんは、よしてくれ。ブッチでいいぞ」

「了解、ブッチ。俺はぼちぼち行こうかと思ったんだが……」

　そこにサラが話してきた。

「――まぁまぁ、シュウヤ。急がないでよ。一いつ緒しよに戦った仲じゃない？　これから、酒場でパーっと飲もうと思うんだけど、どう？」

　正直、綺麗な女たちと酒は飲みたい。けど、勧かん誘ゆうがうるさそうだし止やめておこう。

「……誘ってくれるのはありがたいが、生あい憎にくやることがあるのさ。ごめんな」

「ちぇ、そこで、またクランに誘おうと思ったのに……」

「隊長らしいですね。でも、シュウヤさんは靡きそうもないですよ？」

「しょうがないわよ。隊長、わたしは別のやり方でやるわ。諦あきらめないわよ」

　ベリーズはそう言うと、胸部の鎧よろいの一部を外す。胸むな元もとの上部をより晒さらして、のっしのっしとおっぱいメロンを揺らしながら近寄ってくる。くっ、あれはヤヴァイ、ワイバーンよりヤヴァイ。で、巨乳怪かい獣じゆうになら喰われても……。

「団長がこう何度も耳を凹ませるのは久々に見る……」

　ブッチはサラのことが気になるようで、ベリーズのことは眼中にないようだ。

「ベリーズ……それはダメだぞ？」

　サラは静かな口調だが、怒いかりを滲にじませるように言って、ベリーズを背中から押さえた。

　ほっ、安心というか残念というか、俺の胸中は複雑……サラとベリーズの小さな言い争いが始まっているが、無視だ。あの豊満なおっぱいの感触は味わいたかったが、今は然さらばだ。俺は片手を上げて、ひらひらと振る。

「……んじゃ、みんな。また違う依頼で一緒になったらよろしく頼むよ。じゃあな――」

　俺はそう気軽な別れの言葉を残し、素す早ばやくギルドを出た。







第三十一章「サーディア荒野の魔女」







　宿に戻り風ふ呂ろへ入る。体を洗っていると、黒猫ロロも湯の中へ飛び込んできたので、背中の黒毛を綺麗に伸ばしてあげながら洗ってあげた。それから、俺は桶おけの縁ふちに背中を預ける。ゆったりと、湯の温かさを感じながら……とりあえず、ステータス。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：神獣ヲ従エシ者

　種族：光魔ルシヴァル

　戦闘職業：魔ま槍やり闇やみ士し：鎖使い

　筋力19．２→19．３敏びん捷しよう20．０→20．１体力18．２→18．３魔ま力りよく23．２→23．３器用18．１→18．２精神23．７→23．８運11．０

　状態：平へい穏おん




　こんなもんか、少しは成長している。そこでステータスを消した。

　目の前にあるパレデスの鏡……この鏡が世界の何処どこかに二十四個存在するのか。

　少しずつ調べていこう。でも、ここは隅すみっこの奥おく部屋。扉とびらもないのでいつかは他人に、この鏡から出入りしてるところを見られちゃうかもなぁ。

　ま、いいか。よし、ゲート魔法を試ためす。桶から出て、皮布で濡ぬれた体を拭ふき衣服を着て準備を整えた。まずは、腕うで輪わを触さわりアイテムボックスからトラペゾヘドロンを取り出す。

　二十四面体トラペゾヘドロンを掌てのひらで転がしながら、面体の角度を変えて見ていく。結構綺麗。この二面と三面に彫ほられた記号をなぞるかな。それとも、飛ばしに飛ばして、二十四面の記号にするか……よし、物は試しだ。一番最後の二十四面にしよう。

　記号が刻まれた溝みぞ線せんを指でなぞり、赤から緑へ変化させていく。あれ？　記号の全てが緑色に変化しても、ゲート魔法が起動しない……。試しに〝一面〟の赤線記号をなぞり緑へ変化させた。

　その瞬間、こないだと同じく光を発した球体は折おり畳たたまれてゲートが起動しているし。目の前の鏡は光ってはいるが、ゲートの先には鏡から見えるままの光景が映っている。つまり俺の姿、元通りの部屋が映っている形だ。試しにゲートを潜くぐると――元の部屋に出戻るように、目の前の寝しん台だいに着地。

　鏡には、前回と同じように二十四面体トラペゾヘドロンが鏡の上縁にある飾かざりに収まり、自然に外れると空中を漂ただよいながら近付いてくる。

　また頭の周囲をぐるぐると自立回転しながら回り始めていた。

　一面の記号は普ふ通つうに使える。ということは……二十四個の鏡があるわけではない？　それとも今は使えないとか？　鏡とこの球体がまだ何かしらの条件を満たしていないから使えないのか？　試しにもう一度、〝一〟の記号をなぞりゲートを発動させる。

　ゲートを出現させても、入らずに五分、十分と放置。光るゲートに手を伸ばす――。鏡からは俺の手が出てこない。手だけが鏡からひょこっと出たら面白かったのに、そんな「四次元殺法」的な奇き怪かいな真似まねは出来ないらしい。三十分ぐらい過ぎてもゲート魔法は消えない。これは途と中ちゆうでキャンセルできないのかな？　試しにゲートの光へ手を入れ〝ゲート魔法キャンセル〟と念じてみる。すると光が瞬時に消え二十四面の球体トラペゾヘドロンが手の上に微び回かい転てんしつつ現れていた。へぇ、こうやってキャンセルするのか。

　よし、次は二の記号をなぞろう。おぉ、あっさりとゲートが発動。

　光に縁ふち取どられた先に見えるのは……こりゃ、うん……水だな。海の底か？　海底らしい砂に魚が……だが、そんなに深くはないようだな。太陽光が見える。
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　とはいえ、ここは後回しだ。手を突っ込み……キャンセルッと。

　手の上で微回転しているトラペゾヘドロンを掴つかみ、次は三の面にある幾き何か学がく記号をなぞっていく。三の面も無事に起動。

　ゲート先から見える光景に、驚き、暫しばし……見つめてしまった。女性が、ブロンドの長ちよう髪はつ女性が裸はだかで着き替がえ中だったのだ。その女性は鏡の光に気付くと、体を隠かくすように灰色のボロ服を胸に当て、怯おびえつつも、そっと鏡を触りだしてしまった……あちら側でも不気味に光っているんだろうな。こりゃぁ、出れない。

　今度は、女性は鏡に向かって両手を組み、神へ祈いのるようなポーズで口を動かしていた。完全に何かの神様の奇き跡せきか御み業わざと勘かん違ちがいしているな。でも、この子が胸前に持っている服、所々が破れているぞ……。

　やがて女性は誰だれかに呼ばれたのか、鏡から離れ貧相な服をちゃんと着直してから部屋を出ていった。

　見えている範囲だと狭せまそうな部屋。寝台が右手前にあり、右奥には女性が外へ出ていった木製扉がある。左ひだり隅すみには洋服箪だん笥すと小さい机。机の上には作りかけの花輪があり、小さな本ほん棚だなも備わっている。質素かつ慎つつましい生活をしていそうなイメージ。

　彼女がこの現象をどう捉えたのかは気になるが、まあこのゲートの先は時間を置いて、また今度調べるか……。キャンセルしよ。

　次は四面の記号をなぞる。

　今度のゲート先はさっきとは違う。茶色がかった地面に岩いわ肌はだが見える外の光景だった。

　しかも、地面には武具の残ざん骸がいや宝ほう飾しよく品ひんが無数に散らばっている。太陽光が宝飾品をきらびやかに照らしている。そのため、そんな品々がいっそう素晴らしい宝物に見えてきた。

　何かの戦せん場じよう跡あとのようでもあるし、単なる宝の山にも見える。しかし、この不自然な量はなんだろ。それが突とつ如じよ、振しん動どうして一気に吹ふき飛ぶ――。

　うひょっ、びっくり。そして、いきなり大きい瞳ひとみの色しき彩さいがゲートから見える光景の全部を占しめた。うはぁっ、でかっ、両生類の眼めだ。竜、ドラゴンの眼か？　眼の周りの薄肉が赤黒いし、瞬まばたきも大きい……瞬きが終わると鏡から竜が距離を取ったのか、竜の頭が見えたと思ったら、今度は大きな口を広げ真っ赤な舌がゲートの全面に映り込む。

　鏡を舐なめているのか？　まるで露つゆみたいな唾だ液えきがついていた……。やがてドラゴンはそれに飽あきたのか、一瞬で消えるように見えなくなる。

　しかし、今度は凛り々りしい女性の姿が……いや、老ろう婆ばが目の前に出現していた。

　――こちらを見つめている。老婆は特とく殊しゆな兜かぶとを装着していた。眉み間けんというか額の中心部位に赤い菱ひし形がたの宝石があり、それを守るように竜を象かたどった装そう飾しよくが施ほどこされている。その宝石と連なるように額当ての両りよう端たんは尖とがり、カチューシャのように髪かみの一部を隠していた。

　額当ては赤あか冠かんむりのようにも見えるな。頭とう髪はつは赤みがかった黒色だ。

　黒と赤のコントラストが映はえ、背中に流れた髪が風で揺れている。

　胸から足先まで続く全身鎧は赤い艶あでやかな色を魅みせる装飾が目立ち、スウェットスーツか、コスチュームっぽい鎧にも見えた。しかも、括くびれもあり女性らしいシルエットで、体のラインが丸分かりだ。そんな若そうな体つきだけど、顔は皺しわだらけで豊ほう麗れい線せんが目立つ老婆という……実にアンバランス。

　因ちなみにゲートの向こう側に映っている老婆の姿は、一方的にこちらから〝見えている〟だけらしく、魔ま素そや気配の類は微み塵じんも感じられない。

　ん～、なぜか気になる。このゲートを潜り、この不思議な老婆、竜りゆう婆ばばあに会ってみたいような。一応、彼女が持つ投げナイフや細かな武具を確認。

「ロロ、今見えてるとこ行こうかと思うんだが」

「にゃっ」

　片足でぽんっと、俺の肩を軽く叩く。了解の合図だ。俺は微笑ほほえみ頷うなずくと、黒槍を右手に出現させゲートを潜った。




「おや、まぁ……吃驚びつくりだね」

　ゲートを潜った瞬間、老婆は年季を感じさせる透すき通とおった声で反応してきた。

「どうも……驚かせましたか？」

「あぁ、吃驚さ、わたしゃあ何千年と生きてるが、この魔法の鏡が光ったのは初めてなんだよ。突とつ然ぜんにあんたも現れるし……一体、あんたは何者なんだい？」

「いや、何者と言われましても……しがない槍使いで冒険者ですよ」

　そんな軽い口調で様子を窺うかがいながら、この老婆を魔察眼で観察していた。

　全身から眩まぶしいぐらいの強きよう烈れつな魔素を発している。

　魔闘術か分からないが、体内で魔素が目まぐるしく循じゆん環かんしているのは分かった。

「ほぅ……〝その目で〟それを言うのかい？　ひゃひゃひゃ」

　老婆は俺の魔力が目に留とどまってることと、それを察していることをほのめかしつつ笑う。次の瞬間、老婆の瞳も、縦に割れた瞳どう孔こうから変化した。色彩が赤黒く縁取られ、三角やら魔法陣やらの不思議な紋もん様ようが浮かび上がる。この老婆って、やはりさっきのドラゴンなのだろうか……。

「そちらも不思議な目ですね。あなたはドラゴンですか？」

「あぁ。そうさね。だが、普通の竜ではないな。正式には〝ハイエンシェント・ドラゴニア〟、これが正式な種族名だ。近きん隣りんの国々からは、サーディア荒野の魔女とか云いわれて久しいね」

　サーディア荒野の魔女？　荒野の魔女ねぇ……初耳だ。

「……そうですか。まずは名乗らさせてもらいます。俺はシュウヤ・カガリ、この肩かたにいるのがロロディーヌ」

「そうかい。不思議な組み合わせだねぇ、見た目は猫っぽいが、その獣けものもシュウヤと同じで普通ではないね？」

「にゃっ」

　――色々と洞どう察さつ力りよくが高い。いや、あの目で見み透とおしているのかな？

　そんな会話中に自然とトラペゾヘドロンが鏡から外れ、宙を漂いつつ戻もどってくる。いつも通りに俺の頭の周囲を回り出していた。その球体を無造作に掴み、ポケットに入れる。

「……ほぅ、また不思議な術か魔道具だねぇ……」

「失礼ですが、お名前はありますか？」

「そうさな、名乗っておこうか。名はサジハリだ。魔女サジハリという古き名がある」

「そうですか。サジハリさんですね。よろしくお願いします」

　軽く会え釈しやくして答えた。サジハリさんは腕うでを組み片手を顎あご下したへ伸ばす。赤い流線が美しい爪が目立つ指先を、綺き麗れいな唇くちびるに当てながら、にこやかに口を動かした。

「ひゃひゃひゃ、あんた面白いねぇ。その反応だと、やはり、近隣の【エイハーン国】や【ゼルビア皇国】の人族ではないね。普通ならわたしを見たら震え上がるはずだ」

「えぇ、その通り。サーディア荒野がどこか分からないですし、【エイハーン】や【ゼルビア】という国も知りません。ちなみにマハハイム山脈は聞いたことがありますか？」

　サジハリさんは、俺の問いに思い出したような顔付きを見せた。

「マハハイム山脈か。アルディットたちが住む地域だったはず。ずいぶんと、遠方……南東にある山脈だねぇ、そこから転移してきたのかい？」

　アルディット？　マハハイム山脈が遠い南東ということは【ヘカトレイル】や【バルドーク山】の位置からだと、この【サーディア荒野】の位置は、ずっと遠い遠い北西の位置ということか？

「……そうなりますね」

　俺の言葉を聞くとサジハリさんの目付きが鋭くなる。

「ほぅ、時空属性持ちの魔法使いでもあるのか。それで、シュウヤ・カガリと言ったね。おまえも他の人族たちのようにわたしを〝狩り〟に来たのかい？」

　サジハリさんの口調に、急に周囲の空気も冷えるような色が混じる。

　ニュアンス的に、遠い転移は時空属性じゃないと無理？　しかし、狩りかよ。

「……いえいえ、違いますよ。狩りって、あなたは狙われる立場なんですか？」

　俺の問いに魔女サジハリは眼を見開く。鱗のような眉まゆ尻じりを動かし、驚おどろいていた。

「……長年生きてみるもんだねぇ。また吃驚だよ。説明しとくと、わたしゃあ、狙われてるどころか、人族たちからすりゃ天敵という奴やつさ。長らく竜の姿をしていたからね。【エイハーン】や【ゼルビア】にとっては、まさに不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵。まぁ当然だがね、辺り構わず領地を荒あらしては、見み境さかいなくモンスターならず人族も喰ってるからねぇ」

　うはっ、人型で会話も出来るし大だい丈じよう夫ぶと思っていたけど、狂きよう暴ぼうなのか。

　魔ま竜りゆう王おうとやらが討とう伐ばつ対象になってるのも、同じ理由なんだろうか。

「そういう事ですか……」

「それでシュウヤ、お前はわたしを狩からないのなら、どんな理由でここへ来たんだい？」

「用があって来たわけではないんです、単純に興味があったから、それが理由ですね」

「そうかいそうかい。用もなくね……クククッ」

「どうかしましたか？」

「いや、な、わたしゃあ、シュウヤのような奴とは話すのが久々なんだよ。人を食くらう竜婆の姿を見ても、臆おくすることなく飄ひよう々ひようとした態度……妙みように楽しくてな」

　本当に楽しそうだ。それじゃ質問しちゃうか。

「そうですか。では、楽しいついでに、質問をしていいですか？」

「ああ、いいぞ。気き兼がねなく話すがいい」

「それじゃ、エンシェント・ドラゴンとハイ・エンシェントとの違いとか、魔竜王の名を聞いたことはありますか？」

「それは簡単だ。エンシェント・ドラゴンとは、わたしたち〝ハイ・エンシェント〟を除いて、竜族の中では最強部類に属する古きドラゴンたちの総そう称しようだね。性格は〝獰どう猛もうで勇ゆう猛もう、貪どん欲よく〟その物。そいつらは普通のドラゴンとは違い知性もそれなりに備わってるが、わたしのように人の姿には決して成れない。あと、魔竜王という言葉は聞いたことないね」

　魔竜王を知らないのか……いや、知っていて話さない？　別にどっちでもいいか。

「……そうですか。一いつ般ぱん的てきに、サジハリさんとは別の、そのエンシェント・ドラゴンたちとは会話が出来るものなんですかね？」

「無理だろうねぇ、さっきも言ったが、知性こそあれ、その狂暴さは並じゃない」

　なるほど、魔竜王とは意思疎そ通つうできそうもないか。

「そうですか。ハイ・エンシェントという言葉には何か意味があるんですか？」

「ハイ・エンシェントとは〝優すぐれた古き者〟。古代竜の一部を除き竜族の頂点に立つ者たちをそう呼ぶのさ。竜言語魔法を極きわめた者という意味もあるね」

　竜言語魔法か。また聞いたことのない魔法名だ。

「その竜言語魔法って、俺でも使えます？」

「無理だな――ファヅッロアガァァァァァァ」

　突然、老婆は口を広げ喉のどを震わせるように〝言葉〟を放つ。

　同時に――突如、突とつ風ぷうが生まれ俺の背後へ風が流れていった。

「今のは竜言語魔法の一部だ。これは、人族の喉では操あやつることはできん。ふさわしい発声器官がないのだよ」

　こんな魔法があるとはな。あっ、これも聞いておこう。

「なるほど。確かに無理ですね。それでは最後に玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま、智ち慧えの宝ほう珠じゆってのを聞いたことはありますか？」

　俺の言葉に魔女サジハリは今までとは違ちがう反応を示した。

「……あるぞ。それをどこで聞いた？」

　隠してもしょうがない。本当のことをいうか。

「神獣との契けい約やく時に聞きました」

「にゃっ」

　黒猫ロロも一鳴きした。

「……っ、そうかいそうかい……その肩にいる黒猫がそうだったのかい？　まぁ良い。そいつは神々の黄昏たそがれ、秘宝アーテイフアクトであり神遺物レリクスだよ。人族たちからは……ただのお伽とぎ噺ばなしとしてしか、存在が知られていないはずだがね？」

　魔女サジハリは、黒猫ロロを凝ぎよう視しして僅かに動どう揺ようを示す。

「ええ、知られてるのは名前だけです。でも、それを探しているんです」

「ハハ、蜃しん気き楼ろうのような物を探すというのか。神界セウロスに存在する神々は定命の世界には、よほどのことがない限り〝ちょっかい〟は出さないからねぇ。それでも、植物の神サデュラ、植物系の精せい霊れいたちが直接因果をもたらす場所、大地の神ガイアの地、森林などの魔素が濃こい聖域が存在する地帯ならば……あるいは、何かしらの手がかりを掴めるかもしれないね」

　おぉぉ、十分だ。さすが古竜であり魔女。重要な手がかりをゲット。

「ありがとう。覚えておきます」

「ふむ――わたしゃあ、そろそろここを離はなれる時間だ。シュウヤとやら。楽しかったぞ」

　サジハリさんは、急に反対の方向へ振り向むき、笑え顔がおで話す。

「はい。またここに来てもいいですか？」

「……好きにしたらいい、ただわたしゃあ気き紛まぐれで、ここにはいない場合も多いからね。それじゃ然さらばだ――」

　老婆はそういうと、目の前で赤き猛たける竜へ変身。咆哮をあげ、飛んでいってしまった。

　ふぅ、威い圧あつ感かんというか、不思議な竜な人だったな。この際だ。この辺りを散策して、帰るとしますかね。

　サジハリさんの住すみ処かである小さい山を脱して辺りを見み渡わたしつつ歩いていく。頭上には、鴉からすのような鳥が飛んでいる。鷹たかや禿はげ鷲わしかもな……それにしても、荒野が続く。遠くに、小さい丘おかや茶色の山やま肌はだが見えるだけ。

　一木一草もない荒こう涼りようとした景色が見えるだけだった。数時間、そんな荒野を彷徨さまよっていると、緑のお馴な染じみモンスターであるゴブリンたちに遭そう遇ぐうした。

　――魔素も反応を示す。早さつ速そくに〈隠身ハイド〉を発動。

　隠れながらゴブリンたちへ近付いていく。ゴブリンの大半はこん棒や木の棒を手に持ち、動物の皮などを利用した防具を身に着けていた。その背後には弓を持つゴブリンたちもいるようだ。気付かれてない、先に潰つぶすか。

　俺と黒猫ロロは先制攻こう撃げきを仕し掛かけた。

　投げナイフを〈投とう擲てき〉。ナイフはゴブリンの頭、胸に刺ささり、コンマ数秒で二体を仕留めた。黒猫ロロも触しよく手しゆをゴブリンの頭蓋へ伸のばす。

　触手からはいつものように象ぞう牙げのような白い骨ほね剣けんがにゅるりと伸び、鋭い先せん端たんがゴブリンの頭を穿うがっていた。次々とゴブリンたちを仕留めていく。

　最初から離れた位置にいたゴブリンたちは弓矢で反撃してくるが、どれも狙ねらいが甘あまく、俺たちには当たらない。そんなゴブリンアーチャーの更さらなる射しや撃げきを許すつもりはなく、魔ま闘とう脚あしによる素早い駆かけ込みで、アーチャーどもへ接近。

　片手に握にぎった黒くろ槍やりを伸ばしアーチャーの胴どう体たいを穿つ。「ギャア」という絶ぜつ叫きよう、汚きたない臓物と一緒に黒槍を引ひき抜ぬきながら、俺は爪つま先さきを軸じくに身体を横回転させる。その回転を生かすように、左手に召しよう喚かんした魔ま剣けんビートゥで、隣となりにいたゴブリンの肩かた口ぐちを斬きり下げた。「ギェ」とゴブリンは絶命し、他ほかのゴブリンは仲間たちがあっさりと倒れゆく姿を見て、俺たちのことを脅きよう威いに思ったのか、ギャーギャー言いながら必死に弓矢を放ち応戦してくる。

　だがその都つ度ど、殺したゴブリンの体を盾にしたり、黒槍で矢を叩たたき落おとしたりと、俺は簡単に攻撃を防いでいった。それに、矢を放つタイムラグもあるから楽勝だ。スキルを用いたり、一度に三発とか射うてるならまだしも……途中から距きよ離りを詰つめるのも面めん倒どうになったので、中ちゆう距きよ離り戦せんでは〈鎖〉を射出させて簡単に倒していく。

　最初から鎖を使えば楽だったっぽいが、油断をせずにゴブリンたちを屠ほふる。

　俺と黒猫ロロの前では、数十体のゴブリンなど路ろ傍ぼうの石も同然。

　障害物にすら成らず。ゴブリンの屍しかばねが荒野に散らばっていく。

　空を悠ゆう々ゆう自じ適てきそうに飛ぶ鴉たちへ良い餌えさ場ばを提供していた。

　ゴブリンがこんなに出現しているなら、巣コロニーが近くにありそうだけど、種族によっては、定住せずに放ほう浪ろうしているゴブリンとかもいるのかな。

　それとも荒野の窪くぼんだ地形に地下の穴でもあるのか？

　探し歩く度たびに、ゴブリンを見み掛かける頻ひん度どが高くなり、現れるゴブリンを屠りながら北へ進む……しかし、一向に、ゴブリンのコロニーや人が住む街らしきものは見えてこない。しまいには日が陰かげって夜になってしまう。どうせならサジハリさんに人族の街があるかどうか聞いておけばよかった。ま、一旦帰るとするか。

「ロロ、帰るぞ」「にゃお」

　ロロは俺の肩に戻ってくる。その場で二十四面球体トラペゾヘドロンをポケットから取り出だし、宿屋に置いてきた鏡の番号を指でなぞり、ゲートを起動させた。

　光の扉ゲートは無事に出現。俺はゲートを潜り【ヘカトレイル】の宿屋へ戻ることができた。







第三十二章「凄腕鍛冶屋と奴隷市場」







　ここ数日はゲートを使った鏡の探たん索さくは止めていた。

　依い頼らいも受けずに自じ堕だ落らくな生活を続けながら、ひたすら街の散策に出かける。

　シュウヤ・カガリの「異世界、路地裏散歩道」。

　そんな番組のリポーター気分で爽さわやかな野末の風を感じながら、そこらを歩き回る。

　都市で暮らす人々の様子を、観光気分で楽しく見て回った。

　横よこ幅はばの広い路地では樽たるを乗せた馬車が通り、ドワーフと虎とら獣じゆう人じんの商談会のような広間があったりした。下町の隅ではハイム川を流れる水を利用して、桶に入れた洗せん濯たく板いたを使い皮布を洗っている人族女性の姿がある。白しら壁かべが綺麗な狭い建物の間に一直線に伸びている紐ひもの上に、洗せん濯たく物ものが乗せられている光景は見るからに爽やか。縞しまのように並ぶ紐の上で、棚たな引びく雲のように靡なびいている洗濯物たち。気持ちいい風だ。下町っぽい生活風景とマッチして、スペインのアンダルシア地方を感じさせる。

　そんな光景を、暫しばらく意味もなく眺ながめていたりした。角の高級店では、メイド服を着たお嬢じようさん方が、生活魔ま法ほうの風を発生させて洗濯物を乾かわかしている。

　そこから階段を下りて左手を進むと、狭い庭場の共有農地で、畑を耕し魔法の水みず撒まきをしている場面に遭遇したりした。小さな潜くぐり戸どが開かれた先の雑貨店を、敷しき居いを跨またいで覗のぞいてみたり、見慣れない界かい隈わいの酒場では拳けん闘とうの賭かけ試合があったり。

　ボディス系の袖そでなしの上着が似合う、ちぢれ髪がみの美人娼しよう婦ふが出で迎むかえてくれたりと……そんな感じで【城じよう塞さい都市ヘカトレイル】の下町を歩き回って過ごした。

　都市の内部は下水道が整備され公衆トイレ的な厠かわやもあり、本で知った中世都市みたいに、通りにうんこが投げ捨てられているといった光景はなかった。




　やがて、目的の日がやってくる。

　よし、今日はあまり散策はしない予定。

　頼んでおいた鎧よろいの受け取り日だ。

　少し体を動かしてからザガ＆ボンの店へ向かう。散策で見つけた空き地がある住宅街の狭い路地を進む。軒のきからは一枚の布屋根が幾いく重えにも奥へ続く。足元は暗く、雨が降ふっていないのに湿しめった空気が満ちている。

　だが、嫌きらいじゃない。どこか和なごむ。布屋根の内側から温かい人々の営みである笑い声や話し声が聞こえてくるからだ。下町独特の雰ふん囲い気き。

　そんな感覚を楽しんでいると、空き地が目の前に広がった。

　布屋根が続く狭い通路を抜けた先に、ぽつねんと存在する空き地。そうだ、ここでラジオ体操じゃないが、訓練を行うか。

「ロロ、訓練やるから、適当に遊んできていいよ」

「にゃ」

　黒猫ロロは気軽そうに鳴くと、肩から飛び降りる。そのまま、住宅街がある壁かべの上を歩いていった。

　数時間後――。

　訓練を終えても黒猫ロロは戻ってこなかった。あれ？　いつもならすぐに戻ってくるはずなんだけど。呼び寄せるように口笛を吹きつつ、ロロが消えた住宅街の方へ歩いていく。

　その時、住宅街の一角から子供の笑い声が響ひびく。そこに向かうと――あ、いたいた。黒猫ロロは子供たちと遊んでいる。追いかけっこをしているようだ。見ていると、黒猫ロロはわざと子供に捕つかまってあげているようだ。で、捕まると子供たちの顔をぺろぺろと舐なめていた。子供らは嬉うれしそうにきゃっきゃとはしゃぎ、黒猫ロロのお腹なかに顔を埋うずめて、ぶうぶうとお返しの息を吹きかけながら楽しそうにじゃれていた。

　はは、子供の笑顔はいいもんだ。ずいぶんと楽しそうに遊んでいる。

　しばらく待ってから、子供らには悪いが、俺は黒猫ロロに向けて口笛を吹き、近くに来たぞと知らせてやった。黒猫ロロはすぐさまに耳をピンッと縦に動かし、口笛の音に反応。小顔を俺に向けると、子供との遊びを途中で止めて走って戻ってくる。

　黒猫ロロは俺の脛すねへ踊おどるように頭を何回も擦すりつけてから、右手の上から器用に駆け上あがってくると、いつもの定位置に納まった。子供たちも黒猫ロロに釣つられて集まってくる。

「――わぁぁ、平たい顔だ。お兄さんの飼かい猫ねこなの～？」

「あはは、いいなぁ、肩に乗ってる～」

「――ぼくもぼくも～」

「お兄ちゃん、背高い～」

「なぁ、あんちゃん、一緒に玉投げで勝負しようぜ」

　俺は笑えみを意識しながら、

「そうだぞ。この猫は、俺の飼い猫、相棒、使つかい魔ま、ペットだ」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロも声を出す。

「へぇ、すご～い。返事してるぅ」

「ん、〝つかいま〟って、なにぃ？」

「リュリュ、ばかだなぁ、まほうのせいぶつとか、めしつかいのことだよ」

「そうなんだ、タタンはあたまいい～」

「へぇぇ、すごいねぇ～お兄さんって、つよい、ぼうけんしゃ？」

「そうだな」

　俺は子供たちに向けて、少し自じ慢まん気げな顔つきで語る。

「――おぉぉっ」「すごーい」

　子供たちは素す直なおに驚きと興奮の目で俺を見る。

　このまま子供たちと遊んどくのもいいが、ドワーフ兄弟の店へ行かないと。

「……それじゃ、俺たちは行くとこがあるから、じゃあな～」

「えぇ、いっちゃやだぁ」

「ばいばい～」

「猫ねこちゃん、いっちゃやだぁ」

「玉投げの勝負は～？」

　俺おれは、あえて片手をひらつかせて。

「すまんな。さらばだ」

　そう言って、子供たちと別れてドワーフ兄弟の店に向かう。

　背後の子供たちからは「さらばぁ」と俺の真似をしてる声が聞こえていた。




　さてさて、頼たのんでおいた鎧、楽しみだなぁ。どんな感じに仕上がるんだろう。にやつきながら路地を歩いていく。途中、道に迷ったがなんとか大通りに戻り道みち順じゆんを思い出しつつ歩いた。そして、ようやくドワーフ兄弟の店に到とう着ちやく。

「エンチャ？　エンチャント！」「ンン、にゃおっ」

　店に近付くとボンが出迎えてくれた。黒猫ロロもボンの姿を見ると喉のど声ごえを僅わずかに発しながら肩から跳ちよう躍やく。ボンのもとへ走っていった。黒猫ロロとボンは楽しそうに言葉を交かわしている。

「はは、相変わらず謎なぞ会話をしているな」

　すると、店からザガが顔を出す。

「おっ、ボンが騒さわがしいと思ったらやはりシュウヤか。もう出来ているぞ。入れ――」

「はい。ロロ、中にいくぞ」

「にゃ」「エンチャント」

　ロロは肩に戻ってくる。それを見ていたボンもついてきた。

　店に入り、机に案内される。そこには頼んでおいた新しい鎧が置かれてあった。







[image: ]







　これがザガとボンが作り上げた鎧かぁ。見た目的にも素す晴ばらしい。首元には白毛の柔やわらかそうな襟えり口ぐちが高級感を漂わせる。右みぎ肩かたには丸みを帯びた肩アーマーが付いていた。右みぎ肘ひじから肩の部分には甲こう殻かく製の筒つつ状じよう部位であるリアブレイズのような作りになっている。いいねぇ、この肩の部分。旧ザクじゃないが、ショルダータックルをやりたくなってくるよ。

　胸の部位には鎧将蟻の甲殻が八角形の形で使われているようだ。必要最低限、心臓の部位だけを守れるように作られてあった。しかも、その甲殻の表面にはうっすらと魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がり、八角形の上には白色でデザインされた槍の絵が施されてある。へぇ、やっぱザガは絵が上手うまいんだな。だが、エンチャント部分が際きわ立だつな。魔力の密度が一部分だけ高い。

　亀き裂れつが入るようなハニカム状の魔力の線が甲殻の表面と混ざっている……凄すさまじいエンチャントの技わざだと思う。素人しろうと目めではあるけど、そう感じさせた。

　その甲殻金属と合うように毛皮があちこちの繋つなぎ部分に使われていた。腰こし回まわりもタセットの位置である草くさ摺ずりの部分も確しつかりとした作りで、足も自由に動かせそうだ。脇わき腹ばらには皮ベルトが二重三重に付けられている。

　細かに増減するだろう体形に合わせられるような作りになっていた。これは丁てい寧ねいな仕事だ。凄すごいな。さすがは職人。脇わきベルトを締しめる必要もなくフィット。

　裏地もなんかサラサラで、すべすべだ。青皮。あぁ、これ、俺が持ってた虎とら皮がわか。腰こしを捻ひねったりしても、全く違い和わ感かんがない。昔から装着している海かい竜りゆうガリラーズ製のキュイスとの相あい性しようもよさそうだ。

　黒薄色の革かわ手て袋ぶくろも用意してあったので、それも装着してみる。左手首の部位には穴が空いていた。俺の希望通りにちゃんと鎖くさりの射出用の穴を開けてくれたようだ。手首の内側が革かわ細ざい工くで縁取られ、稲いな妻ずまが走るようなデザインが施されていた。

「どうだ？」

「ありがとう。大満足ですよ」

「そうか。作ったかいがある。なぁ？　ボンッ」

「エンチャン、トゥ～」

　指を立ててトゥ～って、微び妙みように変わっているぞ？　口も尖らせて、眉間に皺を寄せている。ドヤ顔のボン君だ。

「しかし本当に見事な作りです。胸のデザインと、この魔法がかかったような感じは？」

「ボンのエンチャントだ。光の加護ホーリーシエルと物理防御ブレツシユアツプが融ゆう合ごうしたような魔法が掛かかっている。詳くわしくはわからんが、強力な加護によって防ぼう御ぎよ力りよくが上がってると考えればいい。因みに槍の絵のデザインはわしのオリジナルだぞ」

　やはりボン君のエンチャントか。ボンは天才だな。ザガの絵も上手いし。この兄弟ドワーフ、ただの鍛冶かじ屋やじゃないな。

「デザイン上手いですね。ボンのエンチャントも凄いのは分かりますよ」

「まぁな」

「エンチャンットッ」

「ボンも嬉しいようだ」

　ザガとボンは互たがいに満足気な表情を浮かべていた。

「はい。あっ、これが代金の金貨です。ザガにボン。本当にありがとう」

　金貨を渡わたす。

「おうよ――確かに」

「エンチャントッ」

「それじゃ。早速、この新しん鎧よろいを着て、散策してきまっす」

「がはは、見せびらかして来い。また、なんかいい材料持ってきたら作ってやるからな」

「はい。では――」

「にゃお」

　ドワーフの店から離れて、新鎧のなんともいえない新品の匂においを満まん喫きつしながら、大きい市場がある通りを黒猫ロロを連れて歩く。

　ここの市場には色々な露ろ店てんがあり、人々でごった返している。毛皮商や革かわ靴ぐつ専門の店、焼やき栗ぐりやカニかまを焼く店、団子系のお菓か子しを売る屋台など、食い物と衣服を売る店が隣となり合あわせに存在している。とにかく、めちゃくちゃなのだ。

　それに、どうやら日によって店があったりなかったり、違う店になっていたりと、ランダム性抜ばつ群ぐんな激戦区らしい。

　この市場、イメージ的には東南アジアや中南米の商店街といったところだろうか……一つの都市でも、場所によって様々に変化があるのは、現代とそう変わらないな。

　ラーメンとか食わせる店があったら速そつ攻こう行くんだけど。

　おっ、串くし焼やきだ。露店の一つで肉の串焼きが売っていた。さっき、カニかま系の店は通り過ぎたから、ここは少し寄ってみようかな。鹿しか系モンスターのカセブの胸肉らしい。玉たま葱ねぎ風の野菜に、肉が挟はさまれて串くし刺ざしになっている。肉にく汁じゆうが垂れて、香こうばしい匂い。

　――うまそうだ。買っちゃお。

　俺と黒猫ロロの分を買い、早速、食べる！　さくさく食える。美味うまい。焦こげ目めのある肉と野菜の食感が絶ぜつ妙みようだ。

　そんな串焼きを食いながら、様々な客層が歩く群衆に交ざり、適当に散策していた。

　市場の外回りを進んでいると、縦長の大きな馬車が市場の端はしに止まっているのが視界に入る。ん？　随ずい分ぶんと特殊な大型馬車だ。馬車を金属パーツで魔改造した感じ。

　棺かん桶おけのようにも見える。奴ど隷れい市場が目の前だし、それに関係するのかな。その特殊な馬車の横合いに移動する。馬車の横には一本角の馬のような動物のイラストと、家か紋もんのようなデザインもデカデカと描えがかれてあった。赤と黄色と白色で描かれた一いつ角かく獣じゆうってとこか。家紋か、商会のマークかな。目立つなぁ、これの所有者は特別な人なのだろうか……。

　やがてその大型馬車の後方扉とびらが開くと、木製のタラップが地面へと伸びた。そこから貴族のような洒落しやれた衣装を身に纏まとう若い男性と、奴隷と見られる黒首輪をつけた銀ぎん髪ぱつの耳長エルフがタラップを踏ふみしめ降りてきた。

　青白い肌はだに銀髪か。ん？　顔の左半分に銀のフェイスガード？

　最初に見た貴族柄がらの男は奴隷商人の人族だが、白銀の髪を持つ方は耳が長く、明確にエルフ族だとわかる。しかも、肌が青白いエルフなんて初めて見る。

　首に黒い首輪があるので奴隷と判別できるが、他の奴隷と扱あつかいが違うようで手足が拘こう束そくされていない。続けてその後ろから、同じように首元に黒首輪を付け、手足が鉄てつ鎖さで結ばれた人々がタラップを伝い降りてくる。こちらは多種多様な種族で構成されてるな。

　そんな奴隷商率いる一団は、奴隷市が行われているらしい一角を目指して歩いていった。

　俺も興味が出たので背後をつけていく。あの奴隷商人と護衛か何からしい青白い肌のエルフは、その市場で競せりに出されている奴隷たちをチェックするようだ。鋭するどい視線で値ね踏ぶみをするように観察している。奴隷商人は、時折、隣を歩く銀髪エルフに意見を聞くように話しかけていた。

　他の商人たちも、この奴隷商には一目置いているらしく……皆みな、ひそひそと会話をしながら、視線を彼かれへ向けている。一部の奴隷商たちは彼を避さけるように道から退く。海を割ったモーゼのように、その奴隷商が歩く道が、混雑してる通りの中に自然と出来ていった。

　あの奴隷商、何者なんだ……やがて、まるで貴族のような風格を漂ただよわせる奴隷商のもとへ、同類と見られる着き飾かざった男が、沢たく山さんの奴隷たちを引き連れて近付いてきた。

　何を話し合うのだろう。非常に気になる。その時、青白い肌の美人エルフと目が合った。

　銀色のフェイスガードで顔を隠してはいるが、青白い素す肌はだから判断すると綺麗な顔とわかる。虹こう彩さいが銀色に輝かがやく片目には魔ま力りよくが宿っていた。

　あの青白いエルフ……魔察眼を使えるようだ。俺も魔力を目に留めながら、彼らのもとへ聞き耳を立てるように近寄っていく。

「これはこれは、【一角の誓ちかい】のケラガン・キャネラス様」

「ドッジネスか。【ヘカトレイル】は相変わらずだな。市場規模は確かに大きいがさすがに店が乱立しすぎだろう」

　ケラガン・キャネラスと呼ばれた貴族のような奴隷商は、青い目で市場を見渡しながら語っている。

「はい、しかし、市場ここは税制の面でかなり優ゆう遇ぐうされてますので、娼しよう館かんよりここで合同で売るのが、他の奴隷商人にも都合が良いのであります」

「この賑にぎわいだ。そうなんだろうな」

　ドッジネスと呼ばれた奴隷商人は、キャネラスより格下らしい。手を揉もみ揉みと動かして謙へりくだる態度を取りながらも、鋭い視線をキャネラスの背後にいる銀髪エルフへ向けている。

「……今日は売りですか？　買いですか？」

　ドッジネスは猫ねこ撫なで声ごえで、確かく認にんするようにキャネラスに話す。

「今日は売りだ。ん、その視線、やはり気になるか？」

「えぇ、はい。まさか、その後ろに控ひかえているのは、幻まぼろしの？」

　キャネラスはその言葉を聞くと、満足気に頷く。

「そうだ。さすがに気付くか。普ふ通つうのエルフではない、ダークエルフなのだよ。この特別なダークエルフはお前には売らないからな？　今回売るのは後ろにいる、奴隷共だ」

「……なるほど、では、そのダークエルフは例の地下オークションへ？」

　へぇ、あのエルフ、ダークエルフなのか。褐かつ色しよくじゃなくて、青白い肌。

　あっ、また目が合った。いいね。素晴らしいスタイルだ。だけど、俺は奴隷商同士の会話が気になるので、視線は無視。キャネラスはドッジネスへ顔を向けて、したり顔を作る。口端の片かた頬ほほを上げた、ニヤリと傲ごう慢まんそうなドヤ顔だ。

「……当然だな。市場ではまず見れない、というか、ハイエルフ同様、本当に存在するかどうか不明だったくらいの値打ち物。オークションでは相当に値が跳はね上がるだろう」

　キャネラスはドッジネスから視線を外し、笑みを浮かべたままダークエルフへ視線を向ける。ダークエルフは俺から視線を逸そらし、キャネラスの方へ向き直る。無言のまま軽く頭を下げていた。

「ふむ。ドッジネス――そんなことより、新たな奴隷どもの買い値は幾いくらだ？」

　ドッジネスはキャネラスの問いに慌あわてながら、懐ふところから羊皮紙を取り出す。

「は、はい、少々お待ちを」

「分かった。玉ぎよく石せき混こん淆こうだが、良い値がつくのを期待しているぞ」

　ドッジネスは品定めをするため、手に握る金属の細い棒を伸ばし、鎖で繋がれた奴隷たちの体を調べ出す。舌を出させたり股こ間かん部分を開閉させたり、細い棒で体をつつくように調べていった。調べ終わると、羊皮紙の書類にペンですらすらと、文字を書いてキャネラスのところに戻っていく。

「全部買い取りましょう。値は……こんなところでどうです？」

　キャネラスは羊皮紙を受け取り、書かれてある内容を確認すると、眉まゆを動かして反応。

「……ほぅ。随分と高く見積もるな？　……ドッジネス、そっちの要求は何だ？」

「えぇ、それはですね。わたしも、例の地下オークションに出席したいのですが」

　キャネラスは何回か頷うなずく。

「ふむふむ……参加か。ま、参加だけなら、ドッジネスの資格は第一級だな？」

「はい。去年昇しよう格かくしております」

「それだったら、こことここを、だな……」

　キャネラスはさっきドッジネスが書いた書類に、ペンでスラスラと何か書き足している。

「なっ、……わかりました」

　ドッジネスは書類とキャネラスを交こう互ごに見つめて、焦あせったように額から脂あぶら汗あせを垂らす。自身の手を震ふるわせながらも、仕方なく、しょうがないと言った感じに書き出していた。

「……これを出すか。よほど出席したいようだな。よし、取引成立だ。これを持て、それがあれば、わたしの家に入れるだろう。厳冬の月、わたしが所有する【ペルネーテ】の屋や敷しきに来い。肝かん心じんのオークションは年末の九十日から、年明けて初日が開かい催さいだからな。早めに来るんだぞ」

　何か手て渡わたしていた。

「はい。ぜひ伺うかがいます。どうもありがとうございます」

「では、金貨は馬車へと運ぶように。お前たち――」

　キャネラスは背後へ振ふり向き、パンパンと手を叩く。所有していた奴隷たちに簡単な指示を出した様子だ。奴隷たちはそれに従い、やがてドッジネスの方へ、ぞろぞろと一いつ斉せいに歩いていく。やはりキャネラスは所有する奴隷を売うり払はらったようだ。

　しばらくして、買い取った側のドッジネスが連れている奴隷たちは二列に並び終わった。一方のキャネラスは、奴隷たちの所有者変へん更こうの手続きが終わったのだろう、ダークエルフを連れて豪ごう華かな馬車へ戻っていく。ダークエルフは戻る時にチラッと俺をまた見たような気がするが、気のせいか。

　奴隷商人同士の会話なんて初めて聞いたが、なんか濃のう密みつな気配だったな。

　あんな世界があるのか。それにしても、何度か出てきた地下オークションという言葉が気になる。

　クナが死ぬ前にアイテムボックスを買ったのも地下オークションだと言っていたし、彼かの女じよの手記にもそれらしきことが書いてあった。ペルネーテで開催されるらしいが……俺も一応、奴隷商人の免めん許きよ状じようがあるし、参加できちゃったりするのかな？

　そんなことを考えながら、売られている奴隷たちを見ていく。屈くつ強きようそうな男や美人はすぐに買われていくようだ。

「そこの兄ちゃん、買っていかねぇか？」

　見学してると、奴隷商に話しかけられた。

「ん？　今は興味ないんでね。すまんな」

「こいつなんか、元冒ぼう険けん者しや崩くずれの戦士だが、魔ま導どう人形を独りで潰したこともある獣じゆう戦せん士しなんだがねぇ」

　そいつは首輪を付けた虎獣人のマッチョマンだった。その筋肉かどうかも判断できない毛の盛り上がりを少しばかり確認してから、俺は首を振って通り過ぎていく。

　もし、買うとしたら使える人材なのは勿もち論ろん、美人じゃないとな……。

　さて、離れよう。新鎧を着ながら槍の動きを試ためしたい。訓練するか。

「ロロ、空き地へ行くぞ」

「ンンンッ」

　喉声のみで応こたえ、黒猫ロロは串焼きを食った後だからか、俺の背中に垂らしている頭ず巾きんの中へ潜もぐり込んでいく。どうも眠ねむいらしい。ま、空き地へ向かう間ぐらいは寝ねかせてやるか。

　俺はついこないだ見つけた空き地へ向かう。少ししてから到着。掌しよう握あく察さつで周囲に人気がないか確認――誰だれもいない。

　こないだ猫の集会があった場所だ。大きな切り株があるだけの広い空間。

「ロロ、訓練やるから起きろ」

「ン、にゃあ」

　ロロは頭巾から肩かたへ移動。そこから飛とび跳ね地面に降りると、両前足を前へ出し、背筋を伸ばしてから切り株に走っていった。俺は黒猫ロロが切り株で人形のように両前足を揃そろえて見つめている中で、訓練を開始する。走り、槍を振り、跳躍、突つき上げる。

　身体を激しく動かし〝新鎧〟の具合を確かめていった。

　槍はいつも通りスムーズに動かせる。新鎧に違和感なし。そこで一いつ旦たん、動きを止めた。明日はいよいよ、魔竜王退治だ。これを最後に軽めな調整にしとくか。まずは基本。普通の突つきの連打から始める。

　途と中ちゆうから〈刺し突とつ〉を織り混ぜた――〈闇あん穿せん〉からの――〈刺突〉、間を空けずに、普通の突き。最後に〈闇穿・魔ま壊かい槍そう〉の、遅延デイレイ可能な連続スキル突きを行う。

　次は槍組手の歩法――捻り、爪先回転、ステップワークを駆く使し。あらゆることを想定した、連撃訓練を行う。

　やはり【修練道】で身に付けた〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉は凄い。〝爪先回転〟の躱かわしテクニックが訓練を行う度たびに、より鋭くなり回かい避ひ運動が洗練されてくるのがわかる。そうした連れん携けいの動きに加えて魔剣を使った訓練も行っていった。

　腕うでを横や斜ななめに動かして剣を振るい、蛇だ行こう型を意識して動かす。俺はスタミナ抜ばつ群ぐんなのでそうそう疲つかれることもない。そのせいか本格的に槍と剣の訓練にハマってしまい、結局はその日の大半は訓練して過ごすことになった。
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　次の日、魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ依い頼らいの集合場所である戦神ヴァイスの広場へ向かう。大きな公園のような場所らしいが。

　ふと、俺の肩にいた黒猫ロロが跳躍して、先に走っていく。また、何か発見したのか？　俺も足早に黒猫ロロを追いかけた。

　やがて、妙みような入り口らしきところを発見。ガウンを着たような老人の彫ちよう像ぞうと、いかにも戦いの神様っぽい、鎧を着て片手に剣を掲かかげる彫像が入り口の両サイドに立っている。

　ロロはその片方である老人彫像の上に乗っかり、禿はげた頭へ乗り移ろうと狙っているところだった。

「あれ、猫だわ」「ほんとだ」「やけに動きが機き敏びんだな」「ほぉ」「賢けん人じんラビウスの上に乗るとは……」「だが、カワイイもんだな」

　……目立っているし。広場の冒ぼう険けん者しやたちが黒猫ロロの姿に注目していた。ここからは冒険者たちがどっと増えていく。皆、目的は同じらしい。俺は少し恥はずかしい思いをしながらロロを呼ぶ。

「おーぃ、戻もどって来い」

「にゃっ」

　黒猫ロロはすぐに戻って肩の位置に収まった。

「ロロ、少し大人しくな。これから人が集まるところへ出るから静かに」

「にゃお」

　黒猫ロロとそんなやり取りをしてると、

「あの猫、可愛かわいいわねぇ」「俺もあんな猫がほしい」

「やけに従順だな。使い魔か？」「さあな？」

　と、そんな感じで、暫しばし注目を浴びた俺とロロ。頭をぽりぽり掻かきながら、冒険者たちの後を追う。

　広場の中心地には、屋根が無い円形の野外劇場的な場所があった。演劇かオペラでもやってそうな感じ。そこに続々と冒険者と見られる人々が集まっている。

　――と、俺もその会場へ歩こうとした時、呼び止められた。

「シュウヤ――」

　声の主は、透とう明めい感かんのある笑顔を持つエルフ……キッシュだった。キッシュ・バクノーダ。見覚えがある白と緑色の騎き士し鎧よろいに、緑系のグリーブ。あの悩なやましいロケットおっぱいは隠かくされている。綺き麗れいに白く並んだ歯。やっぱ、癒いやされるなぁ。

「……やはり、キッシュも討とう伐ばつに参加か」

「にゃっ」

「勿論だ。シュウヤも黒猫ロロを連れて、ここに来たってことは参加するんだな？」

「そのつもりだよ」

「よかった。シュウヤと黒くろ猫ねこロロは強いからな。心強い」

　黒猫ロロは嬉しいのか、片足をぽんっと持ち上げ、俺の肩を叩きながら、

「にゃあ」

　と一声。キッシュへ向けて紅あかい目を輝かせるように挨あい拶さつしていた。

「まぁ、俺も頑がん張ばるつもりだ」

「わたしも人生をかけて……故郷、家族を葬ほうむった、仇かたきである魔ま竜りゆう王おうの討伐を果たすっ」

　キッシュの瞳ひとみの中に、はっきりとした憎にくしみの色が見えた。

「……シュウヤは個人で参加なのだろう？」

「そうだよ」

「なら、わたしも個人参加だ。一いつ緒しよに会場へ行こう。もう侯こう爵しやく様と冒険者のギルドマスターが到着しているらしい。他にも軍の騎き士し団だんのメンバーも壇だん上じように集まっていると聞いた」

「わかった、行くか」

　キッシュに連れられて円形会場の中へ入っていく。数百人近くは座すわれそうな客席がもうほぼ満員になっていた。俺たちの後ろの方では行列になりそうだ。ザワザワと冒険者たちの声で騒がしくなっている。

　そんな客席に座る面子メンツを見ていくと、どの人も面つら構がまえが厳しく強そうに見えた。獣人と見られるのも多数いる。おっ、サラだ。紅べに虎とらの嵐あらしも参加か。

「あそこにいる獣人と人族の混成パーティは、有名な冒険者クランだな。確か……Ｂランクの【戦いくさ斧おののシャファ】。メンバーの殆ほとんどが戦せん闘とう奴ど隷れいという曰いわく付つきだ。その向こうにいるのが、同じくＢランク【紅虎の嵐】。その隣が黒と赤のローブ姿から察するに、Ｂランク【アリアの放ほう浪ろう者しや】だ。おっ、なんと、もっと大物がいた！　あの二人組の魔ま法ほう使つかい、Ｓランクの【蒼そう海かいの氷ひよう廟びよう】だ」

　キッシュが説明してくれた。

「へぇ、詳しいんだな」

「わたしも、冒険者になって数年は経たっているからな、今挙げた冒険者クランはここ【ヘカトレイル】だけでなく、東部の近きん隣りんで名を轟とどろかせている冒険者クランだぞ」

　キッシュはそんなことも知らないのか？　という顔を浮かべて、俺の顔を見る。

「そっか。知らなかったよ。覚えとこう」

　あまり構わずに、俺は今、キッシュが話していた有名どころの面々を見ていった。

【戦斧のシャファ】の面子は、毛むくじゃらで巨きよ体たいの獣人系が多い。

　その獣人たちの胸むな元もとには特とく徴ちよう的てきなマークがある。全身毛だらけだが、胸元だけ黒くろ環わの焼け焦げたような痕あとがあり毛が剥はげていた。この間、売られていた奴隷たちは全員、首輪を装着していたが、あの胸に焼き込まれた痕も、奴隷の証しよう拠こなのかな……人族の女性魔法使いも側そばにいるけど。この女性だけ胸に痣あざがない。この女性が主人か。

　遠くからだから、いまいち顔はわからない。【紅虎の嵐】は相変わらず綺麗な面子たち。

　一人だけ厳いかついブッチ氏がいるので、バランスはいいのかもしれない。

【蒼海の氷廟】は一番前の席に座っている。クランとはいうが、キッシュが少し話していたように二人だけのようだ。見た目はそっくりで、双ふた子ごなのかな。人族のようだが、やけに背が小さいし白い肌が目立つ。二人組の魔法使いか。そこで、壇上へ視線を移す。

　壇上の両サイドには護衛と見られる黒マスクを被かぶった戦士がいた。その黒マスクを被った胸むな板いたの厚いプロレスラー風の護衛は、処しよ刑けい斧おのを両手で抱かかえ持ち、観客席を見守っている。いかにも悪役レスラー的。今にも、観客に襲おそい掛かりそうな雰囲気で仁に王おう立だちしている。

　舞ぶ台たい中央には、主しゆ宰さい者しやらしき女貴族とその取り巻きたちが勢せい揃ぞろいしていた。左側は、上品そうな老人と魔法使いの格好をした女性が一人。

　――あれっ、エリスだ。

　緊きん急きゆう依い頼らいの時の、頬にキスしたあのリーダー株、エリスは左ひだり端はしの方。

　その隣となりには、整った紺こん色いろの外がい套とうを身に着けた老人がいる。老人はエリスとは話さず、右側に座る女貴族と楽しげに会話をしているようだった。その女貴族を守るように背後の左右に立つのが……白しら髪がが目立つ老戦士と若そうな侍じ女じよ風の獣人。青色の鎧を着た騎き士し風の人たちも貴族たちの隣に座っていた。

　しかし、紺こん色いろ外がい套とうを着ている老人と話し込んでいる、あの女貴族……。金きん髪ぱつに青目。陶とう器きのような綺麗な肌。鼻筋も長く隙すきのない整った人形みたいな顔……。

　もしや……いや、まさかな。

　女貴族は、真しん紅くのビロードドレスの上から、銀で縁ふち取どられた黒いマントを羽織って体のラインを隠している。黒マントはピカピカと光を反射しているので、宝石があしらってあるのだろう。女貴族、老戦士、女獣人……あれ、絶対に何処どこかで見かけた面子だ。

　――あぁっ、思い出だした。

　俺はそっと、思い出された記き憶おくに眉を顰ひそめた。







第三十三章「魔竜王討伐の決起集会」







　まじか。あの高たか飛び車しや風の女……。ファダイク近きん郊こうの廃はい墟きよな屋敷で俺を襲った側の貴族たちだ。姫ひめの誘ゆう拐かいに絡からんでいたらしい貴族たち。ヘカトレイルのお偉えらいさんだったのかよ。

　と、壇上を見ていると――。

「グオォォォォン」

　獣声の重低音が空から会場に響いてきた。その声の主は、グリフォンたちだ。

　グリフォン二匹ひきが声を響かせながら壇上に舞まい降おりてくる。

　観客席からは歓かん声せいが上がった。うひょ～、ずいぶんと派手なご登場だ。

　茶色毛のグリフォンに乗っていた騎士が、華か麗れいな動作で壇上に降り立った。

　二人とも他ほかと明らかに所作が違ちがう。そして、深緑に統一された防具を身に着けている。鎧や盾たての一部分に竜りゆうを支えるように翼つばさを生やしたライオン、正にグリフォンのような姿が描かれていて、強そうな雰囲気だ。その騎士の一人が兜かぶとを脱ぬぐと、さらりと金の長ちよう髪はつが揺ゆれ綺麗な女顔を晒さらす。

　観客にいた男共から歓声が上がる。

　もう一人の深緑騎士は体格のいいイケメン男性だったので、女性の黄色い声も混ざった歓声となっていた。わかりやすい。

　深緑鎧を着た二人の騎士は、女貴族の前で膝ひざを折り一礼している。そして貴族へ挨拶を終えてから、騎士二人組は青鎧の騎士たちの列に加わった。

　これで一通り出で揃そろった感じか。そのタイミングで、女貴族は隣の紺色外套を着る老人との会話を止めると、真ん中の壇上へ歩き始める。白髪の老戦士と侍じ女じよ獣人も一緒に続く。

　女貴族と侍女獣人は会場に集まる兵士、冒険者たちを見み据すえた。白髪の老戦士は背後から見守る姿勢だ。侍女の女獣人が壇上の前に出ると、物もの怖おじせず口を開く。

「――皆みな様さま、この度は戦神ヴァイスの広場にお集まり下さりありがとうございますっ！　では、今から、オセベリア第三軍団最高司令官で在らせられる【ヘカトレイル】領主アナハイム侯爵家御ご当とう主しゆシャルドネ・フォン・アナハイム様から、皆様にお話がございます」

　女獣人の声は大きい。透すき通とおった声こわ色いろが会場に響く。彼女はくるりと翻ひるがえって、すたすたと女貴族の背後へ移動していった。領主らしいシャルドネは、一歩前に進む。

「――皆様、わたくしがシャルドネ・フォン・アナハイムですわ」

　観客席から一斉に拍はく手しゆが巻き起こる。それが静まると、侯爵シャルドネはゆっくりと小さい唇くちびるを開く。
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「今回は皆さんもご存じの通り、ワイバーンの群れによる攻こう撃げきで【ヴァライダス蠱宮】の天てん蓋がいが破は壊かいされ、多数の冒険者たちが巻き込まれて亡なくなる結果となりました。これは魔竜王バルドークが原因です。近年、魔竜王バルドークは山を降りては近隣諸国を襲い、人々を恐きよう怖ふに陥おとしいれています。そしてここ、【ヘカトレイル】も危機に晒されている」

　侯爵のシャルドネは、そこで、少し間を空ける。

　やっぱり、隣りん国ごくの姫ひめ誘ゆう拐かいに協力していた女だ。この依い頼らいに参加して、まずったか？　まさか、ここの侯爵とはなぁ……あの時の会話を思い出すと……。

　国と国との争い事だけではなく、裏と表で複ふく雑ざつ怪かい奇きな権力争いが微妙に絡んでいそうだ。まぁ、今となっては、推察するしか出来ないが。そこでシャルドネの話が続く。

「……いつ竜たちから襲しゆう撃げきがあるか、そう考えると不安です。ですから、わたくしは先手を打つことにしました。ヘカトレイル冒険者ギルドマスターである〝カルバン氏〟にもご協力をお願いしまして、ここに、大規模な〝未み探たん索さく地域開かい拓たくミッション〟を兼かねる〝魔竜王討伐〟を行いたいと思います！」

　聴ちよう衆しゆうはざわめく。そんな観衆へ語りかけるように、細い腕を斜め上うえへあげて、女侯爵は話を続けた。

「――さらに、オセベリア王国最強部隊とされる【竜りゆう魔ま騎き兵へい団だん】の一角を成す精せい鋭えいたち、〝グリフォン部隊〟の一部も、この戦いに参加が決定していますのよっ」

　シャルドネは背後を振り返かえり、細い腕を深緑の鎧に身を包つつむ者たちへ向けた。その様子に、会場はまたも、どっと喚かん声せいが沸わく。

　拍手が鳴なり止やむのを待ってから大きく頷き、シャルドネは話し出す。

「――討伐成功者の方には魔竜王の素材を、と考えておりますの。ですから頑張ってくださいませ。尚なお、討伐作戦の詳しよう細さいに関しては、ここの守備部隊統とう括かつ者しやでわたくしの部下である【第三青鉄騎士団】の団長ロッド・オドネルがお話しします――では皆さん、わたくしの話はここで終わり。皆さんに戦神ヴァイスの加護がありますように……ありがとうございました」

　侯爵シャルドネと侍女獣人がスカートの端を持ち、可愛らしくお辞じ儀ぎをして、離はなれていった。そこで再び歓声が上がる。それが収まると、青鎧を着た騎士の二人が壇上の前に進み出た。先に初老のベテランとわかる騎士が大声で話を始めた。

「侯爵閣下よりお話があった通り、わたしが【第三青鉄騎士団】団長ロッド・オドネルである。今回の遠えん征せいにあたり、連隊を組み進しん撃げきを開始する予定だ。直接の指揮は青鉄騎士団千人〝鋭えい鬼き隊たい〟隊長、ガーネス・ブロガインが執とることになっている――ガーネスッ」

　渋しぶい声こわ音ねで名前が呼ばれると同時に、後ろに控えていた騎士将校の一人が前に出る。

　そして、聴衆へ向けて軍令ポーズを取った後、頭を下げてから説明を始めた。将校たちが身に付けている青鉄鎧の左胸には馬が王おう冠かんを支えるようなエンブレムが描かれてある。

「閣下が話された通り、わたしが今回の指揮を任されたガーネス・ブロガインだ。今回は我々兵士だけでなく冒険者クランも数多く参加してくれている。そこでだが、冒険者の方々は、我々の指揮権から離れ〝遊ゆう撃げき隊たい〟として活かつ躍やくしてほしい」

　ていのいい厄やつ介かい払ばらいにも聞こえるが？　冒険者たちの一団からざわざわとどよめきが起こるが、ガーネスは無視して話を続けた。

「……我々の魔導人形ウオーガノフを含ふくめた兵士たちは、もう既すでに南門に集結している。これからすぐに魔竜王討伐へ向かうことになるだろう。【バルドーク山】は長らく未探索地域に指定されていた危険な地域だ。だが、わたしたちは恐おそれないっ！　オセベリア王国の為ために、青鉄騎士団として、全力を尽つくす予定だ。そして、空からグリフォン部隊八十騎きが、君たち冒険者と我ら青鉄騎士団の地上部隊を支し援えん、及および、制空権を支配する予定である。空は彼らに任せたまえ――そして、我らは共に力を合わせ、必ずドラゴン共を殲せん滅めつさせようぞ！　では、皆、進もう!!」

　ガーネスは片かた腕うでを上空へ上げてから、胸にあるエンブレムに触ふれる。

　最後に、高らかに宣言してから演説を終えた。すぐに、一斉に青鎧に身に包む騎士たちが立ち上がり、野太い声が生まれていく。

「おおうっ!!」「おおおぅっ」「おぉぉっ！」

　冒険者たちの一部も大声を張り上げる。そうして、騎士将校たちは壇上から離れ会場から退出していった。グリフォン隊の面々も空へ去っていく。

　会場はなおも暫しばらく歓声や気合いの声で満たされていた。報ほう酬しゆうかぁ。俺おれも貢こう献けんしたら貰もらえちゃうのだろうか。

　周囲の冒険者たちを見回すと、馬に乗る人や魔ま獣じゆうに乗って進んでいる集団も見かけた。

　ポポブムに乗った方が楽だけど……乱戦になるかもしれないからな。このまま行くとしますか。

「わたしたちも向かうとしよう」

「わかった」

　キッシュと共に南門へ向かう。冒険者の列が暫く続いていた。そこに、女性の声が響ひびく。

「シュウヤじゃないか」

「あ～、シュウヤさんだ」

「やっぱり。この依頼受けているわよね」

　サラと紅虎のメンバーだった。

「やぁ、サラに紅虎のみんなか。ま、実はさっき会場で見み掛かけたんだけどね」

「それならその時に話しかけてくれればよかったのに」

「いや、あのお偉いさんが壇上にいる時だぞ？　無理無理」

　想像しながら、ふりふりと、片手を振って答えた。

「それはそうだな」

　サラは綺麗な笑えみを見せて、ネコミミをピクッと動かす。

「シュウヤさん。その方は？」

　ルシェルが興味ありげに聞いてくる。

「この間、知り合った冒険者の友だ」

　そこで、キッシュに顔を向けて紹しよう介かいする。

「キッシュ、紅虎のリーダーとそのメンバーたちだよ」

「あっ、はい。わたしはキッシュ・バクノーダ。冒険者です。紅虎の嵐の名前は聞きき及んでいます」

　キッシュは緊きん張ちようしているのか、硬かたい口調だ。

「そうですか。光栄です。キッシュさん。わたしは【紅虎の嵐】で代表を務めているサラ・フロライドと言います」

「こんにちは、わたしはルシェル・アドキンス、紅虎の副隊長です」

「わたしはベリーズ・マフォン。綺麗な同族ね。でも、出身部族が違うわ。蜂はちのマークはあまり見たことがない」

　ベリーズは少し睨にらみを利きかせるように話す。頬のマークは部族を示す意味があったのか。

　キッシュは騎士のように左手を胸に添そえて畏かしこまった挨拶をした。

「はい。家族、部族たちは魔竜王に……親しん戚せきたちはバラバラに散っている状じよう況きようですが、魔竜王を倒たおせたら、皆を呼び寄せて、集落を復興させたいと思っています」

「魔竜王に……そうだったの、ごめんなさい」

　ベリーズは気まずそうに話していた。

「いえ、いいんです。紅虎のような有名なクランが参加するならば、魔竜王討伐も素す早ばやく達成できるでしょう」

「……ふふ、ありがとう。キッシュさんも見たところ重騎士ですし、強そうですね」

　サラがベリーズの失言を取り持つように持ち上げてくる。

「はい。あっ、はい。盾の扱いには自信があります」

「うん。でも、同じ冒険者なんですから、そんな畏まらなくても……」

「はは……そうですね。高ランクで有名な冒険者クランの方とは会話をしたことなかったもので。それにしても、シュウヤ。紅虎の嵐と知り合いなのだな」

　キッシュは、頬を赤らませて答えていた。途中で逃にげるように俺に話を振ってくる。

「意外だったかな？」

「いや、うん、まぁ、シュウヤの強さならあり得るか」

「そうよ。シュウヤは強いわ。キッシュさんの言う通りなんだから。彼とは緊急依頼の時に知り合ったの」

「緊急依頼……確か、僅わずか二日で依頼を完かん了りようしたという？」

「そうそう、シュウヤがその依頼で、大だい活かつ躍やくしたのよ。わたしたちも助けられたわ」

「にゃっ」

　黒猫ロロが『わたしもいたにゃ』的に鳴いて、俺の肩を叩たたいていた。

「あっ、フフ、ごめんね。ロロちゃんも活躍したわね」

「ロロは褒ほめられたいらしいな」

「ははっ、ん、ロロ、小さいかわいい舌が口から出っ放しだぞ？」

　キッシュが指し摘てきしていた。確かにロロさん、ピンクの舌が口の中に戻っていない。

　ピンク色の可愛い舌が……面白おもしろい。

「あはは、可愛いぃぃー」

「ロロちゃん、わたしの胸の中に埋うまってみる？」

　ベリーズがおかしなことを言っているが、指摘はしなかった。

「はは」

　皆が笑っていると、その場にいなかったブッチが南門辺りから走ってきた。

「団長～～、ふぅ～～、もうクランのリーダーたちが集まってますよ～お！　ん、シュウヤじゃないか。やっぱ団長が話していた通り、お前も参加してたんだな」

　急ぎ走ってきたようで、ブッチは肩で息をしている。

「そりゃそうさ、魔竜王退治なんて、そうそうないからな。参加するに決まっている」

「はは、確かに、お前なら、もしかすると……」

「ブッチ。もう集まってるんだな？」

「――はい。行きましょう」

「わかった」

　サラはブッチの言葉に頷くと、俺たちに振り向むいた。

「それじゃ、シュウヤとキッシュさん。お互たがいに頑張りましょう。わたしたちはクランなので別行動だけど、魔竜王退治の際はどうなるかわからない。だから――シュウヤ、期待してるわよ？」

「おう、お互いにな」

「うん」

「戦神のご加護を」

　キッシュは軽い会え釈しやくをしながら剣けんを握にぎり、そう話す。サラは俺とキッシュを交互に見る――どことなく俺を見るサラの視線が厳しく感じるのは気のせいだろうか？　自意識過か剰じよう？　サラはそのままキッシュへ笑みを向け口を開く。

「……貴女あなたにもご加護を、それじゃ――」

　サラは紅色の髪かみを揺らして踵きびすを返す。冒険者たちが集まっている方へ走っていく。

　紅虎のメンバーたちも俺たちに軽く頭を下げてから彼女の背中を追っていった。

「少し緊張してしまった」

　キッシュは一息ついてから言う。

「態度からわかっていたよ。それよりも、クランはクラン同士連携して進むようだな、青鉄騎士団とは連携が取れそうもないからだと思うが」

「騎士団とは分かれた方が戦略上、楽だからだろう。命令系統が混乱すると大変だ」

「それもそうか。俺たちのような個人参加が、果たしてどこまで貢献できるか」

「……シュウヤのような猛も者さが口に出す言葉じゃないな」

　何気無い言葉のつもりだったが、キッシュには要いらぬ謙けん遜そんに聞こえてしまったようだ。

「すまん、俺が魔竜王を倒してやるさ」

「ふふ、シュウヤの、その目は嫌きらいじゃない」

　キッシュの透明感ある笑え顔がおで言われると嬉うれしいね。

「おっと、本格的に惚ほれちゃったか？」

「バッ、バカ、今はバルドーク山に向かうことに集中しろっ」

「ははっ、わかってるさ、個人参さん加か枠わくで活躍したら目立つだろうし、頑張っちゃうよ」

「その意気だ。個人参加枠も人数が多い。中にはシュウヤのような隠れた実力者がいるかも知れない。だから、連携が取れなくても、意外に楽に進めるかもしれないぞ」

「なるほど――」

　――そこに頭上から獣けものの声が響く。グリフォン部隊が空を駆かけるように飛んでいるのが見えた。いやぁ、壮そう観かんだな。ブルーインパルス風な隊列を組んでいるし。

　そんな光景を見上げながら進むうちに、南門に到とう着ちやく。

　ここでも、空のグリフォンだけでなく地上の部隊もそうそうたる装備を俺たちへ見せつけていた。馬が王冠を支える軍旗があちこちで靡なびき、群ぐん青じよう色いろに彩いろどられた青鉄騎士団の兵士たちが歩む。その中で、三体ほど、目立った存在があった。

　なんだあれ……機械の人形のようでもある。

　背が高く寸ずん胴どう、見た目は鋼鉄鎧よろいに鉄仮面姿の異形な甲かつ冑ちゆう戦士だが、雰ふん囲い気き的にはロボットに近い。体重が重いのか動きは鈍にぶいようだ。それらが鉄の軍ぐん靴かを響かせて進む。

　荷馬車に乗せられている木製の軍太たい鼓こがリズムよく叩かれ、銅ど鑼らもゴーンッと腹に響く低音を周りに響かせていた。音楽隊のような存在というより、銅鑼の音と太鼓で戦術確かく認にんを行いながら進んでいるらしい。上空から見れば、バルドーク山へ続く蜿えん蜒えんたる行軍隊形が伸のびていることだろう。「何を見つめてる？」とキッシュが流し目で聞いてきた。

「あの一ひと際きわ大きい鉄の人形はなんだ、と思ってな」

「あれは、魔導人形ウオーガノフ。戦争で使われる兵器。ゴーレムの一種とも言われているな。鉄、革かわ、木、魔ま晶しよう石せきにマジックアイテムを組み合わせて作られているとか。貴族の象しよう徴ちようでもある」

　その言葉に、魔ま霧きりの渦うず森もりで対決した魔ま術じゆつ師しゾルが話していた内容が頭を過よぎる。

　実際に目にするのはこれが初だ。

「ほぅ、あれがね……数が少ないが戦力にはなりそうだな」

「強いことは強い。だが、竜相手では果たして……それに作成するのに金がかかりすぎてあまり効率的ではないとか。スキルも必ひつ須すで莫ばく大だいな魔ま力りよくも必要らしい」

　スキルや魔力が必須か。

「金かぁ、あんなのを作るとなると、どこぞの貴族様でないと無理そうだな」

「そりゃそうだろう。作れる職人は専門技師として国家から秘ひ匿とくされやすい。だからこそ、あれを保有することが、昔から貴族としての力の存在証明になっているところもある」

「なるほどなぁ……」

「さぁ、見てないで行くぞ」

「にゃ、にゃ、にゃおん」

　黒猫ロロも気合いを入れるように俺の肩を何度も両前足で叩く。

「おう、行こうか」

　俺たちも兵士や冒険者たちに続きバルドーク山へ向けて出発した。

　その途中で山林を打うち倒すように出現する竜種のモンスターたち。

　青鉄騎士団は二列横隊で迎むかえ討うつように進撃。前列に重騎士が並び、後列に弓や魔ま法ほう士したちが控ひかえる。そして、空からグリフォン部隊が急きゆう襲しゆうする形だ。

「射しや撃げき、魔法、用意っ、うてぇぇっ！」

　隊長格の人が叫さけぶ。一斉に射手隊、魔法士隊の攻撃が前衛を越こえて、弧こを描えがきながら竜種たちへ向かう。大型の竜種であるドレイク、ワイバーンに次々と矢や魔法が直ちよく撃げき、竜たちは傷付き倒れていった。

「怯ひるんだぞ！　鋭鬼隊、進めぃ!!」

「オオォォォォッ」

「突とつ撃げきぃぃぃっ」

　別の隊長の大声が響くと、兵士たちの気合い声が魔法のように竜たちを貫つらぬいた。

　一斉に槍やり衾ぶすまを形成した横隊が大型竜たちを屠ほふっていく。空からはグリフォン隊が魔法や急降下攻撃で確実にワイバーンやドレイクを仕留めていった。

　西で戦争が展開されているせいか、王国騎士と兵士たちの動きの質は高い。

　冒険者たちとはまた違う組織の力だ。

　一方で、遊ゆう撃げきを任されている、俺たち冒険者たちはその兵士たちが撃うち漏もらしたであろう小さき竜のソニックバーンを退治していくだけ。

「そっちに竜が回ったぞ――」

　冒険者の声が響く、近いか？　声が聞こえた方を見ると、おかしなことが起きていた。

　ソニックバーンの上に大きな白獣がのし掛かかって押おさえつけていたのだ。

　それは白しろ熊くまだった。白熊!?　しかも、その上には人が乗っている？

　白熊も鎧を着込み、熊くま手でには鉤かぎ爪つめのような武具を装備しているし……。

　俺は一いつ瞬しゆん、デゴザベアを思いだし、槍やりを構えようとしてしまった。

　その白熊によって押さえつけられたソニックバーンの頭二つが、細長い槍に突かれていた。小さい竜は動きを止める。白熊の上に跨またがり、細長い槍ロングスピアで攻撃していた人物はローブ系の頭巾を被っているので、顔の判別はできなかった。謎なぞの戦士は槍を竜の頭ず蓋がいから引ひき抜ぬくと、血を払はらい背中へ収めている。そのまま、太いたくましい腕を伸ばし、よしよしと、白熊の頭を撫なでていた。

「あれは……」

「魔ま物もの使つかいか、獣じゆう魔ま使つかいだろう」

「へぇ……」

「シュウヤも、小さい黒猫の姿をした使つかい魔まのロロがいるじゃないか」

　キッシュはそう言うが……。

「だが、白い熊くまだぞ？」

「確かに熊に乗って戦うなんて見たことないな」

　その白熊が戦士を乗せながら、威い勢せいのよい足どりで近寄ってきた。少し迫はく力りよくを感じる。

「聞こえていましたよ？」

　熊に乗っていた人物は、そう笑みを含む声質で話しながら頭巾を脱いで顔を晒す――ほぅ、長い兎うさぎ耳みみか。四角い顔のずんぐりむっくりな女獣人だった。

「ンン、にゃっ」

　その姿に黒猫ロロが最も早く反応した。

　俺の肩から跳ちよう躍やくして、白熊の肩へ移動するとその兎うさぎ獣じゆう人じんの膝ひざに頭を擦すり付けている。

　ロロさん。早さつ速そくやることは匂におい付けですかい。

　何回か頭を擦り付け、満足するとまた俺の肩に戻ってきた。

「可愛い猫ねこちゃんですね。あっ、貴方あなたも獣魔使いなのですか。わたしの名はアゾーラです。個人参加枠で、今回依頼に参加しました」

　声質は高い。兎耳のアゾーラは熊から降りると、ひょこっと挨拶してきた。

　俺は獣魔使いではないが、そこはスルーして挨拶を返す。

「よろしく。俺はシュウヤ・カガリ。シュウヤと呼んでくれ」

「キッシュ・バクノーダだ。キッシュと呼んでくれ。同じ個人参加枠だ。よろしくな」

「はいっ、わたしもアゾーラと呼んでください」

「フガッ」

　白熊も主人が返事をしたからか、息声を出していた。

「白熊を従えているのは初めて見る。特別な熊ですか？」

「はい、聖獣プルントベア。名前はパウと言います。自じ慢まんの相棒でありペットです」

　アゾーラは誇ほこらしげな表情を浮うかべて、瞳を輝かがやかせる。片方はやや斜しや視し気味だな。

「聖獣？」

「わたしも聞いたことないな」

「出身は遠い遠い東にあるレリックの一地方ですから……」

　そういや、師し匠しようから貰った地図の東の端はしっこに、レリックと書かれてあった。

「遠いとこから……レリックか」

「陸路はこのパウに乗るので楽なんですけど、船旅は大変な時もありました」

　船旅に若い獣人女性が白熊を連れた旅。

　このヘカトレイルまで何千～何万キロはあるだろうに……「母をたずねて三千里」じゃないが、凄すごい旅をしてきたんだなぁ。それに船。何か憧あこがれる。俺もいつか乗ってみたいかも。異世界の船旅……海かい賊ぞく王おうのような存在もいたりするのだろうか。考えるだけでわくわくする。

「……そりゃすごい冒ぼう険けんだなぁ。船旅かぁ」

「はは、冒険だなんて。でも船旅はきつかったですけど楽しいことも多かったんですよ。パウも泳いで魚捕とったりしましたし」

　まぁ白熊だからな。

「パウは優ゆう秀しゆうそうだ」

「ありがとう。シュウヤさんも、その黒猫ちゃんを従えているのですね」

「名前はロロディーヌ。ロロと呼んで――」

　黒猫ロロは話の途と中ちゆうで、俺にいたずらをするように口を遮さえぎってきた。

　触しよく手しゆで体を支えながら、右みぎ肩かたから歩き出し、頬ほおへ小さい頭を擦りつけながら鎖さ骨こつを伝い左ひだり肩かたへ渡わたり歩あるいていく。その時、ふさふさの尻尾しつぽで口が塞ふさがってしまった。

　ロロさん、尻尾が邪じや魔ま……。

「あははは、可愛い。愛されてますねぇ。その子、ロロちゃんって言うのですね。続きのディーヌっていうのも、良い響き～」

「はは、ロロ褒められてるぞー」

　ロロは笑みを浮かべこそしないが、嬉しそうに肉球を見せてくる。それを見ていたアゾーラは長い兎耳を僅かに揺らして楽しそうに口を動かす。

「シュウヤさんにキッシュさん。この際です。個人参加枠同士で、一時的に組みませんか？　青鉄騎き士し団だんやグリフォン部隊がいるのであまり活躍は出来そうにありませんが一緒に竜種を倒せばスムーズに進めるはずですし、ロロちゃんもいますし……」

　最後に視線が黒猫ロロに向けられていた。気に入ったのかな。

「いいぞ」

「わたしもだ。改めてよろしくな。アゾーラ」

　キッシュも同意していた。

「ハイッ」

　アゾーラは四角い顔だが、素す直なおな気持ちが伝わるような笑顔だ。

「互いに頑張ろう」

「了りよう解かい！　これでも冒ぼう険けん者しやの端くれですから、聖獣と一緒に頑張りますよ！」

　アゾーラは太い首を縦に振ふり気合いを入れるように腕うでを掲かかげる。

「アゾーラはさっき槍を使っていたが前衛向きなのか？」

　重装備のキッシュは槍が気になるらしい。アゾーラの背中に収まった細長い槍ロングスピアを見つめながら話している。

「前衛もこなせますが、わたしの戦せん闘とう職業は魔ま法ほう槍やり士しですので後衛も大だい丈じよう夫ぶです。ランクはＤですが、パウが力を持っていますのでどんな状況でも対応できる自信があります」

　アゾーラは肉づきのいい手を白熊へ当てながら自信ありげに話す。

「そうか。長旅を続けていることだけはありそうだ。俺もＤランクで、槍の腕には自信がある。黒猫ロロも俺と同じぐらいかそれ以上の動きをしてくれるはず」

「わたしの冒険者ランクはＣだが、このメンバーだと一番弱そうだな」

「えぇ？　キッシュさんＣランクなのに？」

「ランクはある程度の目安に過ぎないだろう？　しかし、そろそろ先へ歩かないか？　前線から離れすぎてるようだ」

　キッシュは気まずそうに、そう話すと、上空へ指を差す。

　空中漂ただようグリフォン部隊。高い位置から地上へ攻撃を加えていた。

　空から放たれている魔法の嵐によって山やま肌はだが燃え火災が発生している。

「あそこは激しそうだ」

「そうですね、魔法の範はん囲いに気をつけたいところです」

「確かに、仲間からの攻撃で死にたくはないな……」

「行こうか」

　キッシュが先頭を進む。俺たちは小型の竜を倒しながら、バルドーク山さん麓ろく近くまで進出し山林地帯を通りすぎ、竜種によって滅ほろぼされた廃はい村そんの中を歩いていた。

　ここでは討とう伐ばつ軍ぐんと竜種たちが戦った跡あとが生々しく残っている。

　さっき戦いがあったばかりの場所には、血と肉が焼けた臭においが充じゆう満まんしていた。

　青鎧が切きり裂さかれている兵士の死体、冒険者と見られる骸むくろ。他にも鉄製の太矢が頭に刺ささった大型竜ワイバーンが死んでいたり、鉄製の胴どう体たいが潰つぶれて、見たことのない産業廃はい棄き物ぶつ的な銀液が垂れ続けている魔導人形ウオーガノフの残ざん骸がいが二つもあった。

　やられてるとこを見ると、この鉄巨兵は、あまり強さには期待できないということか。

　ついでだ。竜の死し骸がいから爪つめと牙きばを回収しておこう。アイテムボックスの格納を押す。

「くそっ、竜共め」

　俺がコソコソと回収していると、キッシュの怒いかり声ごえが聞こえてくる。

　彼かの女じよは緑色の髪かみ飾かざりに透とう明めい感かんある肌はだを持つ飛びっ切りの美人さんだが、今は、きらきら光る瞳ひとみの奥おく底そこに憎にくしみを彷ほう彿ふつとさせる巨きよ大だいな火焔ほのおが浮かんで見えた気がした。

　無む惨ざんに放置された村の様子を見て、過去の出来事を思い出しているようだ。

　アゾーラも残念そうに家々があった燃えかすを触さわり、呟つぶやく。

「この燃え方は、竜のブレスですね……」

「ガォォ」

　すると、白熊パウが叫ぶ。同時に魔ま素その反応を感じた。

「敵だっ」

「にゃ」

　黒猫ロロも紅あかい双そう眸ぼうを反応した場所へ向ける。現れたのは中型竜。そのドレイクは、今にも炎ほのおの息い吹ぶきを吐はき出してきそうな雰囲気で、俺たちを睨みつけていた。
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　――ドレイク。こいつは炎のブレスを吐く。

　キッシュは正面から進むようだ。ブレスを警けい戒かいしているのか、左手に持つ大きな方ほう盾たてを前に構えてじりじりと前進している。重騎士ならではのスタイルだろう。

　ドレイクは盾を構えて正面から迫せまるキッシュに気を取られている。

　俺は回り込んでドレイクの足を狙ねらう。相棒の黒猫ロロも俺の意図を感じ取り、素早く四し肢しを走らせドレイクの左後方へ移動していた。

「ブレスは出させない――」

　俺は走りながら、皆みなへ連れん携けいの確認の為、大声を発した。

　そして、ドレイクの右足へ向けて、黒槍を振るう。黒こく刃はがずりずりと激しい音を立てドレイクの鱗うろこを横よこ削けずり、肉を捉とらえた感かん触しよくを得る。

　黒猫ロロもドレイクの反対側の足爪の間にある柔やわらかそうなもっこりとした部位へ触手骨剣を突つき刺さしていた。その時、体が軽くなる。

　体の周りに白い靄もやが纏まとわり付ついていた。足も速くなった？　これ、魔法による支し援えんか。

　黒猫ロロの方にも同じ白い風のような物が付いている。

　よし、素早くなったついでに、ちゃっちゃっと殺やっちゃいますか。

　ドレイクの足は四つ。右前足と左前足には鋭するどい鉤爪が生えている。

　その鉤爪を振るわせないように一いち撃げき喰くらわせてやろう。

　走りながら捻ひねりを意識した黒槍を前足へ伸ばす。そして、バック、またダッシュ。

　ヒット＆アウェイで、〈刺突〉を連発。

　黒槍が緑の肉を貫き、銀を帯びた穂ほ先さきの色が竜の血で染まる。何なん箇か所しよも風穴を作り出だし、その傷からは緑の血が大量に噴ふん出しゆつ。

「ギャォォォォッ」

　痛みからかドレイクは悲鳴を発しながら反はん撃げきをしようと、無事な前足で横から払はらってきた。それを屈かがむように避さけながら、ダッシュ。

　ドレイクの右脇わき腹ばらへスライディングを敢かん行こう――ドレイクの爪撃は頭上を通り抜け難なく回かい避ひ成功。俺はすぐ立ち上がって、間かん髪はつを入れずに〈鎖くさり〉を射出。

　狙いは目の前の内腹ではなく反対側だ。〈鎖〉を内腹の下からぐるりと回し、ドレイクの腹から背中側を狙う。やがて、ちゃんと背中へ突き刺さる感触を得た。

　そして、ラペリングを使って建物を上る要領で、突き刺した鎖を引っ張り、強度を確認。

　鎖はアンカーのようにドレイクの背骨に入り込み、きちんと引っ掛かって抜けそうもない――十分だ。

　続いて、目の前のドレイクの土ど手てっ腹ぱらへ黒槍を突き上あげるようにぶっ刺した。

　黒槍から緑の血が流れ伝うが、金属棒を右みぎ脇わきに挟はさんでガッチリと固定。

　その瞬しゆん間かん――左手から伸びた〈鎖〉をアンカーはそのままに、鎖の因子のマークへ収しゆう斂れんさせて一気に身体を移動させる。低空をターザンのように飛ぶ。腹に突き刺した黒槍も同時に移動しているので、ドレイクの内腹は大きく切り裂かれていた。ロロが触手でやっていたのと同じ要領だ。

「ギャァァァァ――」

　ドレイクの悲鳴が耳じ朶だを叩く。俺は鎖を消失させて、反対側へ着地。

　腹を引き裂いていた黒槍を引き抜くと、どろどろした臓物や血が一気に散らばった。俺にも掛かるが、白い靄が血を弾はじくので、さほど返り血は浴びずに済んだ。

　そのタイミングで黒槍を横へ寝ねかし、回り込みながらの薙なぎ払はらいを竜の左後方の脚あしへ喰くらわせる。アキレス腱けんらしきものをぶった斬ぎる手ごたえ。

　ドレイクは動きが鈍り、よろよろと胴体を動かすのみとなった。

　もうそろそろ死ぬかな。俺は黒槍を正面に構え直して、様子を見る。

「にゃ」

　そこに黒猫ロロが俺の肩かた上うえへ戻もどってくる。

　あれ、いつもと違ちがい、ツルッと足を滑すべらせて、転こけていた。

　俺の右肩の部位は丸い甲こう殻かくを加工した金属製。ショルダー系のスポウダー防具がついているので、黒猫ロロはいつもと勝手が違うことに混乱している様子だ。

　その姿も可愛かわいらしいのだけど。

「ロロ、大丈夫か？」

「ンンン」

　小さい喉のど声ごえのみの返事だけど、大丈夫だ。

　ロロは触手を上手うまい具合に扱あつかい、俺の鎖骨と腕に伸ばし小さい体を支えていた。触手の先は吸きゆう盤ばんのようになっている。そんな余よ裕ゆうのやりとりをしてる間にも、ボロボロになったドレイクはまだ生きていた。

「――止とどめはわたしが貰うぞっ！」

　威勢のいいキッシュの声が響く。キッシュにも白い靄がかかっているようだ。

　やはり、動きが速い。魔法の加護により動きが速くなっているようだ。

　あれ、だけど長ちよう剣けんを使わないのか。うはっ、殴なぐった。方盾によるシールドバッシュだ。

　ブゥンッと、音が聞こえるぐらいに左手に持つ方盾が力強く縦に振り上げられていた。

　その強きよう烈れつな一いち撃げきにより顎あごを砕くだかれたドレイクは、大きく仰のけ反ぞっている。

　キッシュの攻こう撃げきはさらに続く。盾たて攻こう撃げきから本命の剣けん突とつか。仰け反ったドレイクの首へ、スラリとした長身を生かすように長剣を真まっ直すぐ伸ばしていた。ずにゅりと音が響きドレイクの仰け反った喉のど元もとに、キッシュの長剣が深々と突き刺さっている。

　首からシャワーのように血を放出し、ドレイクは完全に沈ちん黙もく。

　というか、あの方盾のが剣より強いんじゃ？　そんな感想を持つ程ほど、初撃の盾による打だ撃げきは強烈そうだった。すると、後衛の位置にいたアゾーラが兎の耳を揺ゆらしながら小走りに近寄ってくる。彼女は耳が可愛いけど、体格が寸胴気味なので迫力がある。

「はぁはぁ……シュウヤさんにキッシュさん凄いです。パウが攻撃する前に倒しちゃうなんて」

　聖せい獣じゆうのパウは両手にある鋼はがねの爪らしき武器を交差させると、ガチャガチャと金属音を立てながらドレイクの死骸近くを歩いている。

「この魔法は君が？」

　キッシュがアゾーラの顔を見ると、そう質問していた。

「はい。風の加護により速度、回避をアップさせます。風の疾駆エアートって、言語魔法です」

「速度に回避アップか。盾の一撃がずいぶんとスムーズだったわけだ」

　キッシュは自身の体をチェックするように盾を上下させている。

　なるほどね、俺にとって、初めての支し援えん魔ま法ほうだ。アゾーラにお礼を言っておこう。

「俺も速度が上がったのを感じていたよ。ありがとな。アゾーラ」

「にゃお」

　ロロもお礼をいうように鳴く。

「ふふ、当然ですよ。ね」

　アゾーラは黒猫ロロへ厳いかつい顔で笑みを作り、ウィンクしている。

　違う意味で迫力があった。黒猫ロロは尻尾と片足を上げて返事をしていた。

「……わたしたちも、あの魔法が爆ばく発はつしてる現場へ急ごうか」

　キッシュは剣を収めながら話すと、近くの空を舞まうように翔かけているグリフォンの姿を眺ながめていた。庇ひさしを下げているので本気か。

「了解、走るぞ」

「はいっ」

　俺たちは、そんな風に新たな戦いの場へと向かって駆けた。
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　暫くして目的の場所に近付く。

　あちらこちらで剣けん戟げき音おん、悲鳴、鬨ときの声こえ、が混ざった独特の音が響いてくる。

「こりゃ、乱戦だ」

「出来るだけ離はなれずに連携しよう」

「はいっ」

　そこは竜種たちと青鉄騎兵団の兵士と冒険者たちが多数入り乱れた、激戦のただ中だった。空ではグリフォン部隊とワイバーンが戦いを繰くり広ひろげている。

　俺とキッシュとアゾーラはそんな激戦区でも、お互いに連携を確認。

　即そく席せきパーティだが、着実に竜共を蹴け散ちらして乱戦を征せいしていく。

　そんな激げき闘とうの最中――ありゃあなんだ。

　前方の盛り上がった地形。四角い壇だん上じよう岩いわの天てつ辺ぺんに、突とつ如じよ、見知らぬ大型竜が現れていた。

　その見知らぬ大型竜は、三つ首で三つ頭。青白い鱗だ。

　ドレイクよりも大きい巨きよ体たいを生かすように、近くの兵士たちを踏ふみ潰し、空から大地までを網もう羅らするかのように三つの頭がウニョウニョ動く。まさに大暴れといった感じに青鉄騎兵団の兵士たちを蹂じゆう躙りんしている。二つ首のソニックバーンに頭を追加、さらに巨きよ大だい化かしたような姿だ。もしかして、あれが魔ま竜りゆう王おうなのか？

「あれは、ダイダロスか――」

　どうも違うらしい、キッシュはあの巨きよ竜りゆうのことを知っているようだ。

「――あの竜、ダイダロスという名なのか、しかし三つ首とは……」

「二人とも余裕ですね――」

　近付いてくるソニックバーンを倒しながら語っていたので、アゾーラは呆あきれた口調だ。

「ガゥッ」

　白熊パウもアゾーラに同調するように濁だく声せいを出していた。

「そういうアゾーラも、パウが一匹ぴきだけでドレイクを倒していたじゃないか」

「そりゃそうですけど――」

　そのアゾーラの声が途中で打ち消された。

　三つ首のダイダロスが巨大な咆ほう哮こうをあげたのだ。咆哮と思いきや、三つの口から振しん動どうしている衝しよう撃げき波はのようなものが撃ち放たれている。中隊規模の青鎧を着た兵士たちに衝撃波がぶち当たると、兵士たちは人形のように吹ふき飛とんでいた。

　今の強烈な振しん動どう波はは幸か不幸か、激戦区であるこの戦場で一いつ斉せいに注目を浴びる。早速、グリフォン部隊が救きゆう援えんに駆け付けていくようだ。

　空を飛ぶ数すう騎きが、物もの凄すごい速度を出し三つ首竜ダイダロスへ近付いている。

「俺おれたちも、あのダイダロスの討伐へ行くか？」

「そうですね」

「わたしは構わん。だが……」

「ん？」

「キッシュさん、どうかしましたか？」

「いや、何でもない、行ってみればわかる」

　キッシュは言葉を濁にごし、走り出す。なんだろ、ま、行ってみよう。

　彼女に遅おくれて、俺とアゾーラは走り出す。俺たちが到着した現場はグリフォン部隊の数騎だけで善戦、いや、三つ首竜ダイダロスを翻ほん弄ろうしている現場だった。

　グリフォンに乗っている騎き士しが魔法を放ち、グリフォンによる鉤爪で攻撃を加えて離れてのヒット＆アウェイを繰り返かえす。

　三つ首竜ダイダロスを押し返している。

　グリフォン部隊の行動により青鉄騎兵団の兵士たちが態勢を立て直していく。弓兵や魔ま法ほう使つかいたちが列を整え、遠えん距きよ離り攻こう撃げきを一斉にダイダロスの頭に向けて撃ち放った。

　その攻撃にダイダロスは即そく座ざに反応。三つの頭の内、左ひだり端はしの頭をぐいっと上空へ向けると、鮫さめのような牙が目立つ口を広げ――咆哮。今度の咆哮はバリアのような衝撃波を作り、三つの頭を守るように半はん透とう明めいな円状の膜まくが空中へ展開されていた。

　その衝撃膜バリアで、遠距離攻撃を次々と打ち消していく――そんなダイダロスへ向けて急降下していく物体があった。さっきのグリフォンだ。

　新緑の騎士を乗せたグリフォンが急降下していく。

　その急降下するグリフォンに乗っている騎士が飛び降りていた。

　大剣を両手に持ち、大上段から撃ち下ろす形。凄い、緑の流星の如く。

　三つ首竜ダイダロスは反応できない。

　新緑の騎士はバリアのような衝撃膜をあっさり突き抜け、竜の首元に大剣を直撃させていた。太い首が一気に凹くぼむと、潰れるように千切れて頭の一つが宙へ飛ぶ。

　速度と重力を生かした強烈な一撃。頭が斬られた首下は神経がまだ生きているのか、青い血を噴出させながらくねくねと蠢うごめいていた。青い血ち飛沫しぶきは雨のように周囲へ降りかかり、ちょんぎられた竜の頭も青雨と共に落ちてくる。

　――続けざまに、他のグリフォンから飛び降りる深緑の騎士。

　今度の騎士はさっきよりも小振りな長剣を両手に握っていた。

　ん？　僅わずかに剣身から赤しやつ光こうを発している？　――魔察眼で確認した。

　やはりか。あの長剣、普ふ通つうではない。剣身から濃のう密みつな魔力の光が放たれている。

　あの武器、俺が持っている魔剣ビートゥと似た感じだ。

　騎士は魔剣の滑なめらかな一いつ閃せんを繰り出した。太い首に一筋の赤線が入り、竜の頭は斬られた反動すら見せずに、すとんっと、赤線を境目にしてズレ落ちていった。

　竜の首がバターのように簡単に切断されている。すげぇ切れ味だ、屋久杉かよと言いたくなるほど太い首をぶった斬っても、引っかかる様子がまったくない。

　さっきの大剣による一撃を「岩の波」と、たとえるなら、今度の魔剣の一撃は滑らかすぎる「柳やなぎの波」といえばいいか。衝しよう撃げきはないが、魔剣の力と技量が合わさり、凄すさまじい斬れ味を生んでいるのだろう。

　やがて、魔剣にばっさりと斬られた箇か所しよから、数秒遅れて竜の血が噴出しはじめた。

　騎士たちの絶技な動きは、まだまだ続く。

　それぞれが一撃を加えた後の着地際ぎわも、隙すきがない。

　大剣持ちの方は、両手で握るだんびらのような大剣を水平に寝かせた状態で、素す早ばやく一閃、三つ首竜ダイダロスの胴体を横よこ薙なぎしながら空を駆け抜けていた。

　魔剣を持つ騎士もすぐさま反転跳躍を行い、衝撃波を発していた最後の頭首を下から斬り上げている。あっさりと太い首が切断された。

　ダイダロスは一瞬で三つの首を斬られて、青白い血を迸ほとばしらせた。頭をなくした巨体は背後へ倒たおれていく。苦戦を強しいられていた三つ首竜ダイダロスをあっさり倒したグリフォン部隊の騎士たち。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ」「やれるぞぉぉぉ」「すげぇぇぇぇぇぇぇ」

　青鉄騎兵団の面々は、助けられた喜びと英えい雄ゆう的てきな猛もう攻こうの感動で雄お叫たけびをあげていた。

　そこで、三つある頭の内、二つの首を斬り落とした騎士が兜かぶとを脱ぬぐ。

　――ワオッ。あの時、グリフォンに乗って颯さつ爽そうと登場した女性。

　ヴァイス広場の壇上で綺き麗れいな顔を見せていた女騎士の顔だ。兵士たちはまだ竜たちと戦いの途中だったが、それが女の騎士だとわかると余計にざわめきだした。

　そんな兵士たちへ向けて、

「――皆、戦いの最中だが、話を聞けいっ、わたしは竜りゅう魔ま騎き兵へい団だん所属、第三軍団グリフォン部隊長、セシリー・ファダッソという者だ！　今しがた、多くの兵士を屠ほふっていたダイダロスを討ち果はたしたっ！」

　士気を上げるためか大声で女騎士は語りかける。

「おぉぉッ！」

　兵士たちは答える。セシリーは話を続けた。

「この勢いをもって竜種どもを殲せん滅めつさせるぞっ!!　諸君、一人一人の活かつ躍やくが戦場を決するのだっ！　このまま魔竜王バルドークの住すみ処かまで直進！」

「おおおぉぉぉッ!!」「俺もやるぞおおおお」「俺もだっ！」「おおおおおおおぉぉ」

　戦いの最中だったが、セシリーの声は魔法で拡大されたかのように戦場に木霊こだました。

　まだ大半の兵士たちが竜と戦いながらも、口々に気合いの雄叫びを返事代わりに、声を張り上げている。新緑の女騎士セシリー・ファダッソが大声で鼓こ舞ぶを終えた直後、グリフォンたちが主あるじを背に乗せるためか、空から舞い降おりてきた。

　滑かつ空くうしてくるグリフォンへ向け、セシリーと大剣持ちの騎士はタイミングよく軽く跳躍、颯爽とグリフォンの背に乗ると、また空へ戻っていく。

　グリフォン部隊長さんは上空からの支し援えんに切り替かえるらしい。

「キッシュが言いかけたのは、これのことだな？」

「竜りゆう騎き士しやグリフォン部隊の一部には一いつ騎き当とう千せんの猛者がいる。オセベリアでは有名だぞ」

「グリフォン凄いなぁ。カッコイイ」

「ガフゥッ」

　アゾーラの一言に白熊パウが不満声をあげた。

「大丈夫よ。パウが一番だからね」

　彼女はなだめるように優やさしい口調で話しながら白熊の頭や頬をなでなでしていた。

　アゾーラは獣魔使いだ。空を飛ぶグリフォンと従魔の契けい約やくができたりするんだろうか。

　そんな感想を抱いだいていると、乱戦の戦いは終局に向かう。

　数多くいた竜種たちが冒険者や兵士たちによって続々と討ち取とられていった。

「……この辺りの竜は殲滅できそうだな」

「さっきのセシリーの言葉が発はつ奮ぷん材料になったのだろう。わたしも胸が熱くなった」

　キッシュは兜の眉まゆ庇ひさしが下がって顔が収まっているので、顔色は判別できないが、その声質から判断すると興奮しているのが伝わってくる。

　彼女がそう物語るように、青鉄騎兵団や冒険者たち、俺たちも含ふくめて順調に、現れる竜たちを殲滅していった。




　そんな中、バルドーク山を登り数日が経過した。

　俺たち臨時パーティの一行は竜たちとの戦いの中で、徐じよ々じよにお互たがいの連携も上手くなっていく。飯も一いつ緒しよに食い寝ね床どこも近くで過ごし、見張りを交こう互ごに行い着実に信しん頼らい関係ができ上がっていった。勿もち論ろん、キッシュとやることやって発散も繰り返すが。

　今こ宵よいも布で覆おおった簡易テント内は、悶もん々もんとした熱気に包まれていた。

　煌こう々こうとしたランプの灯あかりが、翡ひ翠すい色の髪かみを照らす。

　同時に、瑞々しくて愛しい、しなやかなキッシュの背中が、俺の煩悩を刺激した。

「あんっ、シュウヤ、わたしの弱点ばかり……」

　彼女の背は高いが……その肌は柔らかで艶つやがある。そして、彼女の欲情に連動するかのように、薄雪草のような肌色が、赤く、より赤く、柘榴のように火照っていく。

　そのじっとりと汗あせが滲む火照った背中に覆いかぶさりながら、

「――そりゃ回数をこなせば、弱点はわかる」

　腰こしを強く押し当あて、エルフらしい長耳に口をあてがう。優しく息をかけながら、

「……ここの上部だろう？　かわいいぞ、キッシュ」

「あぁ……しゅうっ、ん、だめ、言葉と同時になんて――」

　滑らかな白磁のようなキッシュの背中から、さらに汗が噴ふき出した。

　そして、背後から優しく「キッシュ」とささやくと、彼女も応こたえるように顔を上向かせて、小さい唇くちびるで俺に触れてくる。俺もそれに応えるように、そのまま濡ぬれた果実のような唇を強ごう引いんに奪うばった。

　柔らかな感触の唇が愛いとおしい。

　長いキス……彼女の小さい唇の形が俺の形に合わさっていた。

「んん――ぱっ、息が、もう、激しいんだから」

　そういうキッシュは情熱の赴おもむくままに長い足を悩なやましく俺に絡からませていた。そして、翡翠色の瞳の内ない奥おうには『もっと、激しくせめて』とアピールしている。

「……そうはいうが、嬉うれしいんだろう？」

　と、長耳の根元で優しく語り、熟うれた杏あんずのような色合いに火ほ照てっていた臀でん部ぶを攻せめた。

「あぁん、ば、か……」

　長耳の先せん端たんも指で触りながら、激しく攻めると彼女は連続で全身を震ふるわせる。
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　黒猫ロロディーヌが興奮して鳴き散らすほどの、互いに溶とけ合あうような女と男の濃密な時間が過ぎてから、数刻。

　テントの縁ふちから滑らかな絨じゆう毯たんのような、紺こん色いろの夜空を見上げていたキッシュ。

　その横にはちょこんと座すわり一緒に夜空を見ている黒猫ロロの姿があった。
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　星か、師匠から教わった星の名前しか知らないが……きっとこの世界にも綺麗な星々の名前があるんだろうな……キッシュの横顔を見ていく。

　翡翠色の瞳に星々の明かりが反射して映り込んでいる。

　それは翡翠、孔く雀じやく石いし、宝石を超こえた星々の美しさを持った双眸に見えた。が、唐とう突とつにその美しい透明感ある彼女の頬に、涙なみだが伝う……。

　え？　どうしてだ？　星？　俺のせいか？　わからない。少し切なくなったので、毛布を手に取り近付いていく。星は彼女の『大切な思い出』にまつわるものなんだろうか。一瞬、髪飾りが星に見えたような気がしてしまった。

「キッシュ、寒くないか？」

　そう語りながら彼女の背中に毛布を掛かけてあげてから、彼女の背中を包つつむように抱きしめてあげた。

「あ、シュウヤ……ありがとう」

　キッシュは泪なみだが流れていたことに気がついていないのか、そのまま微笑ほほえむと、俺の手を握にぎりながら頬にキスをしてくる。

「……でも、優しすぎる。わたしは友なのだぞ？」

　キッシュの表情から女としての愛、友としての情、なんともいえない感情の縺もつれる思いが感じられた。

「……あぁ、わかってるさ」

「わかってるなら、いい……」

　キッシュは無む邪じや気きに抱きついてくるので、俺は何もいえなくなった。
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　次の日、アゾーラには謝あやまっておいたが「あわわ、気にしないでください！」と、小さい鼻の穴を大きくして、息も荒あらく語っていたので、その日から俺とキッシュは自重するように密ひそやかに頑がん張ばることになった。

　その密かな頑張りのせいなのか、三人とパウで、そこらで見かけた小型竜を仕留め終わったと思った時――「きゃぁぁ」と、キッシュの悲鳴が轟とどろく。

　どうした！　と振り向むくが、思わず「え？」と、二度見した。

　切り離された小型竜の首がキッシュの双そう丘きゆうの中に入り込んでいたのだ。なんてこった。

「うう、シュウヤ取ってくれるか……胸に血が……」

　双丘に挟まれる小型竜の首が、なんとも……。

「わたしでもいいんですよ……」

　と、小さい声でアゾーラの声が響ひびくが、俺は無視。

　そのまま、夜はキッシュさんと、黒猫ロロが呆あきれるぐらいに密な頑張りをしちゃうのであった。

　次の日も、朝から竜りゆう狩がりをしながら、山中の険しい岩場と森林の中を行軍した。

　夜はキッシュと恋こい人びとのような一時を楽しむ。そんな合同依い頼らいの冒険生活は幾いく晩ばんと続く。

　そんな夕刻の折、竜たちの姿が見えなくなったので、暇ひまにしていた黒猫ロロとかくれんぼ遊びをすることにした。岩場の陰かげに一緒に隠かくれた俺とキッシュは、手を恋こい人びと繋つなぎにしながら、まさに本当の恋人のようにキスをしていたが……。

「ンンン、にゃ～」

　一いつ瞬しゆんで黒猫ロロに発見される。そして、ロロは匂においつけの作業に入りだした。

「はやっ、隠れても無む駄だのようだな……」

「ロロの得意気な顔、可愛い。でもわたしの足、そんなに好きなのか？」

　俺とキッシュの足へ頬を当て擦すり付けまくっている黒猫ロロさんであった。

　そこに、白しろ熊くまに乗ったアゾーラが近寄ってくる。

「ロロちゃんについていけば、必ずシュウヤさんを見つけられますねーふふ」

「だな。よし、黒猫ロロに見つかったところで、夕飯の準備といこうか」

　そうして、準備を整えた食事中に、アゾーラの腰辺りに兎うさぎの尻尾のようなアクセサリーが付いているのを発見。気になったので、訊きいてみる。

「アゾーラ、その尻尾のような腰に吊つるしてある物は、何？」

「これは幸運のアイテム。兎の尻尾よ。処女の尻尾の毛を集めて作った品。わたしの兎人族の故郷、コンラッド村では昔から〝死を回避〟するお守りとして、有名なの」

　処女の尻尾からあそこの毛？　に脳内変へん換かん。でも、アゾーラのは遠えん慮りよしたいが。

「……へぇ」

「あ～信じてないな？」

「にゃッにゃ」

　そこに、黒猫ロロがアゾーラの腰に近付いて、その尻尾へじゃれだしてしまった。

「こらぁ～ロロちゃん。これはだめよ。ロロちゃんの尻尾を取っちゃうぞぉぉ」

　アゾーラは黒猫ロロの尻尾を掴つかむと、そっと上下左右に引っ張り遊び出した。

「ンン、にゃっにゃにゃぁ」

　黒猫ロロは尻尾を掴まれて嫌いやだったのか、兎の尻尾とじゃれるのを止やめて、アゾーラの側そばから離れていく。アゾーラは笑いながら追おい掛けていった。

　彼女は黒猫ロロを可愛がってくれている。

　右手甲こうにある獣じゆう魔まの刻印のお陰かげで獣けものの気持ちがよくわかるんだとか。

　アゾーラの顔は厳ついけど、兎耳が可愛い。ついつい耳の根元、アゾーラの頭を凝ぎよう視ししてしまう。顔は正直イマイチだけど、可愛らしい性格のようだ。親しみを感じる。こういう女性をお嫁よめさんにしたら幸せだな。そんなことを考えながら夜は更ふけていった。

　次の日も、俺たちの臨時パーティは無傷で竜たちを討伐する。順調に、山の中腹の峡きよう谷こくに進む。このあたりから次し第だいに竜種の数が増えて激戦になった。

　冒険者や兵士たちの死亡者が増えていく。だが、厳しい戦いで多数の死傷者を出しながらも、兵士と俺たちを含めた冒険者は、狭せまい峡谷を通り、難所を抜ぬけることができた。ついに、魔竜王が生息すると言われる近辺に到とう着ちやくだ。

「このあたりか……」「あぁ」「少し、緊きん張ちようしますね」

　俺たち三人は顔を見合わせる。互いに緊張しているのがまるわかりだ。

　しかし、魔竜王の姿は見かけなかった。

　青鉄騎き士し団だんと冒険者の団体はそれぞれにわかれて夜営の準備に取り掛かる。

　篝かがり火びがたかれて兵士たちが忙いそがしく駆かけ回まわり、荷馬車からは鉄てつ杭くい、布、鉄てつ鍋なべ、穀物類、防具といった品が次々と降ろされ、何十張りと大きなテントも設営されていく。

　続いて、騎き士し団だんのガーネス・ブロガインから冒険者たちへ説明が行われた。

　明日の朝から、騎士団が指揮を執とる形で魔ま竜りゆう王おう探たん索さくの大規模な捜そう索さくを行うと。

　だから、俺たちも一いつ旦たんここらで休きゆう憩けいだ。野営を敷しき明日に控ひかえることになった。







第三十五章「魔竜王との死闘」







　休憩中、突とつ然ぜんに魔素を感知した。

　なんだ？　うへぇ、でか、巨大な魔素の塊かたまりが来る――。

　あ、あれは、ぬぉぉ、で、でけぇぇぇぇ。

　野営陣じんを覆い尽つくすかと思えるほどの、巨大な竜が出現していた。

　頭部にある紅色に輝かがやくトサカの斧おの角つのが不気味に光を発している。その下には、強烈な怒ど気きを発している、猛もう禽きん類るいのような一いつ対ついの冷えた蒼あおい眼。

　全身を紫むらさき色いろの鱗が覆い、ワイバーンを二体、三体合体させたぐらいはある巨きよ大だい竜りゆう、ダイダロスより大きい！　あれが魔竜王バルドークか。

「キッシュ、アゾーラッ、起きろっ」

　俺が警告する最中にも、魔竜王は二本の前足と、そこに生えた巨大な鉤かぎ爪つめを振ふり回し、兵士たちが寝ているテントや荷車を一瞬にして薙ぎ払った。

　そのまま背を伸のばしたかと思うと、鋭するどそうな牙が目立つ大きな口を広げ雄叫びをあげた。

　――空気が弾けるような轟ごう々ごうとした地じ響ひびきが起き、振動が周囲に響く。

　雄叫びを終えた魔竜王は、前足を下ろし四肢をくねらせながら突とつ進しんしてきた。

　鉤爪の生えた巨大な足で踏みつけられた地面にひびが走る。

　尋じん常じようではない速度で走る魔竜王に対して、勇気ある青あお鎧よろいの騎士が迎むかえ討うとうとするが、魔竜王の長爪にあっさりと身を貫つらぬかれた。太く長い爪が金属の胸当てを突き破やぶって背中にまで達している。続いて、魔竜王は獲え物ものを自じ慢まんするかのように高々と持ち上げた。騎士の体からは血が止とめ処どなく流れ、篝火にかかったそれは、派手な煙けむりとともに火花を散らせる。

　さらに、魔竜王は前足を一ひと振ふり。絶命した騎士の体を振り飛ばし、周りの兵士たちを巻き込むように荷車の近くへ投げ捨てた。

　続いて、魔竜王は嗤わらうように大きな口を広げる。口の奥おくから大きな口こう蓋がい垂すいが見みえ隠れしていた。また、雄叫びかと思ったが……口の中にエネルギーが溜たまる？　その瞬間、中から溶よう鉱こう炉ろのような光と火花が混じった燐りん光こうが発せられた。その燐光は口の前で大きく成長し、火か焔えんの巨大球体となった。

　巨大花火かよっ。巨大火球を連続で撃うち放ってくる。

「竜、魔竜王が出たぞぉぉぉぉ」「強きよう襲しゆうだ」「うあああああぁぁ」「火の球だッ」「ひぃぃあぁぁ」「でけぇぇぇぇぇぇ」

　連続で撃ち放たれた火球が、瞬またたく間まに野営地を火の海に変えた。

　青鉄騎兵団の面々や冒ぼう険けん者しやたちは、口々に叫さけびつつ逃にげ惑まどう。魔竜王の急きゆう襲しゆうで完全に混乱状態だ。グリフォン部隊の面々が素早く反撃に転じているが、魔竜王は意に介かいさず、巨きよ大だいな尻尾しつぽを振るい、まずは地上にいる兵士や冒険者たちを一斉に薙ぎ払っている。

　――こっちに来た！　あまりにも速い、キッシュは盾を構えているが……。

　アゾーラは、パウに乗って後方に下がっていた。

　俺は黒猫ロロを肩に乗せた状態で〈鎖〉を反対側へ放出――脱出した。

　巨大な尻尾はキッシュを含め多数の冒険者たちを飲み込んでいく。

「キッシュッ！」

　叫ぶが間に合わない……そこに、魔竜王の下に魔ま法ほう陣じんの光が発生――。

　あれは紅べに虎とらの、ルシェルの麻ま痺ひ魔ま法ほうっ。

　魔竜王は光の筋に捕とらえられ動きが止まる。チャンスと見た冒険者たちが一斉に魔竜王バルドークへ攻撃を加えていく。サラ、ブッチの姿も見えた。

　それぞれ魔竜王の足に斬撃、衝撃を与あたえ、ヒット＆アウェイの動きを繰り返している。

　そこに重低音を響かせる爆炎が魔竜王を包む。上空にいるグリフォン部隊の背から、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのような火か炎えん系の上級魔ま法ほうが撃ち放たれていた。その間にキッシュを探す。

「おいッ、キッシュッ！　どこだ」

　だが、魔竜王に吹き飛ばされた瓦が礫れきや多数の兵士たちの亡なき骸がらがあるだけで、キッシュの姿は見えなかった。そこに白熊に乗ったアゾーラが駆けよってくる。

「キッシュさんはっ」

　俺は黙だまって頭を左右に振った。

「そうですか……」

　俺の胸に炎ほのおが宿った。あの魔竜王を倒す――糞くそ、糞がっ！　絶対に許さん！　だが口には出さず、あえて沈黙を続けながら、黒猫ロロへ視線を送り頷うなずく。黒猫ロロは肩から降りると姿を少し大きくした。そして、魔竜王に突っ込もうとした時。

「――待ってください。魔ま法ほうをかけます」

　アゾーラに呼び止められた。あの風魔法か。

「わかった」

　俺は頷く――アゾーラに注目した。アゾーラの白い兎耳がぴくぴくっと動く。

　長い白しろ睫毛まつげが目立つ茶色い目は、空中の一点を見つめている。集中しているようだ。

　大きな唇から、詠えい唱しよう文ぶんが紡つむがれていった。

「風の精せい霊れいロード・オブ・ウィンドよ。我わが魔ま力りよくを糧かてに風の衣ころもをここに示し……現れよ――《風の疾駆エアート》！」

　アゾーラの周りに薄うすい雲のような物が発生。

　雲が螺ら旋せんの動きを繰り返し、白い靄もやとなって俺に纏まとわりついていた。

　黒猫ロロにも出現している。これが回避と速度アップ効果の魔法。

　それにしても、他人が使う言語魔法の詠唱をフルで聞くのは初めてかも。

「ありがと、突っ込む」

「はい、パウも行かせます」

「ガフゥッ」

　白熊は鋼の爪つめを伸ばし、口を広げて嗤わらったように見えた。

　臨戦態勢といった感じだ。魔竜王はグリフォン部隊、青鉄騎兵団、冒険者たちから多数の魔法や物理攻撃を受けながらも、その鱗うろこには一いつ切さいの傷がついていなかった。

　ただ一つ、紅虎の嵐あらしのルシェルが使用していた敵を麻ま痺ひさせる魔法だけが効いてる。

　しかし、一時的に動きを止めているに過ぎない。

　動きを止めていた魔竜王は麻痺から回復すると、怒いかりの咆哮と同時に反撃に出た。

　魔竜王は両前足からは鋭そうな鉤爪を何本も伸ばす。

　その前足を引ひっ掻かくように空へ振り回した。空に舞うグリフォン部隊を、そこらの蝿はえのように打ち落としていく。

　あの鉤爪、一つ一つが巨大なロングソードのようだ。

　俺はタイミングを見計らい一気に間合いを詰つめて、魔竜王の足元を狙ねらい薙ぎ払はらう――ガァンッと、今まで味わったことのない硬こう質しつの感かん触しよく。

　か、硬かたすぎるだろ……。

　古代竜の鱗は、とんでもない硬こう度どを誇ほこる天然の鎧だった。

　黒猫ロロも触しよく手しゆを伸ばし骨剣を突つき刺さそうとするが、当然のように弾かれている。

　鎧よろい蟻ありの甲殻にさえ弾かれたんだ、当たり前だ。

　だが、魔竜王の鱗ときたら、確実に鎧蟻よりも硬い、これ……タングステン製かよ。

　だが、諦あきらめない。魔竜王バルドークの脚を何回も薙ぎ払う――硬質の音が響き腕うでが痺しびれを起こす。タンザの槍やりが全く通用しない――マジで硬すぎる。パウも鋼鉄の爪で反対側の足を攻撃していたが、紫むらさきの火花を散らすだけで全く通じない。

　だが、魔竜王の背や下っ腹なら？　俺はそう意気込み、魔ま脚きやくで内腹へ潜もぐり込み、距きよ離りを詰めた。尻尾の根元、魔竜王の臀部へ向け〈刺突〉を撃ち放つ――が、またも硬質な感触。――全く通じなかった。

　しかも、まじか……槍の穂ほ先さきが少し変形していた。銀を帯びた槍が、あれほどの強度を誇ったタンザの黒槍が……。

　糞がっ、ここで、連続で最高の技わざを放つ！

　――〈闇あん穿せん・魔ま壊かい槍そう〉を発動。

〈闇穿〉で撃ち放たれた黒槍の金属棒はさらに曲がってしまう。

　チッ、だめか？　と、思ったら、召しよう喚かんされた壊槍グラドパルス黒ランスは紫の鱗を削けずるどころか鱗を突き抜け内腹に深々と食い込んでいた。

　紫血を噴ふん出しゆつさせて、紫肉を捻ひねり飛ばすように外へ散らす。

　おおおおおおおぉぉぉっ、すげぇ、やった効いた!!　紫血がシャワーのように噴出。

「ニャャッ！」

　黒猫ロロがそんな俺に向けて、珍めずらしく〝注意を呼よび掛けるような強い声〟を発し、俺に強烈な体当りをした後、触手を地面に突き刺して移動しつつ、その場を離れていく。

　どうした？　んぁ、しまった――気付いた時には、魔竜王の太い尻尾の反はん撃げきを喰くらっていた。黒槍を構え衝しよう撃げきを殺そうとするが、タンザの黒槍は完全に折れ曲がってしまい、手から離れて飛んでいく。俺も衝撃を受けて体が吹っ飛んでしまった。

　後方の瓦礫を打うち倒しながら、もんどり打って横転を繰り返す。

　木もく片へんや鉄てつ屑くずが身体に突き刺さり、背はい嚢のうがちぎれ、中身もろともどこかへと飛んでいく。懐ふところからは使わなかったスクロールも飛んでいった――途と中ちゆうから〈導どう想そう魔ま手しゆ〉を発動。

　歪いびつな魔力の手で包むように体を支えて、〈鎖くさり〉を地面に突き刺し、威い力りよくを減退させてやっと止まった。

　いっ、いてぇぇぇ、痛い、痛い。痛い。

　ひさびさに体の至るところから出血している。新品だった鎧が傷だらけになり、あちこち穴も空いてしまった。足が捻り曲がって、腰が変な方向に曲がっている、肋ろつ骨こつ、腕、足も折れたか……。体に刺さった木片と鉄屑を引き抜いていく。再生に時間がかかりそうだ。

　……時間が惜おしい。ふぅ……尻尾の攻撃を繰り出だしていた魔竜王を見やる。白熊パウがドレイクを殺ったように魔竜王の前足に向けて突進していた。

　パウの全体重が乗った攻撃は魔竜王の鱗を削り取るような勢いだ。それは物凄い衝撃を伴ともなう熾し烈れつな連撃。絶え間なく両りよう熊くま手でに装備された鋼爪でアッパーカットやフックの攻撃を行っている。鋼爪が紫むらさき鱗うろこにぶつかるたびに紫の火花を散らしていた。

　太い右熊手のアッパー、なんか、シュールだ。

　イグナイトファング？　だが、俺のその冗じよう談だんめいた感想など、すぐに吹き飛んでいた。

　白熊の攻撃は、魔竜王に全く効いていない。文字通り、一切通じていなかった。

　そこにアゾーラの攻撃も加わる。右手に握られた長槍ロングスピアで紫の鱗を貫こうと突きを繰り出すが、同様に鱗に弾はじかれていた。

　魔竜王は攻撃してきたアゾーラを一睨み。

　そして、特徴的な頭の紅角鶏冠とさかをアゾーラにぶち当てようと、ヘッドバットをするように角度を付け、首を前方へ伸ばす。まるで、亀かめが甲こう羅らの中に埋まっていた首をニュルリと伸ばすような動きだ。

「アゾーラ――離れろっ」

　俺の声は届かない――そんなアゾーラを庇かばうように白熊パウがアゾーラと衝しよう突とつ。

　アゾーラはパウに助けられる形で横に撥ね飛ばされ、腰に付けていたアクセサリーの〝兎の尻尾〟が宙に舞う。

　続いて、白熊パウは魔竜王の頭にある紅角鶏冠に噛かみつき、巨大角の攻こう撃げきを一匹の熊くまの口で防いでいた。凄すごい、体格差でいったら恐竜と小動物以上だぞ。

　しかし、魔竜王の攻撃を上手うまく防いだかに見えたが……煙が、熊の口周りから発生している。白熊パウは苦しいのか身み悶もだえるように呻うめき声ごえを出していた。

　やべぇ、やべぇぞ。やがて、白熊パウの口が焼やけ爛ただれて上半身の白毛が燃えだしてしまう。それを見て、魔竜王バルドークの一対の蒼い眼が、キラリと光る。次の瞬しゆん間かん、ゴミでも踏み潰つぶすかのように、巨右足の爪を前へ突き出していた。

　――ロングソードのような鉤爪が、踏ん張ばる白熊パウの胴どう体たいを、深く、深く貫く。

　白い毛は赤く染まり……魔竜王はそのまま鉤爪を引っ掛けるように動かし、その体を引き裂さいてしまった。パウの胴体は半分になり左右へわかれていく。

　アゾーラは立ち上がり、悲鳴も上げられずに、切きり裂かれて転がっていくパウの最さい期ごを見つめていた。

　その隙すきは致ち命めい的てきだ。

「アゾーラッ、逃げろ!!」

　だが、俺の声は届かない。足が曲がり、傷が塞ふさがってないが、構わない。

〈脳脊魔速切り札〉を発動――。

　全身から凄まじい痛みと血が流れ出るが、構わず走る。

　まにあっええええええええぇぇ!!

　だが――魔竜王は短く咆哮。上空に蒼あお眼めを向けていた。

　そのまま、魔竜王は巨大な胴体に見合わない速度で前進してくる。

　俺の切り札よりは遅おそいが異常な速度だ。地を這はう巨きよ躯く。三秒経過――。

　アゾーラが目の前にっ――腕を伸ばす。

　アゾーラの虚うつろな目と俺の視線が合った瞬間――魔竜王の爪が目の前を通り過ぎていった。アゾーラの首がスパッと斬きられていく。兎耳の四角い頭が、空中に舞まっている……。それだけで、魔竜王はあっさり命を奪ったアゾーラのことなど眼中に無いようで、上空から魔ま法ほう攻こう撃げきを繰り出しているグリフォン部隊を攻撃。その爪で突き刺し、叩たたき落おとし、次々と片付けていく。やられたグリフォンたちが、乗っていた騎士と一緒に墜つい落らくしていく。

　――間に合わなかった。

「う――」

　まじかよ。アゾーラ……うっぷ。

　胃の中が動く。吐はき気けがっ。

　どうやら、俺もまだまだ人間だったらしい。アゾーラ、済まない……。

　少しの期間とはいえ、親しく戦ってきた仲間の死の衝撃は、胃にくるものがあった。

　いくら人を殺そうが、今までこんなことは一度もなかったのに、親しげな知り合いの死を間近で見るのはまったく違ちがうようだ。気付けば周りに残っているのはグリフォン部隊数十騎きと青鉄騎兵団数百名、冒険者たちもかなり少数にまで数を減らしていた。

　俺はアゾーラが落とした兎の尻尾を拾い、即座に魔竜王から離はなれ距離を保った。

　こりゃ、感傷に浸ひたる暇なぞない。

　口の中は血と逆流した胃の内容物の臭においが充じゆう満まんしていた。

　そこに黒猫ロロが走って戻もどってくる。

　ロロに怪我けがはない。魔竜王の攻撃を上手く躱かわせたようだ。

　すまねぇな。さっきは警告の体当たりをしてまで、俺を助けようとしてくれた。俺の体が重くて意味がなかったが……。

　相棒は、俺がタフなことはわかっているはずなのに、助けようとしてくれた。

　そんなことは今まで一度もない。それほどに、相手は圧あつ倒とう的てき。

　つえぇな。あの糞魔竜。そんな糞魔竜相手に、グリフォン部隊が頑張っている。

　少し様子を見るか。撤てつ退たいも可能なはずだが……。

　だが、セシリーを中心としたグリフォン部隊は撤退はしないらしい。

　上空から魔ま竜りゆう王おうバルドークに攻撃を加えては退いての牽けん制せいをずっと繰くり返している。

　地上の部隊は……あれは、撤退……できそうもないな。

　地上部隊は逃げられそうもなかった。

　後ろに後退しようにも魔竜王の尻尾や鉤爪の攻撃がそれを防ぐように行動してくる。

　急襲に加えて、逃がさないようにか。手て当あたり次第の動きじゃない。

　あの、糞魔竜はかなりの知能があるのだろう。魔ま女じよサジハリの言葉が甦よみがえる。

『性格は〝獰どう猛もうで勇ゆう猛もう、貪どん欲よく〟その物』

　まさに魔竜だ……あれほど強さを誇った冒険者たちがゴミのように死んでいく。

　紅虎のメンバーが誰だれ一人ひとり失われていないようなのが救いか。他にも背が小さい魔法使いの二人組がいる。かつて、緊きん急きゆう依い頼らいの時に見かけた竜殺しの斧おのを持つドワーフ戦士が率いる一団も生き残っているようだ。どうやら、あのあたりに居る一部の冒険者たちは協力して動いているようだな。そこに冒険者たちの反対側にいた兵士たちの中から声が響く。

「――この、ガーネス・ブロガインッ、撤退もままならぬならば、せめて、散った者たちの思いを乗せて一ひと太刀たち入れてやる！　突とつ撃げきだ！　皆みなの青鉄騎兵団の誇りっ、日ひ頃ごろの訓練を思い出せっ！　鋭えい鬼き隊たいぃぃぃ、人の意地を、あの魔竜王に見せつけるのだ!!　我に続けぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　隊長であるガーネスの必死の言葉が届いたのか、魔竜王バルドークが頭を動かし青鎧の兵士たちへ凶きよう悪あくな顔を向ける。

　一対の蒼眼がギョロリと動き、兵士の集団を捉とらえた。鋭鬼隊の面々は迫はく力りよくある魔竜王の動きにも、怯ひるまずに吶とつ喊かん。それぞれに武器を掲かかげて、凶悪な魔竜王に立ち向かっていく。

　魔竜王は勇気ある兵士たちの行動を嘲あざ嗤わらうように口を広げると、吠ほえた。

　――ゴォォォォッと、空気が振しん動どうする声が響く。

　それはたちまち、耳をつんざく高音へ変化して轟とどろくと、兵士たちは次々と耳から出血し、片かた膝ひざをついたり、耳を押おさえて動けなくなっていた。

　あんな鼓こ膜まく、脳へダメージを与える振しん動どう魔ま法ほうもあるのかよ。それと同時に、魔竜王は蒼眼を光らせる。一対の巨大な瞳ひとみから――今度は蒼い光線を発した。

　蒼光線は動けない兵士たちに命中していく。その途と端たん、兵士たちは次々と凍こおり、動かぬ氷の彫ちよう像ぞうと化していった。

　そして、魔竜王は前足を振り払う――。

　凍っている兵士たちは鉤爪で薙ぎ払われる。その場で粉々になるか、強大な重機にぶつかったように、凍った肉にく片へんとなって撥はね飛とばされていった。

　蟻ありが象に潰されるようにあっけなく死んでいく。兵士たちの中には指揮官だったガーネスも含まれている。そんな悲ひ惨さんな状じよう況きよう下で、一筋の光が地面から灯ともった。

　――仲間の魔法だ。ルシェルの魔法が発動していた。

　魔法陣が敷かれて、魔竜王は光の檻おりに囚とらわれている。

　これで二度、動きを止めたことになるな。攻こう撃げき力りよくはないが、あの魔法は現時点で最高の戦力なのは間ま違ちがいない。好機と判断したグリフォン部隊数すう騎きが一いつ斉せいに急降下。

　ダイダロスを討とう伐ばつしたように、騎き士したちが攻撃を加えていく。連れん携けいが取れているのがグリフォン隊と一部の冒険者のみとは……しかし、グリフォン隊が織り成す光景は勇ゆう壮そうだ。

「さすがだ、緑の流星連武」

　近くで生き残っていた兵士がそう呟つぶやく。

　スキルか渾あだ名なか、確かにそんな感じだ。大剣を掲げ重力を生かした一いち撃げき。

　しかし、三つ首竜ダイダロスの頭をあっさり落としたグリフォン騎士の攻撃も、この古竜には効かなかった。鱗を削ることには成功していたが、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。

　グリフォン部隊もダメか……と思いかけた瞬間。次の騎士の攻撃は違った。

　――あの魔ま剣けんに似た長ちよう剣けんを持つ騎士。やはり、セシリー・ファダッソだ。

　その一撃は、魔竜王の腕うで鱗うろこを削り、紫肉を斬っていた。紫色の鮮せん血けつが周囲に散る。

「「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」」

　その一撃を見た他の兵士や冒険者たちが、唸うなるような重低音の叫びを響かせる。

　士気が上がった兵士や冒険者たちが次々と声をあげて斬りかかっていく。

　おっ、あのドワーフもやるな。名前は完全に失念したが。

　斧の攻撃により、魔竜王の左胴体の鱗を削り取り、紫の血を噴出させていた。

　竜殺しの斧を持つドワーフか。確かに竜に対しては特効があるのだろう。

　そこに、二本の極ごく太ぶとな螺ら旋せん状じようの氷柱つららが、魔竜王の翼つばさに直撃。翼が凍り付つき、直撃した部分は白く染まり、まるで吹雪ふぶきが吹ふき荒あれたようになっている。

　あの螺旋氷柱の魔法、放ったのは誰だれだ？

　二本の太い氷柱は空中に生えた巨きよ樹じゆのように枝を幾いくつも繋つなげているので、その巨大な氷樹の根元を辿たどる。そこにいたのは、二人の子供。二人組の魔ま法ほう使つかいが放った大魔法か。

　王級か皇級、規模は分からないが際きわ立だつ魔法であることには変わりない。

　その魔竜王の凍った部位に向け、サラの紅毛が飛び込んでいく。ここからでも目立つ、巨きよ大だい化かした腕に握られた、巨きよ刃はによる二連撃がヒットしていた。狙われた部位は大きく凹くぼみ、鱗が潰れて、紫の肉を見せている。直後、魔竜王の体の凍った部位は、バリバリと砕くだけるような音を立て、氷を剥はがれ落ちさせていった。

　さすがに傷を受けたのは確実だが、魔竜王は痛がりもしない。あんな強力無比な攻撃を喰らってもたいしたことがないようだ。硬い、の一言。俺おれはそんな魔竜王を一いち瞥べつし、黒猫ロロに厳しい視線を向けたまま話す。

「ロロ、俺のことはよく分かってるな？　ここからは俺一人で突っ込むから、今は牽制、逃げに徹てつしてろ」

「にゃっ」

　黒猫ロロは軽く返事をして距離をとった。

　魔法陣を発動させる。あの古代魔法なら、効くかもしれない。魔力を指に纏まとわせ急ぎ描えがき構築していく。今は基本的なことだけで、余計なことは考えない。

　急ぎながらもミスが無いように、魔法陣を指で弄いじり描く。

　一番の基本である、黒き塊かたまりの魔法陣を完成させた――魔竜王め、喰らえっ！

「《闇弾ダーク・バレツト》!!」

　俺は叫ぶように魔法を発動させる。

　魔法陣へ魔力が吸い取られる感覚がありながらも、その魔法陣から歪な黒塊が出現。

　黒い塊は魔竜王の胴体へ飛ひ翔しようしていく。

　ところが、魔竜王はその塊へ向けて紅角鶏冠を見せて頭から突進。黒塊を紅角鶏冠でぶった斬っていた……俺の古代魔法の魔ま弾だんを、ものの数秒で両断・相そう殺さいしやがった。

　マジで？　俺は気を取り直すように、魔竜王へ向けて〈鎖〉を射出。鎖を斜ななめに移動させ少し弧こを描くように飛ばしていく。

　クソッ、魔竜王の頭を直接狙うが、器用に避さけてきやがる。

　しょうがない、魔竜王の大きい背中部分を狙う。魔竜王はさすがに避けきれず鎖の先端が背中に突き刺さった。感触から、鱗の隙すき間まを通し、肉の深部に到とう達たつしているのは確実。

　よし、刃は効きにくいが鎧蟻同様、やはりこの特別な〈鎖〉なら通用する。魔法でダメなら直接やるしかねぇっ。槍がなくとも意地だ。

〈導想魔手〉を発動させて、魔剣ビートゥを左手に出現させる。

「この、糞、魔竜がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　怒りを込めながら叫ぶ。

　鎖を左手の刺青因子マークへ収しゆう斂れんさせて距離を詰め、一気に魔竜王の背中へ飛び乗った。

　その場にいた冒険者とグリフォン騎士たちは皆、唖あ然ぜんとした表情で俺を見る。

　そんな視線なぞ構わずに、魔竜王の紫鱗に魔剣を撃ち込んでいく。

　魔剣の柄つかを両手で持ってから勢いよく叩きつける――硬質の音が耳じ朶だを響かせるが、刃は簡単に跳はね返かえる。

　硬い、めちゃくちゃ硬い。かまわねぇ、何回も何回もっ、魔闘術で腕を強化させて叩く。叩くんだ！　糞っ、皆を、キッシュを、殺しやがってぇぇぇぇぇ――怒りに染まりながら魔剣ビートゥを打ち込んでいく。

　鱗がそれを跳ね返す硬質な音がガンッガシッと響く……だが、この音すら俺の怒りを助長する。しかし、びくともしない……剣けんは槍と違い、〈闇穿・魔壊槍〉のような特別なスキルはない……俺の剣では通用しないのか。

　そうこうしてる内に麻痺魔法が切れて、魔竜王は動き出してしまった。

　一斉にその場から離れていく冒険者たち。だが俺は構わず、撃ち込んだ鎖を支えに魔剣を撃ち込む。〈導想魔手〉の〝魔力による歪いびつな手〟も使う。透とう明めいの拳こぶしによる打だ撃げきも同時に撃ち込んでいるが、紫の鱗が軋きしむ音を立てているだけで、まるで効いてない。そんな攻撃を繰り返していた時。

　魔竜王はようやく、俺が背中に居るのに気付いたらしい。硬質そうな頭部をぐるりと回し、口を広げ噛かみ付いてきた。

　げぇ、背中だぞ？　――そんな首が柔やわらかいのかよっ。

　魔竜王バルドークの大きな顎あごが迫せまる。

　回かい避ひする暇もなく、俺はがぶっと喰われてしまった。

　魔竜王の臭い乱らん杭ぐい牙きばに咀そ嚼しやくされる。いてぇ、痛いぃぃぃぃぃぃぃ、痛すぎるっ。糞が、やり返す。魔剣を魔竜王の口の中へと突き刺し、舌に穴を空けてやった。ここは柔らかい。だが、俺の体の至るところにも口くち牙きばが突き刺さり、血が噴出している。

　痛くて痛くてしょうがないが、それは魔竜王も同じらしい。

　呻うめくように口蓋垂を震わせて頭を揺ゆらし続ける。そして、強ごう引いんに俺の体を噛むと、血が噴出している穴だらけの舌を強引に使い、強引に喉のどの奥に押し込んでくる。

　そのまま舌と唾つばに巻き込まれて、飲み込まれてしまった。噛まれ飲み込まれても、魔剣は離さない。鮮血の海を泳ぐような感覚だが、俺だって、痛みに耐たえて見せる。そして、俺は死ねない。死なない体だ。

「――不死、なんだよっ!!」

　強く叫び――魔剣を振ふり下ろす。それはそのまま、魔竜王の食道を切り裂いていった。

　ははは、内部は切り刻み放題だ。

　喉のど奥おくを切り裂きながらも、蠕ぜん動どう運動で俺は胃に運ばれていく。

　やがて、胃の中に突とつ入にゆうしていた。ぐつぐつ、じゅあじゅあ、と何かが溶とける音が響く。

　その中は酸の沼ぬまだった。強きよう烈れつな胃酸のせいか鼻び腔こうが焼けつくほどの異い臭しゆうが漂ただよっている。

　胃酸の沼底には、肉片、骨片、鉄屑、木片、いろんなものが沢たく山さん転がっていた。

　ん、間近から肉の溶ける臭い？

「げっ、んおぁっ、足がぁ、いあああっ、いてぇぇぇェッ！」

　ゾルの家で手に入れて履はいていた魔法の靴くつは、完全に溶けていた。

　足の肉が焼かれていく痛みと痺しびれが全身を駆ける。手、腹にも酸は掛かっていた。

　いてぇぇ、痛すぎるっ、自分の足が焼け爛ただれていく様子は、見ていてすら嫌いや過ぎる。

　胴体にも胃酸を浴びているので、ただでさえ壊こわれかけた鎧に無数の穴が空き、至るところが擦り切れて完全にボロボロだ。師し匠しようのジャケットの一部とボンにエンチャントが掛けられた場所だけが無事だった。

　もちろん、肉体もただでは済まない。魔竜王の胃酸によって、俺の足、腹、手の肉が溶けて骨が見えている状態だ。そんな状態だが、俺の体は新種族ルシヴァルのもの、不死の一族だ。再生も速い。身体から大量の血を噴出させながらも、見る見る内に回復していく。

　とはいえ、いくら不死身だとしても、このまま魔竜王の胃酸を浴び続けて溶けていくのは危険すぎる。とにかく身体からだ中じゆうが痛くて痛くて、あの最初に地下世界で追い詰められたグランパの怪かい物ぶつを思い出した。その経験が俺を奮ふるい立たせる。

　物もの凄すごい激痛だが我が慢まんはできる……そして、ここは最大のチャンスだ。

　さて、魔竜王よ、逆にお前は何処どこまで痛みに耐えられるかな？

　邪じや悪あくな笑えみを意識しながら、俺はあるスキルを発動。

　それは――〈血鎖の饗きよう宴えん〉。

　全身に受けた傷口から迸ほとばしっている血が、真っ赤な血が、一斉に血鎖へ変質した。

　身体のあちこちから伸びた無数の血鎖。それは物凄い数の血の鎌かまでもある。

　両りよう腕うで両足を広げて大の字に、俺の身体のあちこちから、周辺三百六十度に無数の血鎖が針はり鼠ねずみの針の如く伸びる。

　身体は血鎖により支えられて、自然と浮ういているようにも感じた。全身から唸うなり拡散した血鎖の群れが、魔竜王の胃い袋ぶくろを貪むさぼり喰うように四方八方へ駆け巡めぐり、大きな穴を誕生させていく――そうだ、このまま胃を削り取とってやる！
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　ものの数分で、魔竜王の巨大な胃袋をめちゃくちゃに破は壊かいしてやった。外では魔竜王の悲鳴の雄お叫たけびが始まっているのがわかる。

「どうだ、魔竜王！　痛いだろう！　お前が、お前がぁぁぁ」

　大声で叫ぶ。魔竜王の血の雨が俺の涙なみだを洗い流していくが、それすら許せない思いだった。アゾーラとキッシュの笑え顔がおが脳のう裏りを過よぎる。愛あい嬌きようあるアゾーラ、美しいキッシュ。

　――済まない、俺がもっと早く食われていれば……。

　最初から上手い具合にこう出来ていれば、結果は変わっていただろうに。

　だが、自己憐れん憫びんしたところで時間は戻らない。

　ということで、魔竜王よ。仲間、惚ほれた女である友の仇かたきは、取らせてもらう。

「死ね――」

　無数の荒あらぶる血鎖をさらに加速。洞どう窟くつのようだった巨大な胃は完全に破壊された。胃から飛び出た血鎖の群れは、螺旋状の鎖型ウィルスのように変化、今度は胃ばかりか、魔竜王の内臓を破壊しながら突き進すすんだ。

　俺自身は魔剣ビートゥを握にぎり、それを袈け裟さ斬ぎりに振るい――破れた胃を突いては、胃い壁へきを引き斬きり、肉という肉を切り刻んで、魔竜王の胸、心臓がありそうな位置を目指した。

　さらに、自らも魔竜王の紫色の肉に噛み付く。血肉を咀そ嚼しやくしながら、血をどっぷりと飲み込む。気づかなかったが魔竜王の血は別格なのか、俺の体は完全回復した。血鎖も消失してしまったが、血鎖によって魔竜王の内臓という内臓に大穴が無数に空いた状態だ。それは致命的だろう。やがて、心臓かと見られる巨大な臓器を発見した。

　やった。大動脈、右う冠かん動脈、右う房ぼう、左房、どれもが巨大。

　やはり、これが心臓なんだろう。その臓器群に魔剣を突き刺し、紫血を噴出させる。

　噴出した血をごくごくと飲みながら、俺は頭を魔竜王の心臓へ突っ込む。むしゃむしゃと直接心臓を食ってやった。プァァァッ、血が滾たぎるっ、うめぇぜ。




　※称しよう号ごう：古竜ヲ食滅セシ者を獲かく得とく※

　※称号：※神しん獣じゆうヲ従エシ者※古竜ヲ食滅セシ者※が統合サレ変化します※

　※称号：※超ちよ越うえ者つしや※の称号を獲得※

　おぉ、称号をゲット。んじゃそろそろ戻るか。

　心臓を食くい潰した後は、食道の位置まで、適当に斬りつけながら戻っていく。食道に戻ると、そこで〈導想魔手〉を発動。歪な魔力の手だ。それで紫肉を掴んだり空中で足場の代わりにしながら〈鎖〉や魔剣ビートゥを肉にく壁へきに突き刺して登のぼっていく。

　そこで、どどおおんっと、音と共に巨大な横よこ揺ゆれが発生。揺れる、ぬおぉぉぉっ――急ぎ食道に刺した〈鎖〉にぶら下がって、体を支えた。

　どうやら魔竜王が倒たおれたらしい。振動が響ひびくが構わずに登り詰めた。食道の蠕動運動は完全にストップしているし、こりゃさすがに死んだはずだ。

　背中に圧あつ迫ぱく感かんを感じる喉こう頭とう蓋がいを抜けて、切り刻んだ舌を踏ふみしめながら、大きな乱らん杭ぐい牙きばが生える顎を蹴けるようにして、強引にその口を開け、外へ転がり出る。

「あっ――」

　臭い口から転がるように出た直後、目の前には武器を構えた女性騎士がいた。この綺き麗れいな女性、口を開けてびっくりしてるけど、もしや、グリフォン隊の騎士隊長セシリー・ファダッソか？　そこに歓かん声せいが轟とどろき始める。

「何だ？」

　俺は血だらけの格好のまま、立ち上がった。

「ドラゴン殺しの英えい雄ゆう」

「グリフォン隊っ、万ばん歳ざい――」

「セシリー・ファダッソは英雄だっ、あの魔竜王を斬り伏ふせたっ！」

　周りで生き残ってた兵士たちが、その女騎士に群がって喜びを爆ばく発はつさせている。

　あれ、俺が倒したんだけど？　だが俺は彼かの女じよが、怒ど濤とうのような歓声に包まれていくのを眺ながめるだけ。女騎士はそんな周りの騒さわぎには同調せず、俺のことをずっと見つめていた。

　そんな光景を呆ぼう然ぜんと見守っているうち、そこに黒猫ロロが走ってきた。

「にゃッにゃぁぁ」

　黒猫ロロは嬉うれしそうに興奮しているのか、頭で俺の足を擦すっては足元をいったりきたりしている。肩かたへ登ってくると、俺の頬ほおにも小さい頭を擦りつけてから触手を伸ばしてきた。気持ちを伝えてくる。

『不安』『臭い』『嬉しい』『信じた』『嬉しい』『遊ぶ』『信じてた』

　ロロは一心不乱にペロペロと俺の首を舐なめてくる。

「ははっ、わかったからロロ。くすぐったい」

「君が倒したのか？」

　黒猫ロロと戯たわむれてると、祭り上げられていた女騎士隊長が、観衆たちを押し退のけて話はなし掛かけてきた。俺がその女性騎士に返事をしようとした時――。

「――シュウヤぁぁぁぁ」

　おっ、紅虎のサラだ。彼女に抱だき締しめられてしまった。

「サラ、どうしたんだ？」

「どうしたじゃないわよっ、シュウヤが叫んで突撃してたのは見ていたんだから、でも、あいつに喰われて……」

　サラは涙目になってるし。でも、いいか。抱き締めちゃおっ。

　汗あせの匂におい。鼻腔に女の匂いが充満した。

「そうですよ。シュウヤさん。心配したんですよ。飲み込まれて殺されたと思ったら、魔竜王の口の中から出てくるなんて」

　サラの独特の匂いを満まん喫きつしてると、ルシェルが胸に手を当てながら話し掛けてきた。

　彼女も心配そうだったが、今は安心したように安あん堵どの色を見せている。

「わたしは完全に死んだと思ったわよ」

　これはべリーズらしい一言。彼女は笑いながらも、赤あか革がわ鎧よろいの胸の上で腕を組んでいる。

「あぁ、俺もだ」

　ブッチも生き残ってたか。筋肉マンは無事だった。

　それよりも、キッシュは、友のキッシュは生きているだろうか……。

「サラ、キッシュは見かけなかったか？」

「キッシュ？　あぁ、あの一いつ緒しよに居た重騎士のエルフか。重傷と聞いたけど、回復魔法で一命は取り留めたとか」

　おおっ、生きてた……よかったぁ……。彼女だけでも生きていた……本当によかった。

　自然と俺の目に涙が溢あふれ出でていた。

「……ねぇ、周りではグリフォン隊が魔竜王を退治したと騒いでいるけど……」

　涙を拭ぬぐいながら、周りを見る。確かにさっきより騒がしい。

「だなぁ……しょうがない」

「本当の討伐者はシュウヤなのに……ったく、あの兵士たちは……最後まで近くで戦っていた冒険者たちは、わかっているからね」

　サラはそう言って誉ほめてくれる。けど、名声なんて興味ないから構わない。

　ま、サラの体を抱き締められたし、痛い思いをしただけはあるからよしとする。

「……あぁ、そうだな。だが、皆のお陰かげだよ……」

　そこで、サラから離れる。

「シュウヤ、どこへ行くのだ」

「大好きな友を探しに……ロロ、行くぞ！」

　そう一言だけ残し、勝利の雄叫びを背景に紅虎のメンバーと別れる。

　目指すは、魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつ戦せんで傷ついた者たちが集まる休きゆう憩けい所じよだ。







第三十六章「明みょう星じょうサイデイル」







　薄うす緑みどり色の髪かみ、透明感のある肌はだ。綺麗な長い耳。愛いとしい友の姿を探す。

　どこだよ。生きているんだろ？　生きていると聞いたんだぞ。

「――キッシュ、ここにキッシュ・バクノーダという名のエルフはいるか？」

　包帯に包まれた傷ついた兵士は無言だ。治ち療りよう師しの魔法使いは、邪じや魔まだから消えろというように厳しい表情を浮かべて咎とがめるような視線。ここにもキッシュの姿はない……。

　そこで、血ち濡ぬれたエーデルワイスに似た髪かみ飾かざりが落ちているのを発見してしまった。

　……嘘うそだろ？　これ、キッシュのか？

　まさかな、違うよな。「天使と登山家の叶わぬ恋」じゃねぇんだぞ……

　でも、キッシュの姿はない。どこだよ。どこなんだよ……どこだ……自然と頬に冷たいものが流れていくが構わない。助かったんじゃないのかよ。

　実は違うんじゃないか、という暗い疑念が脳裏を過る。いや、彼女は助かったんだと己に言い聞かせながらも、不安は消えない。命は助かっても、重傷で具合が急変したら？　片足、片かた腕うでを失い、苦しんでいる兵士や冒ぼう険けん者しやの姿が視界に入るたび、不安は募つのっていく。

　そこで、死んだように寝ねている重傷者に、シャワーのような水系魔ま法ほうを浴びせている水属性の女魔法使いの姿が目に入る。蛇へび柄がらの杖つえを持ち、神官風ベール帽ぼう子しをかぶっている。何かの治ち療りよう魔ま法ほうだろう、治ち療りようが成功する度に、息を吹き返したように元気な顔を見せる怪け我が人にんたち。

　そんな光景を見る度に勇気付けられた。このような素す晴ばらしい治療魔法を使える魔法使いたちが居る。だからキッシュは助かっているはずだと、安心すると同時に、この魔ま竜りゆう王おう戦せんがいかに過か酷こくな依い頼らいだったのか、身に沁しみて感じることができた。

　別のテントに移動すると、緑色の法ほう衣えを身に纏う女性と、紺こん色いろのそれを纏う集団が存在感を示していた。ローブの背中から腰こし辺りに〇印と黄色十字が合わさったマークがある。ヴァンパイアハンターのノーラが語っていた、神聖教会の司祭プリーストか？

「ンン、にゃお」

　黒猫ロロも不思議そうに緑色の法衣を見ていた。確かに、専門的な魔ま力りよくを伴ともなった法衣を着込む人はあまりいないからな。

「わたしがこの方を救ってみせます」

　そう宣言したのは、その緑色の法衣を身に纏う女性だった。後ろ姿だと金色の髪しか、わからないので、横から近付いていった。

「教会の方……俺に、支し払はらいできるお金は……」

　寝しん台だいに座すわる怪我人は、貧びん乏ぼうなのか、遠えん慮りよ気味に語る。

　治療を断ろうとする様子の彼かれは、目が窪くぼみ、腕と足に切り傷を負い、手首を酷ひどく怪我していたが、顔に後こう悔かいの色はない。男らしい渋しぶい冒険者だ。

　これも冒険者として仕事としての結果なのだ。とでもいうような態度。

「……今日は、教会のお仕事ではないのです。お布ふ施せは要いりません――」

　緑の法衣を着た司祭様は、渋い冒険者の言葉を聞いても、構わずに腕を伸のばす。

「――光神ルロディスよ。我わが魔力の礎いしずえに呼応し、清せい廉れんたる癒いやしの光を与あたえたまえ――《治癒ヒール》」

　金色の髪を緩ゆるやかに揺らし、体勢を変えながら詠えい唱しようした途端、彼女の細い腕先から光の波が発生し、傷がひどい患かん者じやの手首に、その光が照射されていく。

「おぉ、温かい……」

　冒険者は迷いの末に洗礼の救いを受けたような、至福を感じているような表情を浮かべる。まるで太陽と友にでもなったように、晴れ晴れとした顔つきとなった。

　そして、光の波が当たった手首の部分はひくひくと震ふるえて、瞬間に傷が塞がっていく。血の気が宿る小麦色の肌を取り戻していた。

「元通りだ……しかも、スキルが増えただと……？」

　呟く男。凄いな。人じん智ちの及およばない不思議なできごと。これが光の回復魔法か。神聖教会、侮あなどり難がたし。

「……治った。ありがとう教会の方、新しいスキルまで、お名前を……」

「司祭長ミラ・フレイギスです。スキルは貴方あなたが努力をした結果、凄すさまじい激げき闘とうの経験を、元々あった肉体が覚えていたのでしょう」

　ミラ・フレイギス……自分の能力を誇ほこるでもない、ナイチンゲールのような献けん身しんぶりだ。

「ミラ様は枢すう機き卿きようの地位を捨てて、南マハハイム地方を巡っている宗教国家教皇庁遺い跡せき発はつ掘くつ局きよくの副局長なんですよ？　本来ならば出会うことはない雲の上の存在。貴方は幸せな冒険者です。ルロディス様に感謝、ですね」

　紺色の法衣を着ている女性が極自然に語る。

　鷹おう揚ような雰囲気だが、本心からの言葉だろう。あの後光が差しそうなほどの慈じ愛あいに満ちた、緑のダルマティカを着た美人女性が、ミラ・フレイギスさん。

「司祭長」とか遺跡発掘とか、どうも結構なお偉いさんみたいだ。

　横長の綺麗な蒼あおい双そう眸ぼう。右下に小さい黶ほくろがある。左の目め尻じりから頬にかけて、教会関係者らしくない刺青風の模様がある。

　鎖のようにも見える、ＤＮＡのような螺旋状の紋もん様ようマークが、皮ひ膚ふの上に刻まれていた。勿もち論ろん、その紋様は魔力を宿しているようなので、光神の力の象徴かもしれない。

　じろじろと美人司祭長ミラさんを凝ぎよう視ししていると、彼女が視線を寄こしてきた。左右にわかれた、柔らかそうな金色の前まえ髪がみが揺れている。

「……さぁ、他ほかにも苦しんでいる方が居ます。いきますよ」

　一いつ瞬しゆんだけ、俺の瞳を凝視してきた金色髪の彼女。だが、目尻の螺ら旋せんマークが強く反応したように光った直後、彼女は首を僅わずかに傾かしげてから視線を逸そらす。そして、部下と思われる紺色の法衣を着る女性を連れて、他の患者の下に移動していった。美しき教会関係者か。そんなことより、キッシュだ。

　ここのテント内にキッシュは……あああッ、いた。生きていた――。

　キッシュはテントの奥おくで佇たたずんでいた。以前のハーフ鎧よろいではなく薄うすい革服を着ている。

　顔に擦すり傷きずがまだ残っているが、元気そうだ。

　俺を見るなり笑顔を見せてくれた。走り寄っていくと、彼女は腕うでをあげて応じてくる。

　ハハッ、キッシュらしい。わかっているさ――その場で互たがいにハイタッチ！

　喜びに震えながら抱き合あう。キッシュの表情はどことなく晴れやかに見える。

　そのままキッシュは、気を取り直したように背嚢を背負う。俺は立ちあがろうとする彼女の手を離さず、支えるように恋人握りをしてから、テントの外へ一緒に歩いていった。怪我が心配だったが、彼女の歩みは、だいぶしっかりしている。大丈夫だろう。

「――シュウヤ、やりきったのだな……その、なんだ、ありがとう」

　外に出たところで、キッシュはふと振り向きながら涙目で、そう語る。魔竜王はキッシュの仇だもんな。

「ン、にゃ」

「ロロも仕事をしたのだな」

「にゃ」

「おう、仕事はした」

「アゾーラと白しろ熊くまは？」

　キッシュはまだ知らないのか……。

「――死んだ」

　俺は首を左右に振ふり、短く答えた。

「……残念だ。だが、冒険者として最後の相手が魔竜王ならば本ほん望もうだろう」

「そうだといいんだがな。それと、これ。形見じゃないけど、この兎うさぎの尻尾しつぽお守り、キッシュが持っといてよ」

　そう言って、白いふわふわな毛から焦こげ茶ちや色いろに変化しているお守りを手て渡わたしする。

　幸運の加護で死を回避するらしいからな。アゾーラは、これを手放した瞬間死んでしまった……ただ、不死の俺が持っていても仕方がない。

「これか。アゾーラが言っていたアクセサリーだな。迷めい信しんだとは思うが、持っておこう」

　キッシュは受け取ってくれた。言い難にくいが、伝えとくか。

「……アゾーラは死ぬ直前に、それを手放しちまってたんだ。だから一応、効果あるかもよ？」

「むしろ縁えん起ぎが悪いような気もするが……だが、もう、わたしには必要ないかもしれないな」

「どうして？」

「暫しばらく、冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようは止めようと思ってな」

　今回のことがショックだったのかな？　でも表情は、柔にゆう和わで健すこやかな感じ。

「休業か。ヘカトレイルには？」

「いや、わたしはもう戻らない。ヒノ村に立ち寄りたい。それに、魔竜王を倒したのだ。そういや、キッシュの故郷があった場所へ戻り、墓を建て、仇を討うったことを皆に、家族に……報告したい」

　故郷は魔竜王に滅ほろぼされたんだっけ。彼女は少し前に村を再建したいとも言っていた。

「そうか。寂さびしいが……」

「……わたしは、シュ、シュウヤ」

　急に苦く悩のうするように顔を歪ゆがめるキッシュ。声は少しくぐもり、戸と惑まどいがちに『そんなこと言わないで』と言うように、僅かに頭を左右に振る。一粒つぶ、二粒と涙が頬を伝う。

　俺はキッシュの綺麗な緑色の髪を撫なでながら小さい頭を抱き寄よせてやった。

　そして、綺麗な長耳に優やさしく、

「キッシュ、元気でな」

「あぁ……」

　キッシュは小声で頷うなずく。そして、俺の顔を見上げてくる。

　そのまま自然と、彼女の小さい唇くちびるを奪うばっていた。『泣くなよ』という意味を込めての、全すべての想おもいを吸い込むような、瞬まばたき一回分の短い時間。けど、それは限りなく深い口づけ。

「――ぱっ」

　終わった拍ひよう子しに、空気が漏もれる。濃のう密みつなキスだが、別れのキス。

「ふふ、シュウヤ。わたしは明星サイデイルに誓ちかおう、恋こい人びと……とはいかないが、お前のことが好きだと……」

　明星サイデイル？

「俺も好きだ」

　薄緑の髪が風で揺れる。確かに、恋人じゃない。嫉しつ妬とや拘こう束そくしたりされたり、ふりまわされたり、したり、恋こいの駆かけ引ひきをやってきた訳じゃないからな。

「……シュウヤ、友よ。然さらばだ」

「……おう」

　離れがたい気も感じたが……俺は何も語らずに、好きな女の背中を見送った。

　友か……だが、恋人のように身体を重ねた思い出が頭を過る。もう少しまともな愛の言葉でも囁ささやければよいんだろうけど……喉のど元もとで、その言葉は消えていく。

　キッシュの背は高いけれど、俺が何かを言えば……跡あと形かたもなく儚はかなく消えてしまいそうに見えた。細い肩に食い込むように見える真新しい背はい嚢のうの紐ひも。あの背嚢の中には何が詰つまっているのだろう。あそこに俺の宝の場所はあるのだろうか。

　淋さびしさがゆっくりと胸に満ちていく。それを誤ご魔ま化かすように、俺は意味がないようなあるようなことを、そっと考えていた。
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第三十七章「ドラゴンスローターズと報酬」







　友との切ない別れから……一日後。

　魔ま竜りゆう王おうバルドーク討伐成功の知らせは【城じよう塞さい都市ヘカトレイル】中を駆け巡る。

　街は討伐者の話題で持ちきりとなっていた。その討伐者の名は俺ではなく……グリフォン隊を率いていた女隊長セシリー・ファダッソ。

　――そう。話が違ちがうし、本来なら俺が倒したと言い張るべきだが……。

　どうやら俺が魔竜王の胃袋の中で暴れていた時、突とつ如じよ、苦しみ出だす魔竜王バルドークの姿に、チャンスとみた冒険者たちやグリフォン隊のセシリーが強烈な攻こう撃げきを次々と浴びせていたらしい。

　俺が魔竜王の内臓を食い破り、破壊しまくって倒した時に、ちょうど気合を込めた攻撃を放ったのがセシリーだったという訳だ。それから、生き残った兵士たちや騎士たちはセシリーを祭り上げた。俺が魔竜王を倒したと知る者は極ごく々ごく一部。

　最後まで魔竜王退治に貢こう献けんし、俺の行動を見ていた他の冒険者たちは納なつ得とくがいかなかったようだが、一ひと度たび祭り上げられた〝竜殺しの英雄〟の噂うわさは打ち消せない。それは民衆たちにも伝わり、ウヤムヤの内に広まっていったので、今いま更さら倒たおしたのは俺だと言い張っても手て遅おくれだった。噂がもはや真実として民衆に語られるようになると、魔竜王戦で最後まで残っていた冒険者たちの声は、有う象ぞう無む象ぞうの雑音の中へ消えていくだけとなる。

　しかし、二日三日と時間が経たつうちに、そんな冒険者たちの評価も上がっていく。最後まで活かつ躍やくした冒険者クランたちには新たな渾名が付けられ、竜殺しの手伝いをした英えい傑けつたちの集団、竜の殺戮者たちドラゴンスローターズと呼ばれるようになっていた。

【紅べに虎とらの嵐あらし】を含ふくめた他のクランの知名度は一気に広がることになる。

　一方でこの都市の為い政せい者しやである、あの女侯こう爵しやくは〝竜殺しの英雄〟セシリー・ファダッソの知名度や軍の威い光こうを利用しようとしたのか、当初約束された報酬である魔竜王の素材をセシリーに与えようとした。ところが、なんと、これをセシリー本人が強く拒こばむ。

　本人曰いわく「わたしは牽けん制せいしていただけだ。傷を負わせただけで何もしていない」とかなんとか言って、拒きよ否ひったらしい。さらにセシリーは、冒険者Ｄランクの俺が魔竜王を倒したのだと言い張り、報酬をあくまで断り続けた。

　騎き士し道どうのプライドがそうさせるのか、侯爵側が何を言っても、頑かたくなに態度を改めないでいたようだ。普ふ通つう、一いつ介かいの軍人にこんなことはできないが、どうも、聞くところによるとグリフォン隊の隊長であるセシリーとあの女侯爵は、幼い時から繋がりがあるらしい。

　結局、女侯爵が先に折れた形で、頑がん固こなセシリーの意見を汲くみ取り、冒険者たちが一緒に協力しながら魔ま竜りゆう王おう討とう伐ばつを果たしたと、名目を変へん更こう。改めて報酬を渡わたす場を用意すると大々的な発表があった。

　というか、侯爵も侯爵だ。最初の話と違う……あ、「素材の報酬については考えておりますの」とか言っていただけか……まあ、考えていただけだから、幾らでも後で変更は可能だわな。侯爵ゆえの、玉虫色の貴族的物言い。ま、どの世界でもお上の都合で話が変わってくるのは常だけどさ。

　それにしても、あの女騎き士しセシリーは欲がない。莫ばく大だいな富になると言われている魔竜王の素材をあっさりと蹴るとは……騎士の高潔さという奴やつ？

　とにかく、そういった経けい緯いを経へて、最後まで生き残った竜の殺戮者たちドラゴンスローターズである【蒼そう海かいの氷ひよう廟びよう】や【紅虎の嵐】等の錚そう々そうたる冒険者クランにも、魔竜王討伐の報酬が正式に与えられることになった。俺も唯ゆい一いつ、個人参加者として選ばれ報酬を貰もらえることに。つまりは、冒険者たちで魔竜王の素材部位を分け合う形になったのだ。

　その報酬を分け合う会議は長引くかと思われたが……数分で話し合いは終しゆう了りよう。魔竜王戦の前線で踏ん張ばった【紅虎の嵐】のリーダーであるサラが、率そつ先せんして「魔竜王はシュウヤが倒したようなもの！」と会議の場をリードしてくれた。サラは、だから最初の部位は、俺が最優先で選ぶべきと発言。他の冒険者たちもさすが一流処どころだ。

　紅虎のリーダーの言葉を、よく分かっているようで、異論はなしと納得していた。

　さて、俺としても……素す直なおにその意見に乗っかることにした訳だ。

　あの紅色のトサカ風の角が気になったので、俺は魔竜王の頭を選せん択たく。

「俺は頭を希望する」と、宣言した瞬しゆん間かん――他の冒険者たちが集まる中で、誰だれかが「チッ」と舌打ちする。Ｓランク【蒼海の氷廟】の双ふた子ごが居るとこから聞こえたような。

　わざとスルーする対応を取ったが、あの二人は魔竜王の頭が欲ほしかったのだろうか。ま、気にしてもな。俺が倒したことには変わらない。

　次に、魔竜王の右手、左手、上半身、下半身、両りよう脚きやく、尻尾といった分配はすぐに決まる。しかし、魔竜王の体を解体するには七日前後の時間がかかるらしい。ちなみに魔竜王の骸むくろをそのままアイテムボックスに入れようと試ためしたけど、失敗した。さすがにアイテムボックスにも大きさの制限があるらしい。なんでも入るわけではないようだ。

　魔竜王の素材の割わり振ふりが終わると、すぐに会議は解散となる。だが、静かになるどころか、冒険者たちは口々にこんな会話を交かわしている。

「さて、これから忙いそがしくなるわ」

「素材、どこの大商会に売ります？」

「わたしたちは商会より、専属の鍛冶かじ屋やと、裁さい縫ほう屋やに頼たのむ」

　しかし、魔竜王の心臓は既すでに俺おれが食い散らかした状態だ、胃袋や他の臓器も多分、めちゃくちゃになっている。上半身を希望しているクランには、俺はあえて黙だまっていた。ま、心の中では謝あやまっておいたけれど。そんなところに、サラが話しかけてきた。

「シュウヤはどうするの？」

「まだ、考えてないが、一応知り合いのとこにでも持って行こうと思う」

「そう……。わたしたちは一部の素材を残して大商会に売っぱらうわ」

「隊長、わたしはバカンスに行きたいなあ」

「ルシェル、そうね、後で考えましょう」

　ベリーズとブッチも口々に希望を出す中、俺は笑って、その言葉を口にする。

「それじゃ、俺はここまでだ……皆みな、またどこかで」

「あ……うん」

　サラの笑顔が曇くもったが、しょうがない。彼女たちには彼女たちの道が。そして、俺には俺の道がある。だから、俺は軽く頭を下げるだけにして、喧けん騒そうの中を離はなれていく。

　さて、今はメイン武器もなくなっちまったし、これからどうするか。どっちにしろ、気楽な暮らしに戻もどるだけだな。
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　暇ひまになってから七日の間は、背嚢と日用品を買い直したり、誰もいない空き地で闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトの沸ふつ騎士を召しよう喚かん、彼らと模も擬ぎ戦せんを行ったり、のんびりすることにした。

　ほかにも仙せん魔ま術じゆつや魔ま剣けんを使った訓練を繰くり返し、合間に都市の中をぶらぶら散歩したりと、依頼も受けず、ギルドにも行かずのその日暮らしを満喫。魔竜王戦で、大事な愛用武器タンザの黒槍を含めて、背嚢の中身を全部なくしたからな。アイテムボックスの中には金がある程度入っていたから苦労がなかったけど、もしそれがなかったら……もうじき解体が終わるはずの、魔竜王討伐の報ほう酬しゆう素材しかアテがない状じよう況きようだった。

　なので、これからは細かい硬こう貨か以外はなるべくアイテムボックスの中へ入れておこう。

　さて、そろそろ魔竜王の素材が運ばれてくるはずだ。大通りへ向かうか。

　……大通りには、すでに人が集まっていた。

　俺も群衆の中に紛まぎれて暫く待つと、魔竜王の素材が運ばれてくるのが見えてくる。

　もう夕方だ。やっとだよ。大きい荷車が、列を作ってヘカトレイルに到とう着ちやくだ。

　通りの両りよう脇わきには魔竜王の素材を一目見ようと、人がさらに集まってくる。

　俺も肩に黒猫ロロを乗せて、その野や次じ馬うまの列に加わった。

「おぉぉぉ、大きな鱗うろこが紫むらさき色いろだよ。すげぇな」

「あれが魔竜王の体かい？」

「そうだよ。あんがいバラバラだと小さいもんだね」

「いやぁ、でけぇだろ。足もなんだありゃ、ワイバーンが可愛かわいく見えるぜ」

「爪つめを見たか？」

「ああ、あんな巨きよ大だいなモノをよく倒せたもんだ」

　そうだろう、そうだろうと、俺は群衆の中に混ざりながら、野次馬のざわめきに一人ニヤつきつつ頷き、納得していた。人々は感かん嘆たんの声を口々に叫さけび、興奮している。

　俺と黒猫ロロはその光景をぼんやりと眺めていく。道沿いには、簡易的な露ろ店てんまで幾いくつか出るほどの賑にぎわいぶりだ。暫しばし、その屋台を見て歩き、祭りに近い雰囲気を楽しむ。夕方が終わり暗くなってくると、灯あかりがちらほら。松明たいまつだけではなく、魔法の灯りがあちこちに発生。俺も混ざろう。指輪を使い、魔法の光球を発生させた。

　都市の夜空に無数の光源が漂い浮く。大きさ、形、明かりの強さ、どれもが違う。

　それはまるで、摩ま訶か不ふ思し議ぎな蛍ほたるの群れが突とつ然ぜん、街中に現れたかのようだった。

　高層ビルの上から俯ふ瞰かんする現代日本の夜景も綺麗だったが、こちらの夜景も負けていない。このリアルタイムに広がる、幻げん想そう的てきなネオンの光景……永遠に記き憶おく可能で、海かい馬ばに残りそうだ。そんな素晴らしい夜景を楽しみながら、にこにこ顔でギルドに向かおうとした、その瞬間――。

「おい、お前、キッシュと一緒にいた男だったな？」

　群衆の中にいた一人のエルフの男に、そう話しかけられた。

「ん？　誰だ？」

　誰だっけ……。

「ぼくはキッシュ・バクノーダの許嫁いいなずけである、ラーズ」

「あ～いいや、俺には関係ないので……」

　一応、思い出してはいる。キッシュにつきまとっていた男。馬うま面づらのラーズ。

　頬に蜂はちの刺青いれずみが刻まれている。

「君、失礼な奴だな。待ちたまえ。こないだキッシュと長らく一緒にいたな？」

　つけていたのか？

「……君に聞くのは気に食わないが、この際関係ない。先日の、魔ま竜りゆう王おう騒さわぎの後から、キッシュが、キッシュが見当たらないのだ、まさか魔竜王討伐で死んだのか？」

　早口で煩うるさいな……。

「キッシュは生きてるよ。それじゃ――」

「そうか、生きてるのか。待ってくれ、まだ、話があるのだ」

　話？　俺はない。無視しよ……と思ったら回り込んでくるし。絡からんでくるわけか……。

「あのぅ、まだ俺に用でもあるんですか？」

「君は邪魔だ。キッシュに悪い虫が付くのは許せん」

　悪い虫？

「五月蝿うるさいな、悪い虫とはお前のことだろうよ」

　あぁ、つい、言っちゃった。

「ん？　何を言っているのかわからないな。君は目が腐くさってるのか？」

　……どの口がそれを言う？　むっつり顔をしやがって、胸むなクソ悪い男だ。

　はっきりと言ってやるか。

「キッシュとは友だから、あえて話すが……ラーズ、お前と関かかわりたくないと、この間キッシュがはっきり、伝えていただろう？」

　やや強めの口調だ。

「それがどうしたと言うのだ。君に僕ぼくの愛がわかるのか？　わからないだろう？」

　コイツ、馬顔のくせに、顔をニヒルな二枚目っぽい憂ゆう鬱うつ顔がおに変化させやがった。

　ナゼか勝かち誇ほこったようですらある。このエルフ、自己主張が激しすぎる……。

「……お前の矮わい小しような気持ちなど、わかるわけがないさ」

　少し嘲ちよう笑しようするように言ってやると。

「フンッ、なにニヤけてるんだっ、糞くそ生意気な黒目の男が、僕とキッシュの間に入る隙すき間まなんてナイッ！　それになんだ、その物言いといい、ケチな冒険者の癖くせに生意気だぞ。キッシュと僕が愛し合うのが一番なんだ。余計な邪魔だてするとっ、ころ――」

　その長々とした、キモイ独りよがりな台詞せりふ。喧けん嘩かごしの態度に少しイラっとしてしまう。

　瞬しゆん時じに魔ま闘とう術じゆつを全身に覆おおわせ、ラーズの足元の地面に手刀をお見み舞まいする。

「――邪魔なら俺を殺す？　あまり無礼なめて貰っても困るんだがな……」

　地面に手の先がすっぽり飲み込まれている。引き抜ぬくと、そこに大穴が空いていた。

「ガルルゥッ」

　さらに、怒おこった黒猫ロロが、触しよく手しゆをラーズの足に絡ませ転てん倒とうさせていた。

「ひっひっひぃぃぃっ――」

　エルフの馬面ラーズ君は、尻しり餅もちを突きながら怯おびえている。俺はそのまま馬面へ近寄り、目を合わせてから、静かにニッコリ笑えみを浮うかべつつ口を開く。

「お前自身が勝手に人を愛するのはいい。だが、お前の押おし付つけがましい妄もう想そうにキッシュを巻き込むな。嫌いやがってるのに一方的な愛の押しつけなど、糞のすることだ。自己満足的でズレた愛情なんざヘドが出る。今後はキッシュのことから身を引き、別の女を節度ある範はん囲いで、男らしく口説くようにしろ」

「にゃごっ！」

　黒猫ロロは可愛らしい怒いかり声ごえで鳴き、前足でラーズの足を踏みつけていた。

「でも、僕は好きなんだ……」

　ラーズ君は怯えながらも、くぐもった口調でもごもごと言っている。

　面めん倒どうだが、言葉でわからせるか。

「なぁ、逆に自分自身に置おき換かえてみろ。好きでもない、興味のない女がお前にしつこく付きまとい、毎回断っても聞かず、後をしつこく付け回してくる。しかも、自分の友人にまで近づき、手を上げるぞと脅きよう迫はくしてくる。もし――お前が、そうなったらどう思う？」

「……そ、それは嫌だ」

「それと同じことをお前はやってるんだよ」

　至し極ごく当然の言葉だが、多少は効いたか？

「……あぁ、ぼ、僕はなんてことを……」

　ラーズは目を覚ましたように瞬まばたきしながら、涙なみだを流し俺を見つめてくる。

　ここで念を押す。

「わかればいい。もう、キッシュのことを追って迷めい惑わくをかけるなよ？　わかったな？」

　ラーズ君は何回も首を縦に振り頷いてる。わかってくれたらしい。

　意外に物分かりのいい男だ。余計なお世話かもしれないが、

「そうか、なら早く消えることだ。もし、またキッシュに迷惑をかけたら、さっきの手刀で、お前の馬面が少しは可愛くなるぐらいめちゃめちゃに破は壊かいしてやる。覚えとけ」

　と、睨にらみを利きかせてから、俺は踵きびすを返す。

「にゃごあ」

　黒猫ロロもラーズに向けて、変な声で鳴くと、少し遅おくれて俺の足元についてくる。ったくよぉ……折せつ角かくの夜景が、今ので台無しだよ。

　さくっと忘れてギルドへ急ごう……建物に入り、受付へ向かう。

　そこにはいつもの可か憐れんなおっぱい受うけ付つけ嬢じようがいた。一目見て、ぱっと気分がよくなる。

　早さつ速そく、可憐なおっぱいさんが話しかけてくる。

「未み探たん索さく地域開かい拓たくミッション成功ですね。シュウヤさん、今からＣランクです」

「ありがとう」

　こうして、俺は冒険者Ｃランクへ昇しよう格かくを遂とげた。報酬もちゃんと貰ったが。

　ついでに、隠かくれて回収しておいた竜種の爪や鱗や牙きばを全部売ったのだが……。

　激安な買い取り値段だった。皆が回収せずに放っておくわけだ。

　ま、当たり前か。皆が皆、売るんだし、相場が下がるのは当たり前だった。

　最後に肝かん心じんの魔竜王の体たい躯く、頭部素材の報酬についてだが、話がその件に及んだ途と端たん、ギルドの裏に案内される。解体されたとはいえ、魔竜王の頭部は巨大だからな。

　ＶＩＰ部屋じゃなく、ギルド裏にあるちょっとした空き空間で受け取ることになった。

　魔竜王の頭の幅はばは大体、七～八メートル前後ぐらいある。これ、アイテムボックスの中へ入るか心配だったが、杞き憂ゆうに終わった。

　さすがに魔竜王の本体は無理だったけど、この頭サイズなら入るらしい。

「よし、入った」

「凄すごいですね、そのアイテムボックス。そんな巨大な物まで納まるとは……やはり、竜の殺戮者たちドラゴンスローターズの中で、唯一、個人で選出されただけあります」

　その、ご大層な渾あだ名なみたいのに俺も入っているわけね……。

「はは、まあね。それじゃ俺は行くよ」

「はいっ、また〝いつでも〟わたしのところに来てください」

　いつでも、か。おっぱい受付嬢からの視線が、いつものものと違っていた。

　尊敬と親しみが混ざった色に見える。だけど、まだ名前も聞いてなかったり……。

　名前でも聞いてついでにナンパでもっと、軽く考えてると、そこに老練さを感じさせる声が響ひびいた。

「シュウヤさん、お待ちを」

　ん？　と振り向むく。声こわ音ね通りの老人だった。痩やせて尖とがった顎あご髭ひげ。

　どっかで見たことのある紺こん色いろ外がい套とうを着る人物。話を聞くと、この人はギルドマスターのお偉いさんだった。名はカルバン・ファフナード。

　ファフナードか……聞いたことがある。思い出そうとしてると、内密な話があるので、こっちに来てくれと言われ、ギルド内部にある部屋へ案内された。

　そこはギルドマスターの私室らしい。本ほん棚だなのほか、いかめしい大机とソファが並ぶ。机の上には「新・世界評論」「魔族との共存」「魔ま界かいと十層地じ獄ごく」「冥めい界かいと魔界の境目」「勇者ムトゥの伝承」「海光都市」などなど、分厚い本がどっさり置かれてあった。

　柔やわらかく深い椅い子すに座らされた俺は、すぐにギルドマスターのカルバン氏から怒ど濤とうの質問攻ぜめを食くらうハメになった。

　カルバンはまず煙草たばこを吸い出すと、煙けむりを俺の周りに漂ただよわせてくる。

　そして、最初は軽いお世辞に始まり「娘むすめのエリスから話を聞いておった」と語り……。

「どこから来た？」、「本当に人族なのか？」とか、「その黒猫は何だ？」とか……。

　矢や継つぎ早ばやに調査染じみた言葉が続く。辟へき易えきしてるとこに、カルバン氏、ついに本命のお題に入ってくる。「【茨いばらの尻尾】という名は知っているか？」「クナという名は？」と、視線を厳しくしながらの言葉が続く。

　俺はクナについては「知っている」とだけ答え、少し前に受付嬢に説明したように、モンスターに殺やられたと言っておいた。ギルドマスターらしくカルバン爺じいは鋭するどい視線を向けてくるが、途と中ちゆうから表情が柔らかくなり、ふむふむと納得するように頷く。

　そこからはまた話の内容が変わっていく。黒猫ロロは途中から俺の背中フードの中に入り込み眠ねむりだす。カルバン爺じいさんが言うには、今晩、侯こう爵しやく邸ていで晩ばん餐さん会かいを兼かねた魔竜王討伐の祝賀パーティが行われるらしい。その席に俺も呼ばれているんだとか。

　本来ならば、前もって知らせるべきだったと謝られたが、急きゆう遽きよ決まったことらしい。

「それで急ぎ身辺を探さぐる物言いをしてしまったのだ」

　最後に、ざっくばらんな言葉とともに「すまん」と再びカルバン爺から謝意を告げられる。まあ、俺は気にしないので、そこからはお互いにフランクな会話で話が進展。

　侯爵邸に直接案内する使いの者がギルドに来るので、ここで待機していてくれと言われ、参加を促うながされる。

「拒きよ否ひはできないんですか？」

　と俺。なにせ、いきなりだからな……。

「なぬっ、ヘカトレイル最高級の料理に、直接の別報酬もでるぞ？」

　うっ、最高級だとっ、旨うまい飯か。しかし、侯爵様は、あの女だろう？　俺のことは当然、覚えているだろうし……でもなぁ、正直、料理に惹ひかれるのも事実。この世界の最高級料理なんて、滅めつ多たに食べられないだろうし、楽しみすぎる……よし、行くか。我ながらちょろいな。

「わかりました。行きます。で、この黒猫ロロデイーヌを預かってくれませんか？」

　背中越ごしにフードの中で寝ていた黒猫ロロは肩かたへ頭を出し、なに話してんの？　的な感じに顔を向けてくる。

「わかった。わしが責任を持とう」

「ンンン、にぁっ」

　黒猫ロロは喉のど声ごえで鳴きながら起き上がる。何を思ったのか、俺の肩からカルバン爺が座る肘ひじ掛かけ椅子に跳ちよう躍やくしてしまった。カルバン爺の皺しわが目立つ右手をぺろぺろっと舐めた後、部屋の探索を始めてしまう。椅子から机へ渡り、また跳躍。隣となりの箱に移ると、また、高々とジャンプ。箪たん笥すの上へ登り天てん井じようの匂においを嗅かいだり、隅すみにある机へ飛び乗ったり。

「あんな感じですが……ロロは頭が良いので、俺が帰ってくるまでここにいるでしょう。それと……」

　出席するのに相応ふさわしい服がないと言ったら、爺さんはすぐに貸たい与よを申し出てくれた。

「これを着れば良いだろう」

「何から何まで用意済みってわけですか」

「ふん、しょうがなかろう。服のサイズもだいたい合うと思うが、ひとまず着ておけ」

　ったく、前から調べていたんじゃないのか？　いつの間に俺の体のサイズとか把は握あくしたんだよ、とは言わず、適当に返事をして着ている服を脱ぬいでいく。

「……はいはい」

　脱いだ服は、新しく買ったブリオー系の皮製だ。前に着ていた皮服は魔竜王の牙や胃酸にやられたために捨てた。ただ、師し匠しようゆずりの黒虎ジャケットや新鎧は、穴が多数空いて擦すり切きれてボロボロだけど、修しゆう繕ぜんするつもりで捨てはしない。皮服に比べれば、まだ一応は着れるからな。貸して貰った服装はタキシード風だが、微び妙みようにそれとは違う雰囲気。どっかの将校が着るような、肩けん章しようが付いていない軍服に近い感じだ。

　下着からネクタイ、カフスボタン、靴くつ、全てが最高級とわかる。あまり布色は目立たないが、銀座の壹いち番ばん館かんで作られたスーツといったイメージだ。そんな馬ま子ごにも衣い装しよう的な服を着てギルドマスターの部屋で待機していると、ギルド前に豪ごう華かな馬車が到着したらしく、受付嬢の一人が知らせに来てくれた。俺が外へ出ようとすると、

「まて、さっぱりする香こう水すいもあるが、どうする」

「そんなもんはいらないよ、俺は基本、冒ぼう険けん者しや。着き飾かざるだけで結構だ」

「そうか」

　俺はギルマスの爺と黒猫ロロに「行ってくる」と告げて、外へ出た。

　貴族用の馬車に乗り込むと、侯爵邸への移動が開始された。

　座り心地ごこちが良い馬車に揺ゆられながら沈ちん黙もくを守っているうち、いつの間にか侯爵邸の前に到着。ついに、あの女貴族とご対面か。ま、他にも、貴族、グリフォン隊、冒険者たちが来るらしいが……馬車から降りると、メイドさんが近寄ってきた。

　金きん髪ぱつの美人さんだ。このメイドが誘ゆう導どうしてくれるらしい。メイドさんに連れられるまま、大きい玄げん関かん口ぐちから入り、赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれた廊ろう下かを通らされる。

　やがて奥にあった、両りよう扉とびらの開かれた広間へ案内された。

「この部屋へどうぞ」

　メイドはそこで頭を下げて、廊下を戻っていく。

　よし、入りますか。広々とした豪ごう奢しやな空間。迎げい賓ひん用の大広間かな。

　綺き羅らびやかな衣装を着る貴族たちが集まっている。

　うはぁ、俺、場ば違ちがい感満まん載さいじゃん……そんな気持ちを誤魔化すように、視線を中央の上へ向けた。奥おく行ゆきがある天井だ。そこにはクリスタルの角ばったシャンデリアの集合体が、これでもかと言う感じにギンギラギンさをアピールしている。

　壮そう麗れいな大きい照明だ。クリスタルからは、白を中心にした七色の輝かがやきが放たれていた。

　凄い。魔察眼で凝視してみると、魔ま力りよくが放出されているのがわかる。特とく殊しゆな素材なのだろう。淡あわいプリズム光から強い白光へと、点てん滅めつを繰り返かえしてるのか……。

　一瞬、万まん華げ鏡きようを思い出す。芸術作品っぽい感じだな。その絢けん爛らんたる色しき彩さいは、机の上を明るく照らし出し、そこに並ぶ料理の見み映ばえを、さらに美しくさせているようだった。

「……美味うまそう」

　自然と呟つぶやいてしまった。そんな俺の姿を見るなり、数名のダンディーな貴族の方々がヒソヒソ会話を始めている……ま、俺に上品さを求められてもな？

　アホらしい、そんなもんは気にせずに、美味そうな料理が置かれた、長方形の机がある場所へ近寄っていく。今日はこの為ためにここに来たと、胸を張って言える。

　どうやら、ビュッフェ、バイキング形式のようだ。ハムとアスパラっぽい野菜の炒いため物もの。

　大きな焼鳥にそれらを囲う色とりどりな野菜の饗きよう宴えん。牛肉のようなサーロインステーキが綺き麗れいに重なって並ぶ。黄緑色のソースが横に添そえられていた。

　スクランブルエッグの塊かたまりも発見――食べるぜ。

　まてまて……おぉぉ、こっちは魚ぎよ卵らんのキャビアに似た食材があるじゃないか。

　どれも美味そうだなぁ。片手に受け皿を用意し、その上にどんどん食材を盛っていく。

　――早速、受け皿からサーロイン風の肉を口へ運んだ。んんっ、肉が柔らかい。蕩とろける……芳ほう醇じゆんな香こう味みもいいが、筋を感じさせないのがまた、素す晴ばらしい……。

　うまうまだ。肉厚、柔らかさ、香味、タレが絶ぜつ妙みように絡んでいる。シャトーブリアン？　というか、高級なフランス料理を食べてるようだ。これを作った奴はこの世界のアイアンシェフに違いない。

　あっちのテーブルにも見知らぬ食材の料理がある……そんな感じで、皿に載のせた料理をガツガツと食べながら、周囲を観察。

　着飾った貴族の紳しん士し淑しゆく女じよっぽい方々も、料理を楽しんでいるようだった。

　立食パーティのようにグラスや皿を片手に、ヒソヒソ会話しながら食事をしている。

　そこに続々と新たな面々が広間に入ってきた。

「おっ、シュウヤじゃないか」

　え？　貴族と思ったら……豪華な衣装を着飾る紅虎の面々だった。

　しかも、サラってやっぱ綺麗だなぁ……炎ほのおを象かたどった豪華な衣装。髪かみの色に合わせたんだろう。武張った格好も良かったが、ドレス姿も素晴らしい。やはりスタイルが抜ばつ群ぐんだと栄はえるねぇ。足がスラリと伸のび、その先にある足あし甲こうの上から紅色の地毛が飛び出しているけど、それが赤色の底高ヒール靴とマッチしている。靴のデザインも素晴らしい。

　内側から外側へと蛇へびが巻くように炎の演出が加えられた、完全無欠のビューティー紅炎ドレス。サラは今、それがバッチリ似合う、美人すぎる女になっていた。

「……サラ。驚おどろいたよ。綺麗だ。その紅あかい衣装、とても似合ってる」

　少し鼻息を荒あらげて、興奮しながら喋しやべる俺。率そつ直ちよくな感想が自然と出ていた。

「はは、ありがとう」

「隊長ったら、普ふ段だん見せない笑顔を見せてくれちゃって」

　エルフの弓使い・ベリーズもドレスを着ていた。

「ベリーズだって、嬉うれしそうに胸に飾かざる宝石をチェックしていたじゃないか」

「隊長にベリーズ。ここで言い争いはダメですよ」

　いつものようにルシェルが止めに入った。というか彼かの女じよも、ベリーズやサラに負けず劣おとらずのゴージャス娘になってるんですが……彼女は普段のエジプシャンメイクを薄うすめてお嬢じよう様さま風に変身。額のサークレットの石を基調とした、青い鳥をモチーフにした衣装だし。
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　それに、ルシェルって意外に胸があるんだ……シースルー気味な服だし、うっすらと青いブラジャーも見えていた……ベリーズに至っては、有名な芸能人姉妹の方ですかい？　と、ツッコミを入れたくなるほどの、ファビュラスなゴージャスさだ。

　胸の中心を彩いろどる宝石も綺麗だけど、はっきりいって、そんな宝石よりおっぱいの大豊作ぶりの方だろう。破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐん、まさにダイナマイトバディ。思わずどこぞのラップ曲を口ずさむぐらいの迫はく力りよくだ。そんな胸を活いかすように、ドレスが足へ向かうにつれて段々と細くなる作り……現代のファッションショーでも通用しそうな美しい衣装……。

「シュウヤ。見み蕩とれるのはわかるが、視線が露ろ骨こつすぎるぞ」

　その言葉は同じ紅虎のメンバーである、ブッチ氏。ブッチ氏もこの会場に似合う上質な衣服を着ていた。黒々とした燕えん尾び服ふくに近い服だが、体に密着するような作りになっているので、獣じゆう人じんらしいたくましい筋肉が表面に現れている。赤あか髭ひげも整えられて、マントヒヒ顔ではあるが、今は漢おとこらしさの方が目立っていた。

「あぁ、すまんな。ていうか、ブッチだって視線は自然と……行っちゃうだろう？」

「んん、ま、まぁな……」

　ブッチは顔と耳も赤くしている。

　ゴツイ筋肉獣人がデレる姿はあまり見たくないな……。

　そんな風に紅虎の一団と談だん笑しようしていると、侯爵に呼ばれていた冒険者の面々が、続々と広間に入ってくる。竜殺しの斧おのを持つ入いれ墨ずみドワーフとその仲間の戦士団や、毛むくじゃらの獣戦士である戦せん闘とう奴ど隷れいたちを引き連れて登場した女魔ま法ほう使つかい。

　皆、経験豊富で実力がある冒険者たちだ。しかし、俺としては料理も気になった。噴水のように泡立つ不思議な料理があるし、新鮮そうな野菜と並ぶ、イベリコ豚風のローストプレートのような巨大肉は頗る美味そうだ。だが次の瞬間、肉より、その野菜の翡翠色にふと目が留まってしまった……

　その綺麗な色合いから、キッシュ……の晴ればれと温かく、屈託のない微笑を思い浮かべる。

　ここにもキッシュを呼びたかったな。料理を喜んで食べている姿が想像できる……。

　すると、そんな思いを邪魔するように、女魔法使いたちが談笑していた一帯に異変が起きる。

　ざわついた雰囲気が一変、少しの静寂が落ちてから、ひと騒さわぎ持ちあがろうとしていた。







あとがき







　こんにちは、健康です。１巻、２巻とこの３巻まで、引き続き本シリーズをお買い上げ頂きありがとうございます。

　まずは、３巻の内容の話の前に、少しだけ世界観についてお話をしたいと思います。

　この３巻から「槍猫」世界は、さらに広がりを見せる形となります。え、１巻と２巻で語られた内容だけでも充分広い？

　いや、そうなんですが、この先、もっともっとシュウヤの旅する世界は広がりを見せていきます。その鍵は、やはり不思議なアイテム・トラペゾへドロンです。なんといっても、この二十四面体の特殊アイテムの存在が大きいでしょう。

　見た目は二十四個の面を持つ鏡が組み合わさった球体なのですが、この一つ一つの鏡がゲートになっています。で、そのゲートの先、この惑星の地上、地下を含めて、この特別な鏡が埋まっている先の様子は、後々、明らかになっていく予定です。

　因みに、このあとがきだけの「特別情報」として少し書きますと、それらの中には、多次元世界の一つ「エセル界」とは違う「空島」、魔界セブドラの神の使徒が暴れている地方、さらに「絶望の北壁」がありサイクロプスなどの巨人が君臨する「雪の国」、聖獣たちの秘境、人魚たちの故郷である海の王国、等々となっています……他にもたくさんあるのですが、まあ、ここではこのくらいにしておきます。

　因みに現在、シュウヤたちがメインに活動しているのは「南マハハイム地方」です。ここも広い――。広いのですが、まだ、地上のほんの小さい一地方でしかないのです。

　サジハリが居た場所は遠い地図にある「ゴルディクス大砂漠」のさらに北西となります。この世界の地上はまさに途方もない大きさ、さらには、広大な地下世界までも存在しています。そして、魔界セブドラ、神界セウロス、他次元の存在も明かされています。なお、魔界については沸騎士たちが語っていたように、「戦国乱世」状態です。

　魔界騎士、魔界公爵、が暴れており、魔界獅子喧伝という話があったり、魔界の神同士の気まぐれな争いで新種族が誕生したりと、凄まじい戦いと混乱が起きているのです。

　……鏡の話からついつい脱線しましたが、これらのお話も、いつか書籍かＷｅｂ版に書けたらと、考えています。




　次は、３巻の内容について少し。トラペゾヘドロンについては熱く語ったので省くとして、やはり、外せないのはシュウヤが出会う【紅虎の嵐】の魅力的なメンバーたちでしょう。




　ねこみみが可愛いサラ隊長。

　副隊長であるルシェルのクールさもたまらない。

　そして、素晴らしい双丘のベリーズ。

　ブッチ氏は……髭のワイルドさ？




　美女ぞろい（ブッチ氏除く）の「紅虎の嵐」が活躍する緊急依頼がらみのシーンと、魔竜王戦との激闘パート、そしてもちろん、キッシュとの切ないエピソードに繋がっていく流れは、著者の私も特に気に入っています。そして、実は２巻ですれ違っていた（すぐに気付いた人は「槍猫検定２級」をお授けしましょう）新キャラクターも！　そう、本巻で登場した遺跡発掘局のお偉いさん、あの女性です。

　とまあ、こんな風にＷｅｂ版にはない要素も、３巻には盛り込んでありますので、気が向いたらぜひもう一度、読み返してみてください。あと、立ち読みされている方は、ぜひ１～２巻も一緒に買いましょう！




　……まだまだページが余っていますね。

　では続きまして、近況報告など。

実は私、猫動画を見るのが日課なのですが、先日とある動画を観て、ふと自分も、かつて、紐を使って飼い猫と遊んでいたことを思い出しました。

　……ということで、毎度ながら猫の話をします。

　皆さんは、猫と遊ばれたことはありますか？　私は自慢じゃないですが、自他ともに認める猫ちゃん好きとして、この点にはちょっと自信があります。

　まずは紐を使った遊びのコツをお教えしましょう……最初は紐の先端を猫の前でちょろちょろと揺らし、かと思うと、急にビクッと引くなどして、生き物のように動かす。そう、ネズミや蛇のように。

　これで、たいていの猫ちゃんは興味を示して追いかけてくれるでしょう（これは基本中の基本ですが）。老猫さんはさすがに、ムスッとした態度で無視してくることもありますが、まあたいていは大丈夫。

　しかし、これでもツンな猫ちゃんは、遊んでくれない時があります。そんな場合のとっておきは、隠れたところから、何かを出し入れして見せてあげることです。

　たとえば、ドアの下の僅かな溝。紙でも紐でも、ドア下でチラチラ、見えたり見えなかったりする感じでそれを繰り返せば……猫ちゃんは大興奮します。「にゃんだこりゃぁニャァァァ～!!」風に。えっさ、ほっさ、えっさ、ほっさと、ドア下に猫パンチを当てまくり状態となるでしょう（予言）。

　ただし、興奮しすぎると大変なことになるので要注意ですが、特に運動不足の猫ちゃんにはいい運動になるはずです。

　もう一つは紐の動きに、声を加えてみることですね。「フッ」「フッ」「フッ」と飼い主の息を出す声に合わせて紐を動かすと、効果てきめん。紐ではなく、指でも興奮すると思いますが、（特にタオルケットの先から指先を出し入れをすると効果的）爪攻撃を受けて血だらけになる覚悟はしておきましょう。

　因みに、猫との遊びネタはまだまだありますが、それだけで一冊書けてしまうので、またの機会に。

　……こんなことを書いていると、また、可愛い猫が欲しくなってきました。しかし、天国へ行ってしまった亡き愛猫・ロロディーヌの「浮気はだめニャ」という声が聞こえてきそう。そう、あれからもう何年経つことか……と、昔を思い出ししんみりしそうになったところで、別の話に移行したいと思います。

　そう、ひとまず近況報告します。とは言いながらも、実はこれも猫繋がりです。五月のＷｅｂ版の活動報告を見た方ならおわかりの、旅先でゲットした「健康」印の黒猫人形。

　今も部屋に飾っていますが、それ以来、黒猫グッズを見ると視線が止まるようになってしまいました。外に出かける度に、可愛い猫ちゃんグッズを探す日々だったりします。（いい年したおっさんの言葉とは思えないですね、すいません）

　続きまして、実はiPhoneをゲットしました。便利ですね。調べ物がかなり捗ります。今までガラケーで、何かを調べるのにいちいち時間がかかってましたから……これからは文の精度が上がっていくはず。しかし、誘惑が増えたのも事実……。

　ま、今は書くことが何よりも好きなことなので、大丈夫だろう。と、タカをくくってましたが……色々とメモリを使いすぎて、先日ついに「残り数ギガです」とのメールが……自分、調子に乗ってました。

　人間は実に誘惑に弱い。これからは自重して、書き物に集中したいところです。最後に、編集様、市丸きすけ様、印刷所や書籍営業関連の皆様、今回も色々とお世話になりました。常に感謝しています。

　そして、読者の皆様も、いつも読んでくれてありがとうございます。これからも一層頑張っていきたく思っていますので、応援宜しくお願い申し上げます。

２０１７年　７月　健康
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